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　成田空港のロビーで向き合って立つ二人の少女に、特に注意を払うものはいなかった。


　無論、ちらり、と見た者はいるだろう。


　身長差三五センチの二人であり、それなりに目立ってはいる。


　共に、日本人でないことは一目でわかった。コーカソイド大人種──白人だ。


　一七〇センチはある、背の高い方の少女は、ざっくりと短く切った髪も、切れ長の瞳ひとみも黒く、美少女といっていいその顔は彫りの深さから、おそらくはイタリア系だと思われた。肌はまるで、キャンバス地のように白い。年の頃ころは一四、五に見える。


　鍔つば広ひろの帽ぼう子しを被かぶった背の低いもう一人は、美しく長いシルバーの髪と、サファイアのような青い瞳を持ち、愛らしい人形のような顔立ちをしているものの、出身地域を特定できるような特徴はない。が、肌の色はどこか青白く病的な印象で、一一、二にしか見えない。


　だが、ここは国際空港である。ＥＵやアメリカからの到着便がひっきりなしにやってくる。白人の少女など、珍めずらしくもない。


「《ドレス》は失敗したみたいね、《Ｂ・Ｐ》」


　帽子を被った少女が微ほほ笑えみながら言うと、《Ｂ・Ｐ》と呼ばれた切れ長の瞳の少女は、ゆっくりと頷うなずいた。


「あの子には、初めから無理だったのよ《ウィッグ》」


　印象に似合った低めの声で、背の高い少女は答え、くるりと背を向けた。翻ひるがえった黒いトレンチコートの裾すその下は素足で、ずいぶんと丈の短いスカートを穿はいているのか、太ふと腿ももの上の方までもが、一いつ瞬しゆん、顕あらわになる。


「……《パパ》にご褒ほう美びを貰もらうのはあたしよ」


　遠ざかる背中へ帽子の少女がそう呟つぶやくと、背の高い少女は微かすかに肩を竦すくめた。その姿が人込みに紛まぎれると、少し離れた場所にいた、おそらくは日本人の女性が一人立ち上がり、《Ｂ・Ｐ》の向かった方へと歩き出したが、教えることはしなかった。気付いているだろうし、こちらも別の所から見られているとわかっていたからだ。


《ウィッグ》と呼ばれた少女は、帽子を少し下げるようにした。そこへ、


「メグ！」


　と呼ぶ声がして、彼女は振り返った。酷こく薄はくな表情は消えて、その顔には、満面の笑みが浮かんでいることがわかっていた。


　二人の白人の中年の夫婦が小走りに近付いてくる。化粧っ気の薄うすい、派手なところのない服装の女性の表情には、不安が滲にじんでいる。その後ろを、旅行用の大きなスーツケースを引きずるようにして顎あご髭ひげを蓄えた男性が駆けて来た──『両親』と認識し、意識が切り替わる。


「パパ、ママ」


　帽子を押さえて走り出そうとすると、母親の顔色が変わって、それを手振りで押しとどめた。自然と足が止まる。彼女は息を切らして目の前に立つと、膝ひざをつき、少女をきついくらいに抱きしめた。まるで、そうしていないとなくなってしまうかのように。


　父親の方も傍そばに来ると、その大きな手で、帽ぼう子しの上から軽く頭を撫なでてくれて、《ウィッグ》──メグ・ギルバートは、にっこりと微ほほ笑えんだ。


「大だい丈じよう夫ぶよ、パパ、ママ。あたし、もう、元気になったんだから。……だけど、これ以上、強く抱きしめられたら、骨が折れちゃうかも？」


　そう言うと、母親はやっと我に返ったのか、ようやく腕の力を緩ゆるめてくれた。少し照れたように微笑んで、愛いとしそうに頰ほおにキスをしてくれる。彼女の化粧が薄うすいのは、自分のことを気き遣づかってくれてのことだ、とメグはわかっていた。長いこと、心配をかけたのだから。


「メグ、さっきの人は……？」


　一いつ瞬しゆん、誰だれのことを言っているのかわからなかったが、ああ、と少女はすぐに理解して、ゆるゆると首を振った。シルバーの髪が揺れる。元はブロンドだったのだが、長年の投薬治ち療りようの副作用と痛みのせいで、すっかり色が抜けてしまっていた。ゆえに、眉まゆ毛げは綺き麗れいなブロンドのままだったが、見た目それほど違い和わ感かんはない。


「知らない人。おトイレの場所を訊きかれたから、あっち、って教えてあげたの」


　少し大きな声でそう言って、メグは指をさした。その先の壁には『ＷＣ』とあって、多くの人々の出入りがあったが、すでに先さき程ほどの《お姉さん》の姿は見つけられなかった。


「そうだったの。偉いわね、メグ」


　母親は微笑んで帽子を脱がせ、ふわふわした銀色の髪を本当に優やさしく、まるで極ごく薄うすのガラスでできている人形に触れるような様子で触れた。その温ぬくもりににっこりと微笑むと、母親はもう一度抱きしめてくれた。その重み、ブロンドの髪、香水の匂においに包まれながら、何となく視線を感じて、メグはちらりと自分の方を見ていた若い女性を盗み見た。


　何気ないふりをして雑誌を読んでいた彼女は、微かすかに息を吐くと、何事かを呟つぶやいてその場を離れ、人込みの中へと消えていった。


「？」


「それじゃあ、行こうか？」


　トランクの他ほかにもあった大きな鞄かばんを背負い直して、父親は黄金の顎あご髭ひげを撫でながら、二人に微笑みかけた。母親はそれに笑顔で応こたえ、メグも同様に微笑みを返すと、二人の手をその小さな手で握った。両親の幸せそうな表情に偽いつわりはない。


「あなた、荷物はこれで全部？」


　タクシー乗り場に向かいながら、母親がそう尋たずねるのを聞きつつ、メグは周囲をきょときょとと見回した。初めての日本！　興味は尽きなかった。


「ああ、そうだよ」


　スーツケースを押しながら、父が答える。


「そんなに心配することないよ。ちゃんと、先に荷物は着いてるさ」


「でも、この頃ごろは東京も治安がずいぶんと悪いんでしょう？　学生の質も悪いと聞くし」


「かも知れないけど、アメリカよりはましだよ。ナイフぐらいはもしかしたら持ってるかもしれないけれど、生徒が鞄かばんに銃を隠してることはないだろうしね。ずっと安全さ。それに、ドクターも環境を変えた方がいい、って言っていたじゃないか」


「それはそうだけれど……」


　タクシーを止めようと腕を上げた父を見つめる顔は、いまだ不安げだった。すぐに一台が止まって、後部トランクを開けてくれる。降りてきた運転手は若くはなかったが、片言だが英語が話せる様子で、簡単な挨あい拶さつをして、荷物を入れるのを手伝いながら、行き先を訊きいてきた。


　母が先に乗り込み、次いでメグが、最後に父が乗り込んで、親子三人で後部座席に並ぶと、タクシーは少し狭かった。


　車はすぐに走り出して、辺りの景色が流れ出した。窓から見える冬の空は、鉛なまりを流したように暗く、重い。


「……それで、なんて言ったかしら？　あなたが赴任する高校って」


「ええと……」父親は背広のポケットから手帳を出すと、素早くめくった。「ああ、あった。シズイホウ、だね。シズイホウ学園。私立の、ちょっと家柄のいい子供たちが通う学校だよ。だから、きっと大だい丈じよう夫ぶさ。ドクターの紹介だし」


「ええ、そうね……ここは、日本ですものね」


　自分を納なつ得とくさせるように、彼女がそう呟つぶやくのを訊きながら、メグは元気付けるように、母親の手を握った。たちまち、ホッとしたように彼女の表情が和やわらぐ。


「そうよね……いきなり銃を撃うつ子供はいないわよね……」





　少女の言い合う声が聞こえた直後、激しい銃声が朝の静せい寂じやくを破り、ベッドで毛布に包くるまっていた瞳ひとみ──高たか幡はた瞳は、びくっと体を震ふるわせて、瞼まぶたを開いた。目を瞬またたき、目覚まし時計に焦点を合わせる。六時半。


「うううう」


　唸うなりながらもう一度布ふ団とんの中にもぐりこみ、膝ひざを折って体を丸め、それから一気に毛布を跳はね除のけた。どさ、とそれはベッドの端に落ち、重ねてあったマウンテンバイクの雑誌が雪崩なだれを起こして倒れた。染めている訳ではない、少し濃い目の茶の髪は寝ね癖ぐせで跳ねている。


「──危ないでしょう!?」


「なら、帰ればいいだろう」


　そんな声が部屋のすぐ向こうで聞こえて、扉が連続して乱暴にノックされた──否いや、そうではない。普通のノックにしては、叩たたく速度が速すぎるし、何よりたかだか起こすためにだったら、蝶ちよう番つがいが外れるほどは叩かないだろう。


（……毎朝、毎朝、まったく）


　深いため息をついて、瞳ひとみはベッドを出た。エアコンのタイマーが正常に働いてくれたおかげで、部屋の中はそれほど寒くはない。裸足はだしのまま薄うすいカーペットを敷いた床に降り、カーテンを引き開けると、窓は結けつ露ろしていた。瞳はその曇くもりを手で拭ぬぐい、外を見た。天気は良いようで、七階の部屋から見下ろすことのできる公園では、犬の散歩をしている女性がいる。


　寝間着代わりのトレーナーの上下の肩に、椅い子すの背にかけてあったバスタオルを乗せ、瞳はふと、机のフォトスタンドに目を留めた。そこには一枚の写真があって、幼い頃ころの瞳と両親、そして、かつて隣となりに住んでいた、桜さくら乃の瑠る璃りという少女とその両親が一いつ緒しよに写っている。


　同い年であった桜乃瑠璃は喜き怒ど哀あい楽らくが激しく、それこそ機関銃のように喋しやべる少女だった。髪はひどい癖くせっ毛で、洗濯物せんたくものの皺しわが伸びるのを見て、アイロンで自分の髪の癖を直そうとして、危うく火傷やけど＆火事を起こしかけたこともある。


　その時のことを思い出して、瞳は微ほほ笑えんだ。


　胸の奥の方が温かくなる──だが、同時に、後悔もそこにはあって、痛みを感じずにいられなかった。言葉にするのはとても気恥ずかしいが、初恋、だとわかっている。もっとも、それに気が付いたのは、彼女がいなくなってしまった、その後だったのだが。


「…………」


　フォトスタンドを持ち上げて見つめると、背中で再び激しい銃声が聞こえて、瞳はため息をついて、それを元の場所に戻した。朝のシャワーをしに、部屋の扉を開けると途と端たんに、ばしっという音と共に、鼻先を黒い物体がかすめ、扉に黒い十字状の物体がめり込んだ。裏側にも何かがあたって扉が震ふるえる。


　瞳は、黒い十字状の物体──暴徒の鎮ちん圧あつなどに使われるゴム・スタン弾を剝はがすと、無造作に廊下に捨てて、キッチンとは反対側の廊下の先を見た。そこには、巨大な金属製のトランクがひとつ置かれていて、その向こうに、一人の少女が隠れるように立って、真まっ直すぐに瞳を眼鏡めがねの奥から見つめ返してきた。


　年の頃は一二～三歳。パールホワイトのフレームの眼鏡をかけた、理知的で可か愛わいらしい顔立ちは日本人のそれで、体つきは全体的にほっそりとした印象であり、それを、今は開いている、前をベルトで留めるタイプの赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートに包んでいる。


　それだけならば別におかしくはないのだが、その手には、拳けん銃じゆうとは言いがだい、大ぶりの銃がひとつ握られていた。


　キャリコＭ９５０──装弾数五〇発を誇る特殊な筒型のコイル・マガジンを備えた銃だ。エアーガンの類たぐいではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの本物の銃である。今装そう塡てんされているのは全すベてスタン弾だが、フルメタルジャケット弾に換装すれば、もちろん通常の戦せん闘とうに使用できる。


　廊下に漂う硝しよう煙えんの臭においに眉まゆを顰ひそめ、瞳はゆっくりと扉を全開にした。キッチンとリビングへ続く廊下のその先が顕あらわになる。


　そこにもまた、少女が一人。


　年の頃ころは、同じく一二～三歳といったところだ。やはり巨大なトランクを盾たて代わりにして、その向こうに半分だけ姿が見えている。実際の設定年齢に比べると、やや大人びた表情なのは、北欧系の白人種だからかもしれない。軽くウェーブのかかったブロンドヘアを、短目のポニーテールにまとめているが、その格好は、いわゆるコック──料理人の服装だった。


　しかし、手に握られているのは包丁やフライパンではなく、デザートイーグルという大口径の自動拳けん銃じゆうだった。キャリコＭ９５０ほどではないが、それでも十分に少女の手には余る代しろ物ものである。


　二人は瞳ひとみを認めると、互いに銃を下ろし、


「……おはよう、瞳」とトレンチコートの少女が、


「おはよう、瞳くん」とコック姿の少女が、


　ほとんど同時に挨あい拶さつをして、その声が左右からサラウンドで聞こえた。


　まったく何事もなかったかのような態度である。


　実際には、廊下は毎朝の銃じゆう撃げき戦せんでついたスタン弾の痕あとでボコボコで、すっかり硝しよう煙えんの臭においが染しみ付いてしまっていて、とても平和日本の家庭とは思えなかった。体験したことはないが、市街戦をやっている街に住んでいるような錯さつ覚かくを起こす。


「ロシィ、アリシア……おまえら、いい加減にしてくれよ、毎朝、毎朝……家は、射撃訓練場じゃないんだぞ……」


[image: ]


　ため息まじりに言って髪をかきあげると、途と端たんに左右から、相手を罵ののしる声が上がって、耳鳴りがした。


「瞳ひとみ、わたしが悪いのではないぞ。勝手にキッチンを使おうとする《ドレス》が悪いのだ」


　と、トレンチコートの少女──ロシィ・プリムラが、キャリコＭ９５０のトリガーから指を外して、銃口で相手を指せば、


「冗じよう談だんでしょう、《スペクタクルズ》？　《ママ》博士の息子を、独り占めになんかさせないわ。自分だけいい子になって点数稼かせごうったって、そうはいかないわよ」


　と、コック姿の少女──アリシア・ボールドウィンも、同じように指をトリガーガードにかけて、撃げき鉄てつを戻したデザートイーグルの銃口で相手を示す。


「黙だまれ」


「何よ」


　再び撃鉄が起こされて、互いの顔におそらくはぴたりと照準が合い、瞳は慌あわててその射線を遮さえぎるように廊下に飛び出した。ゴム・スタン弾は当ればもちろん痛いが、死ぬわけではない。


「待てって！」


　瞳が少し大きな声を出すと、二人の少女は相手をちらりと見て、それでも銃口をあげた。


「……ったく、朝飯作ってくれるのはいいけどさ、もっと仲良くできないのかよ」


「わたしはそのように接しているつもりだが、《ドレス》が銃を抜くから仕方なく応戦を」


　ほんの些さ細さいな動きも見逃さない、といった目つきでアリシアを見つめながら、ロシィがそう答えると、


「よく言うわね。先に抜くのは、いつもおまえじゃない」


　アリシアはそれを鼻で笑った。


「どっちが先でもいいって！」


　耐え切れず、瞳は大声を出していた。


「頼むから家の中で銃撃戦は止やめてくれ。──そうだ、じゃんけんしろよ、じゃんけん。知ってるだろ、じゃんけん？」


　ロシィとアリシアは、互いから目を離さずに頷うなずいた。


「じゃあ、早く銃を下ろす──そうだよ。じゃあ、いくぞ？　じゃんけん……ぽん！」


　ロシィがグー、アリシアがチョキだった。


　パールホワイトの基本眼鏡めがね着用時、ほとんど感情を顕あらわにしないロシィの唇くちびるに、本当に微かすかに笑みが浮かんだ。反対にアリシアは細い眉まゆを顰ひそめて、深い青色をした瞳ひとみで、視線だけで相手を殺そうとでもいうかのように、ロシィのことを睨にらんだ。


「……じゃあ、決まりな。今朝の朝食はロシィが作る。文句も、邪じや魔まするのもなし。いいな？」


「ん」


　ロシィは、それで当然だ、というように頷いたが、アリシアは全然納なつ得とくしていない様子だった。しかし、勝負は勝負。ロシィはトレンチコートの前をはだけて、キャリコＭ９５０をホルスターに収めた。コートの下は、タンクトップとバミューダパンツという寒そうな格好だったが、それよりも異様なのは、コートの内側だった。そこには、何十という眼鏡めがねが、ずらりと、収納されているのだ。


　ロシィはトランクの陰から出て傍そばに来ると、眼鏡の奥から、何となく鮫さめを思わせる深い菫すみれ色いろの瞳ひとみで、瞳を見上げた。


「今朝は何がいい？」


「……アメリカの一般家庭の朝食」


「わかった」


　答え、ロシィはトレンチコートの内側からフレームが星条旗のデザインの眼鏡を取り出し、一いつ瞬しゆんにして、していたパールホワイトのそれとかけ替えた。


　途と端たん、表情が一変する。


　鮫のようだった瞳に温かな感情が浮かび、動作も何となく柔らかくなった。表情もどことなく大人びて、ドキリとさせられる。


「それじゃあ、早くシャワーを浴びてらっしゃいな、わたしのハニー[image: ]」


　そんなことを言って、ロシィは瞳を少しかがませると、頰ほおに、軽くキスをして、鍛きたえられて固く引き締まった尻しりを軽く叩たたいた。


　よくわからないが、アメリカの一般的な家庭の主婦、っていうのは、こうなのだろうか？　


「あ、ああ……」


　バスタオルを首にかけて、瞳はロシィと並んで、見方によっては待ち構えているようにも見えるアリシアの方へと向かい、その脇わきを通り過ぎた。そこはもうリビングとキッチンである。もはや彼女を気にした様子もなく、ロシィは台所へ、瞳はバスルームへと向かった。と──


「瞳くん」


　呼ばれ、振り向いた途端、瞳は鼻血を噴きそうになった。


　アリシアがいきなりコックの服を脱いで素っ裸になったからだ。凹おう凸とつのない真っ白な体があますところなく顕あらわになる。が、それは一瞬で、彼女はトランクを殴なぐりつけてドアを開き、中からバスタオルを取り出すとそれを体に巻きつけた。


「シャワーするなら、わたしが、背中を流してあげ──」


　だが、アリシアは最後まで言い切ることができなかった。その瞬間、鮫の瞳に戻ったロシィが抜く手も見せずにキャリコＭ９５０を抜いてトリガーを引き、十字型に展開したスタン弾がものの見事にアリシアのこめかみに命中したからである。


　瞳は見た。


　アリシアの首がありえないくらいに曲がって、ごきり、と嫌いやな音がして、ソファーに向かって吹っ飛ぶのを。が、無事であることもわかってた──毎朝のことだ。


　ロシィは、ハッとしたように、再び、にこやかなアメリカの一般家庭の主婦の朝の顔、に戻ると、スクランブルエッグでも作るつもりなのか、冷蔵庫から卵をいくつも取り出して、もはやアリシアを振り返りもしなかった。


（……やれやれ）


　もう一度、大きくため息をついて、瞳ひとみは一人、バスルームへと向かった。


　玄関へと続く廊下も、ほんの一月ほどで傷だらけのめちゃくちゃになってしまっている。ゴム・スタン弾といってもそれは、命中すれば相手を行動不能にするだけの威力のある物だから、普通のマンションの壁など、一いち撃げきでへこんで当然だ。バスルームのアルミ製の扉も十字型にあちこち凹くぼんでいる。


　歪ゆがんで少し立て付けの悪くなった扉を開けて、瞳は中に入った。ユニットバスなので、そこは洗面所とトイレになっている。バスタオルをノブに引っ掛けて、トレーナーと下着を脱いで裸になり、脱いだものを脱だつ衣い籠かごに入れると、浴よく槽そうに入ってカーテンを引いた。トイレはここにひとつきりなので、鍵かぎをかけることができないのが不安だが仕方がない。


　蛇じや口ぐちを捻ひねり、お湯が十分に暖まってからシャワーに切り替えて、熟めのそれを浴びながら、


（マジ、まいるぜ……）


　と瞳は胸の中で呟つぶやいた。護衛をしてくれるのはありがたいが、何につけても我先にと前に出ようとして張り合うのはやめてもらいたかった。実際、注意もしたのだが、すると決まって、


『……こいつが』


　と互いを指差して、睨にらみ合うのだ。


　いっそ、二人の銃の携帯を不許可にしてもらおうか、とも考えたが、それは伯お父じの、阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐が許さなかった。


「本当なら、フルメタルジャケットを使わせたいところなんだぜ？」


　などと、自衛隊特殊戦略室ＳＳＳの室長である彼は物ぶつ騒そうなことを言い、ゴム・スタン弾を木箱で二人に補給してくれるのである。おかげで日々、青あお痣あざが絶えないが、拉ら致ちされて頭の中を弄まさぐられるよりはマシ、と考える他ほかはないだろう。


（……何たって俺おれは、奇想天外な兵器を作って販売する組織の、マッドサイエンティストに狙ねらわれてるんだからな）


　そう考えて、瞳は思わず口元に苦笑が浮かぶのをどうしようもなかった。冗じよう談だんでも何でもなく、事実なのだが、こうも平和（？）な日々が続くと、騒さわぎの全すべては、ロシィとプリムラの二人を押し付けるための芝居だったのではないか、と勘かん繰ぐってしまう。


　伯父にとっては、何年も前から続く一連の出来事のひとつに過ぎないのだろうが、瞳にとっては何もかもが唐とう突とつだった。


　約一月ほど前──去年末に、ロシィが家にやってきたのが事の始まりで、それまでは適当に平和な日々を送っていた瞳の生活は、彼女によって一変した。


　ＳＳＳの実戦部隊隊長である父はほとんど家に帰らないため、一人暮らしも同然の生活に、有無を言わさずに入り込んできたロシィは、目的の完かん遂すいのためには、瞳ひとみの意思など無視した。


　目的──それは、瞳の護衛である。


　伯お父じの話によれば、世界的に有名な兵器《トラスト》の研究所のひとつを、ＳＳＳが米軍の特殊部隊《シールズ》と共に襲しゆう撃げきし、壊かい滅めつさせた際、研究所の所長であり、希代のマッドサイエンティストであった《パパ》と呼ばれる博士が、開発途と中ちゆうの兵器と共に逃亡したのだという


　それでどうして瞳が狙ねらわれるのかといえば、彼自身、まったく知らなかったのだが、テロで死んだと思っていた科学者であった母──高たか幡はた裕ゆ美みが、強制的にその研究に参加させられていて、《パパ》博士が持ち出した新兵器──《ＭＭＰＳ》のシステムの書き換えに必要なパスワードに、瞳の特定の脳波が用いられているということだった。


　そのパスワードを手に入れるために、敵は瞳を拉ら致ちしようとしている──そういう話だった。


　もちろん初め、瞳は信じなかった。何しろ、あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話である。


　しかも、母親が生きていて、研究所襲撃の際に作戦を指揮していた、ジャングル戦のスペシャリストの父──高幡勇ゆう二じ（階級は三等特佐）と共に、米軍の裏切りによって現地に残されて今も生死が知れないという話は、散々な目にあってから聞かされたことで、最初に伯父に、ロシィを護衛につける、と言われた時は、そうした裏の事情はまったく教えてはもらえなかったのだから、それで当たり前だろう。


　だが、バスの中で催さい涙るい弾だんを使われそうになったり、ファミレスで、自分とロシィを除く客の全員が強力な睡すい眠みん薬やくで眠らされたりすれば、信じる気にもなる。


　もっとも、襲おそってきたのがいかにもテロリスト然とした連中だったら、もっと簡単に信じられただろう。しかし、実際に瞳を拉致して海外に連れ出そうとしたのは、少女の姿をした襲撃者だった。スタン弾の一撃を喰くらって失神した様子のアリシア──彼女が、《パパ》博士が送り込んできた、第一の刺し客かくである。


　刺客も護衛も共に少女、という馬ば鹿か馬ば鹿かしい状況で、しかし、彼女たちの戦せん闘とう員いんとしての能力はとても高かった。瞳自身、父から受け継いだナイフ使いの技術は玄くろ人うと跣はだしで、それゆえに二人の戦士としての錬度を、ある程度感じられた。


　母の考案した《ＭＭＰ》──《Ｍｅｎｔａｌ　ＭｅｔａｍｏｒＰｈｏｓｅｓ》理論を基礎にして、他人の培つちかった経験をデジタルデータ化し、それを被験者にインプリンティングして簡単に戦闘の達人を量産しようという、《ＭＭＰＳ》──《Ｍｅｎｔａｌ　ＭｅｔａｍｏｒＰｈｏｓｅｓ　Ｓｏｌｄｉｅｒｓ》計画の試作品。それが、あの二人である。


　コードネーム《スペクタクルズ》──ロシィ・プリムラ。


　コードネーム《ドレス》──アリシア・ボールドウィン。


　彼女たちは、特定の『触しよく媒ばい』を利用して脳の認識を切り替えることで、様々な分野のプロフェッショナルになることができるのだ。それこそ『特殊部隊の精鋭の兵士』から『甘えん坊の可か愛わいい妹』まで、なんでも。


　何な故ぜ、後者のようなプロフェッショナルが必要なのかといえば、《ＭＭＰＳ》の目的が、基本的に一種のアンダーカバ──深く静かに潜せん入にゆうし、暗殺を中心とした任務を行うための兵士だから、らしい。『甘えん坊の可愛い妹』で、いったいどういう標的を暗殺するのかは、まったく不明であったが。


　ロシィの《触しよく媒ばい》は、常に着用している特殊なスペクトラ繊せん維い製せいの赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの内側に納められている眼鏡めがねで、それをかけ替えることで、アリシアのそれは、こちらも常に持ち歩いているチタニウム合金のクローゼットに入っているコスチュームで、それを着替えることで、それぞれ、認識を切り替えて、達人へと変化することができる。


　が、試作品である彼女たちには、いろいろと問題があるらしかった。


　例えば、第一世代のアリシアは、服という『触媒』の性質上、持ち歩ける枚数が限られ、着替えのための時間もある程度は必要となる。


　一方、同じく汎はん用よう性せいの高い《ＭＭＰＳ》を目指して調整を施ほどこされた、第六世代のロシィは、眼鏡を『触媒』に選択したことで携帯性は格段に増したが、多少性格に変化が起こる、ということが起きている。


　原因などは、ＳＳＳの兵器開発部でも、いまだ把は握あくはできていないらしい。


　研究所の襲しゆう撃げきの際、機材のほとんどは持ち出すことに成功はしたのだが、資料の方が焼失してしまったために、その解析に時間がかかっているとの話だった。なので、護衛任務には彼女たちのデータを取るという目的もあるらしいようなことを、伯お父じは言っていた。


　現状、何になりきっているかの認識が不能な場合、暴走するなど、不確定要素が確かにあることを、瞳ひとみは身をもって知っていた。眼鏡を外したロシィに、あやうく実弾で撃うたれそうになったのだし、《ドレス》は撃たれている──もっとも、抗弾服のおかげで痣あざですんだが。


　その後、ＳＳＳに身柄を拘こう束そくされた《ドレス》は、交渉の結果、アリシア・ボールドウィンの名前を貰もらい、組織を裏切って、ロシィと共に瞳の身を護まもることになったのだが──


（これじゃあ、身がもたないぞ……）


　裸の体を見下ろして、瞳は唸うなった。治りかけから新しいものまで、幾いくつもの痣がある。ほとんどは、二人の争いに巻き込まれてできたものだ。ただし、急所に残っている物は別である。そちらはロシィが狙ねらい撃ったものだ。


　それがもし瞳の考えている通り、彼女の『嫉しつ妬と』の表れなのだとしたら、痛いけれども、我が慢まんするだけの価値はあった。何といっても、ロシィこそ、失われて二度と戻らないと思っていた初恋──その相手、桜さくら乃の瑠る璃りなのだから。


　彼女を含めて全すべての《ＭＭＰＳ》試験体は、多くのプロ・データをインプリンティングされる代わりに、全体の脳容量の関係から、本来の人格と記き憶おくを圧縮して、脳の奥に封印されているのだという。今発現している性格は、後でインプリンティングされた擬ぎ似じ人格に過ぎないということだった。


　それゆえに、彼女たちは本来の自分を取り戻すことを渇かつ望ぼうしている。


　ロシィもそうだが、アリシアが寝返ったのは、自分を取り戻す鍵かぎを握る《ママ》博士──高たか幡はた裕ゆ美みが、現状、ＳＳＳ側にあると思われるからだった。彼女にしか、それを取り戻す解凍ソフトにあたる『触しよく媒ばい』を作り出すことはできないのだ。


　ロシィは、その『触媒』である眼鏡めがねを持ってはいたが、現在は特殊な樹脂によって固められていて、それを破壊せずに取り出すことができるのもまた、瞳ひとみの母だけであるらしい。


　護衛は、それを手にするための交換条件、といったところだった。


　そしてロシィは、自分が桜さくら乃の瑠る璃りであることを知らない。


　告げてはならない、と瞳は伯お父じに言われていた。自分を取り戻した時に混乱が起こるから、というのがその理由で、下手をすれば人格が崩ほう壊かいする、と言われてしまえば、逆らう訳にはいかなかった。


　一方、残念ながら、アリシアの身元はわかっていない。組織が拉ら致ちしたと思われる子供たちのリストから、ＳＳＳの方でも特定するべく調査をしてはいるが、解明には至っていない。


　何な故ぜなら少女たちは、肉体を改造され、整形を施ほどこされ、本来であれば一七、八歳であるにもかかわらず、標的が最も油断しやすく、かつ、作戦行動に耐えられる、一二、三歳で固定されてしまっているからだった。ＤＮＡを照合しようにも、元々の人間のＤＮＡサンプルが手に入らなければどうしようもない。


　瞳にしても、伯父にそうだと教えてもらうまで、ロシィが瑠璃だなどとは、考えたこともなかった。面おも影かげは何もない。だからこそ、彼女が時折見せる、嫉しつ妬とかもしれない銃じゆう撃げきが、瞳は少しは嬉うれしく、愛いとしかった。物ごとには、限界があるとはしても。


「瞳くん、やっぱり、わたしが──」


　そんな声と共にノブが唐とう突とつに回って、扉が開きかけた瞬しゆん間かん、再び銃声と、にぎゃ、という変わった悲鳴、ごきりという嫌いやな音がして、おそるおそる瞳がカーテンの隙すき間まから覗のぞくと、ノブに手をかけたまま、バスタオルを巻いただけのアリシアが、ドアにぶら下がったまま、ずるずると廊下にへたり込んでいくのを見た。


　少女のこめかみに張り付いた十字型のゴム・スタン弾が剝はがれ、ぽとりと床に落ちた。





　料理の美お味いしさに反して、キッチンに据えられた食卓は食べ物が喉のどに詰まる雰ふん囲い気きだった。


　ロシィが作ったのは、ダイエットシュガー入りのスクランブルエッグと、厚く切ったポークハムをバターでこんがりと焦こげ目がつくまで焼いたものである。それに、シリアルにミルクをかけたものと、コーヒーがついている。


　しゃくしゃくとシリアルを嚙かむ音、ハムを切るナイフの刃先が皿に当たる音、コーヒーを、ふうふうと冷ます息の音などが、リビングでかけっぱなしになっているニュースの音に混じる。


　アリシアはすでに基本服の黒のゴスロリドレスに着替えていて、ロシィの方はいつもの赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコート姿で、席に着いている。


　二人の少女は手と口を動かしながらも、互いの様子を監視することを忘れていなかった。


　ロシィはいまだアリシアのことを完全には信用していないし、アリシアはアリシアで、ロシィに隙すきがあればその目を盗んで瞳ひとみを構おうとするからだ。


「あ」


　緊きん張ちよう感かんに何となく気がそぞろになって、瞳は小さく切り分けたハムにフォークを刺しそこなってしまった。油でつるりと逃げたそれが、テーブルの上に落ちる。慌あわてて皿に戻そうと伸ばした手を、瞳は殺気を感じて引っ込めた。


　それで正解だった。


　ハムの上で、二つのフォークが火花を散らしたからである。そのまま手を出していたら、ぐっさりと刺さっていたはずで、瞳はぞっとした。


　もちろんそれは、ロシィとアリシアのフォークである。二人は、歯と歯が組み合ってギチギチと金属的な音を立てるフォークを握る小さな手から少しも力を抜かずに、睨にらみ合った。基本のパールホワイトの眼鏡めがねをかけている時は、ほとんど何の感情も見せないロシィは、平然とした顔をしているが、アリシアの方は細い眉まゆを吊つり上げて、はっきりと敵意を剝むき出しにしている。


「……何をするのよ」


　先に口を開いたのは、アリシアだった。少しずつ、フォークが変形していく。


　それを見ながら瞳は、ハムを諦あきらめてスクランブルエッグをすくって口に運んだ。あまりぱさぱさになってはおらず、甘さもほどよい。


「おまえこそ、何をするつもりだ」


　眼鏡の奥から鮫さめを思わせる瞳ひとみでアリシアを見ながら、淡々とロシィは返した。


「何って、落ちたハムを拾ってあげようとしただけでしょう？」


「それだけではあるまい」


　ロシィの手の甲に微かすかに血管が浮かび、キィと耳みみ障ざわりな音をフォークが立てる。


「そのまま、瞳に食べさせようと思っていたのだろう？」


「まさか！　そんな不衛生なことはしないわ……きちんと、わたしの舌で消毒してから食べさせてあげるつもりだったわよ♪」


「げほっ！」


　大胆な少女の言葉に、瞳は飲みかけていたコーヒーを気管に少しだけ流し込んでしまい、思わずむせ返り、慌ててティッシュを取って口の周りを拭ぬぐい、


「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」


　少女たちが何か行動を起こす前に、そう言って硬く微ほほ笑えんだ。それを見ると、ロシィとアリシアは、ハムを挟んで再び睨にらみ合った。もはや瞳ひとみには、冷めていくハムを食べる意思はなかったのだが、それを告げても無む駄だなことはわかっていた。


　ロシィは、フォークを持つ手を少し捻ひねるようにした。金属同士が擦こすれて嫌いやな音を立てる。


「……おまえの舌で消毒だと？　その方がよほど不衛生だ。わたしが焼き直す」


「失礼な女ね。わたしの舌のどこが不衛生だっていうの？　おまえと違って、基本服でも、わたしのキスはすごいわよ？」


　言って、アリシアは蟲こ惑わく的てきに微ほほ笑えむと、ちらりと瞳を見た。


「……試してみる？」


　そんな意思はなくても反射的に、ごくり、と喉のどが鳴ってしまう。途と端たん、テーブルの下で、聞きなれた、キャリコＭ９５０の安全装置の外される音がして、瞳は別の意味で、再び固かた唾ずを飲み込むことになった。


「え、遠えん慮りよしとくよ……」


　引ひき攣つりながら言うと、今度は抗弾コートの裾すそが翻ひるがえる音がして、キャリコがしまわれたのだとわかり、瞳はホッとした。ゴム・スタン弾とはいえ、まかり間違って……に当たったら、と思うと寒気がする。


　その時、リビングで電話の子機が鳴り出して、瞳は、これ幸いと席を立った。食事はハムの欠片かけらを除けばほとんど済んでいたし、逃げ出すにはちょうどいいチャンスだ。
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　キッチンを出て、ガラス製の小さなテーブルの上にいつも置きっぱなしのリモコンでＴＶの音量を落としてから、電話を取り上げた。


「もしもし？」


『おう、瞳ひとみ！　俺おれだ、俺だ！』


　朝っぱらからハイテンションな大声が聞こえてきて、反射的に瞳は受話器を耳から離した。


　誰何すいかするまでもない。ＳＳＳ室長で伯お父じの、阿あ部べ宏ひろ明あきだった。一呼吸置いてから、再び受話器を耳に当てる。


「そんな大声出さなくたって、聞こえるって」


『そうかそうか、悪い』


　豪快な笑い声が続く。母の兄であるこの伯父は、四〇代も半ばなのだが人間的にも面おも白しろく、少々強ごう引いんな所はあるが、嫌いではなかった。電話は多分、ここからそう遠くない東京湾埋立地の『自衛隊東京港湾駐ちゆう屯とん地ち』の中にある、ＳＳＳ本部の部屋からかけているのだろう。受話器の向こうで微かすかに、ヘリコプターのローター音がする。


「……で、どうしたのさ？」


『おう。ちょっとした情報が入ってな』書類をめくる音。『……どうやら、半月ほど前に新しい《ＭＭＰＳ》が入国していたらしい』


　ぞわ、と肌が粟あわ立だった。第二の刺し客かく、といったところか。


「半月？」


　声に軽い侮ぶ蔑べつが混じってしまったことに、伯父は気が付いただろうか？　だが、仕方がないだろう。それが本当なら、ＳＳＳは何をしていたのだ、と言いたくなる。


『すまんな、後手に回っちまって』


　瞳の気持ちに気が付いたのか、伯父は素直にそう言った。


『今はまだ、俺の息のかかった連中しか動かせねえから、みすみす見逃しちまった。だが、入国した《ＭＭＰＳ》の画えは手に入れたぜ。正式な捜査じゃねえし、上に報告がいかねえようなルートで手に入れねえとならなかったから、ちょっとてこずったが、携帯に送っといたぜ。瑠──っと、ロシィたちと共に確認しておいてくれ。ああ、どんな《触しよく媒ばい》を使うのかわかるようなら、俺に連絡を入れろってことも言っといてくれよ』


「ちょっとまって……」


　瞳は子機を持ったまま、リビングを出て部屋に向かった。ちらりと見ると、ロシィとアリシアはもうハムの取り合いは止やめていて、静かに瞳のことを見ていた。背中に視線を感じながら部屋に入り、机の上の携帯を見ると、すでにメールは送られてきていた。


　受信ボックスの未読メールを開くと、カラーだが解像度の悪い画像が一枚、本文に直接貼はり付けられていた。


「……どっちさ？」


　画えを見ながら、瞳ひとみは訊きいた。おそらくは監視カメラであろうその映像には、二人の少女が映っていた。どちらも顔は確認できなかったが、ある程度の特徴はわかった。一人は背が高く、一人は低い。高い方は髪が黒いが、低い方は薄うすいブロンドっぽく見える。


『背の高い方だ。低い方の少女は両親が一いつ緒しよだ。空港に張り付いていた部下の話だと、トイレの場所を訊かれただけだったらしい』


「じゃあ、この背の高い方が、そうなんだね？」


『多分な』


「なんだよ、それ？　確証があるわけじゃないのか？」


『少女の一人旅ってのが気になって、部下を張り付かせてたんだが、定時連絡がなくなった』


　淡々と事実を述べた伯お父じのことばに、瞳の返しかけた足が止まった。


『第二の《ＭＭＰＳ》が活動を開始したのかもしれん。……まあ、どこかでサボっている、つて可能性もあるんだがな』


　伯父はそう軽口を言ったが、そんなことはまずないだろうということは、瞳にもわかっていた。おそらく見張りは──《ＭＭＰＳ》によって『排除』されたのだ。


「……わかった、気をつけるよ」


『ああ』


　瞳は電話を切ると、子機と携帯を手に部屋を出て、キッチンへと向かった。


　ロシィとアリシアは先さき程ほど見かけたのと同じ格好で、微動だにせずに待っていた。伯父からの電話だとわかって、何か自分たちに関係のあることに違いないと、推察したのだろう。


　子機をスタンドに置いてテーブルに戻り、瞳は携帯の画像を二人に見せた。


「伯父さんが、黒髪の子が新しい《ＭＭＰＳ》かもしれないって、言ってる」


　少女二人は、先程までの仲の悪さもどこへやら、ほとんど頰ほおを引っ付けるようにして、小さな液えき晶しようの画面に見入った。そうして、示し合わせたかのように、微かすかに頷うなずく。


「……《Ｂ・Ｐ》だな」


「そうね。おそらくね」


　二人とも、意見は一致したようだった。


「《Ｂ・Ｐ》？　それじゃあやっぱり、この子も《ＭＭＰＳ》なんだな？」


　そう訊くと、眼鏡めがねの向こうからロシィは鮫さめの瞳ひとみで、瞳を見上げた。


「この娘が《ＭＭＰＳ》だとしたら、限定された情報の中で、当てはまるのは《Ｂ・Ｐ》しかいない、というだけの話だ。確証があるわけではない」


「顔もわからないし」とアリシアも肩を竦すくめた。「だけど、この子なら、あまり心配はいらないんじゃない？　あの子の能力は、この辺じゃあまり役に立たないし」


「そうだな」


　とロシィも同意する。


「それって、どういうことだ？」


「気にするな」


　にべもなく言うと、ロシィはコーヒーのカップを手にして、冷めたそれを飲んだ。


「おいおい、狙ねらわれてるのは俺おれなんだぞ？　相手がどんな奴やつなのかわからなかったら、気をつけられないだろ？」


　重ねて言うと、少女は眼鏡めがねの向こうから無機質に見返してきた。


「……気をつけなくても、すぐにわかる。この辺りでは《Ｂ・Ｐ》は目立ちすぎる」


「だから、理由を──」


　が、瞳はそれ以上、言葉を継ぐことができなかった。ほとんど一いつ瞬しゆんで抜かれたキャリコＭ９５０の銃口が、ぐい、と開けた口に飛び込んできたからである。


「瞳。おまえが知る必要はない。知って、それでどうするというのだ？　情報に踊らされて下手な動きをされると、護まもり難にくくなる。おまえはわたしを信じていればいい──わかったか？」


　瞳は頷うなずくしかなく、歯が銃口に当たって、カチカチと音を立てた。





「……どういうつもり？」


　ふらふらとした足取りで、瞳が制服に着替えるために部屋に戻るのを待って、アリシアは、何事もなかったかのようにコートの下にキャリコＭ９５０をしまったロシィに向かい、刺とげを隠そうともせずにそう訊きいた。


「《Ｂ・Ｐ》のことを知るのがそんなに悪いことだとは、わたしは思わないんだけれど？」


　答えず、ロシィは再びカップを手にした。


　持ち上げようとしたそれを、アリシアがスカートの下から抜いたデザートイーグルの銃身が止める。かちん、とカップが音を立て、鮫さめのような瞳がゆっくりと眼鏡の向こうで動いて、アリシアを見た。


「答えなさいよ」


　ゆっくりと、ロシィはカップを下ろした。


　その顔に珍めずらしく、まるで苦悩しているかのような表情が浮かんでいるのを見て、アリシアは眉まゆ根ねを寄せた。


「……よくわからない」


　それが答えであり、アリシアの眉み間けんの皺しわは、そのために一層深くなった。


「ふざけてるの？」


「ふざけてなどいない。ただ、嫌いやなのだ。《Ｂ・Ｐ》のことは知って欲しくない、と思ってしまう。自分でもおかしいとは思っているんだが……どうしようもない」


　持っていたカップを、ロシィは強く握り締めた。下手をすれば、割れてしまうほどに。


　確かに、その横顔には噓うそはないと思えた。


　だが、理解はできなかった。ただ嫌いやだ、などというのは、どう考えても理由にはならない。


（……変な奴やつ）


　ふん、とアリシアは鼻を鳴らした。ひとまず今朝はこれまで、という感じだった。こっちも急いで学校へ行く準備をしなくてはならない。


「《Ｂ・Ｐ》についての情報は、室長にはわたしから伝えておくわ。おまえと違って、わたしは点数を稼かせがないとならないんだから、いいわよね？　《ママ》博士に、本当のわたしを取り戻すための《触しよく媒ばい》を作ることを土ど壇たん場ばで拒否されたりしたら、冗じよう談だんじゃないもの」


「…………」


　答えず、じっとコーヒーカップを見つめるロシィを残し、アリシアはデザートイーグルを収めると、キッチンを出、廊下に置きっぱなしだった大きなトランクを肩に軽々と担かついだ。


「──瞳ひとみくん、また後でね！」


　そう声をかけて、アリシアは玄関へと向かった。返事はなかったが、それは別にいい。


　エナメルの黒い靴くつを履はき、ドアを開けて廊下へ出ると、冷たい隙すき間ま風かぜが頰ほおをなでた。背中で自動で閉まったドアが施せ錠じようされる。乱れた髪を押さえてアリシアはポケットから鍵かぎを出しながら少しだけ進み、隣りん家かのドアの錠にそれを差し込み、パスワードを打ち込んで開錠すると、中に入った。


　かつて、桜さくら乃の瑠る璃りという人物と、その両親が住んでいた家──そこが、アリシア・ボールドウィンが、名前と共に貰もらった、新しい家だった。同居ではなく隣人、というのが、自分の信用度を表している、とアリシアは思っていた。


　それは仕方がない。


　元々は、瞳を拉ら致ちしようとしていたのだ。殺されなかっただけでもマシだった。信用を得るためには、役に立つのだという所をできるだけ瞳にアピールしなければ。そのためには、なるべく時間を見み繕つくろって張り付くことが肝かん要ようだった。


（……《スペクタクルズ》だけに、ポイントを稼がせるものですか）


　アリシアはトランクを置くとその角を殴なぐり、蓋ふたが開いて飛び出してきた服の中から、黒いスーツと白衣を選び、ゴスロリなドレスを脱いでスリップ姿になると、ほとんど一いつ瞬しゆんで、新しい服に着替えた。


　そうして、蓋の内側についた鏡に映った自分の姿を見る。


　ちいちゃな化学か保健の先生、といった様子に、脳の中で何かが切り替わるのがわかった。それまでの知識が、すう、と消えていき、代わりに、別の知識が浮き上がってくる。


　アリシアは、自分が化学の教師以外の何者でもないと、わかっていた。それ以外、何があろうか？　多少拳けん銃じゆうの扱いには慣れていても、そんなのは些さ細さいなことだ。


　アリシアの今の身分は、四し瑞ずい峰ほう学園の先生だった。ロシィが生徒として瞳に張り付き、自分は学校のあちこちを見張る──それが与えられた任務だった。


　ジャケットの内側のホルスターにデザートイーグルを入れ替え、アリシアはクローゼットをトランクに収納して、再びそれを肩に担かついだ。


　──さあ、登校の時間だ。





「おはよう、瞳ひとみクン。それに、ロシィちゃんとアリシアちゃんも」


　自衛隊の官舎であるマンションの出入り口に止まった黒いバンの運転席で、そう三人を出迎えたのは、パリっとした薄うす緑みどり色いろのスーツ姿の、服の上からでもはっきりとわかるほどに胸の大きい、しっとりとした長い黒髪の、美女だった。


「おはようございます、千ち里さとさん」


　瞳がそう挨あい拶さつをすると、千里はにっこりと微ほほ笑えんだ。美人の大人の女性にそんな風に笑顔を向けられることなどめったにないことで、何となく、顔が赤くなってしまう──と、背中に殺気を感じて、瞳は表情を引き締めた。


　振り返らなくてもわかる。ロシィがトレンチコートに手を差し入れて、キャリコＭ９５０に触れているに違いなかった。


「おはようございます、栗くり原はら特とく曹そう長ちよう。今日もよろしくお願いしますわ」


　ごくりと唾つばを飲み込んだ瞳の隣となりで、アリシアが、にこやかにそう挨拶をした。彼女は、かつてＳＳＳと敵対したことなどなかったかのように、屈くつ託たくなく振舞う。それが、服の効果によるものなのかはわからないが、喧けん嘩か腰ごしよりはよほどいい。


　その時、がらりとバンの側面のスライドドアが開いて、瞳たちの視線がそちらへ向いた。ロシィとアリシアは反射的にコートの内側に手を入れたが、すぐに危険はないと判断したのか、手を下ろした。


　広い車内の一番手前の席に、瞳と同じ四し瑞ずい峰ほう学園の制服を着た若者が座っていて、彼は一瞬辺りに走った緊きん張ちよう感かんに気付いた様子もなく、三人に向かって、どことなく千里と似たところのある笑顔を見せると、


「おはようございますっ！　アリシア先生！　それに、ロシィちゃんも！」


　やたらと元気のいい声で、そう挨拶をして、さらりと茶色の長めの髪をかきあげた。朝日の光が散る。冬でも人工的ではない綺き麗れいな小麦色の肌をしていて、モデル並みに整った顔の中で、白い歯がきらりと光った。


「おはよう、栗原くん」


　アリシアがそう挨拶を返し、ロシィは微かすかに頷うなずいただけで済ました。若者の苗みよう字じが、運転席の美女と同じなのは偶然ではない。栗原千里と栗原勝まさる──二人は姉弟なのだ。


「……おい栗原、俺おれには挨拶なしか？」


　瞳が言うと、勝はわざとらしく、今初めて気が付いた、とでもいうように目を瞬またたき、バンを下りて目の前に立つと、ぽん、と肩に手を置いた。微笑んでいるが、怒りも含まれている、という、なんとも複雑な表情をしていた。


「おはよう、我わが友よ」ぎゅう、と肩に置かれた手に力がこもる。「今朝も、すご～く幸せそうだねえ。まったく、うらやましいよっ！」


　冗じよう談だんや社交辞令ではなく、本気でそう思っているところが、勝まさるのちょっと困ったところだ。


　タイプの女性に関しての発言さえしなければ、絶対にモテるのは間違いないこのクラスメートは、自分よりも最低で三つ、できたら五つくらい年下なのが望ましい、という好みの持ち主なのだ。本人曰いわく、それは姉である千ち里さとのせいだというのだが、にわかには信じ難がたい話だった──常に優やさしくしとやかな彼女が、家では暴君と化すなど。


　伯お父じの秘書でもある栗くり原はら千里特とく曹そう長ちようは、現在、二五歳で、防衛大学校を卒業して、陸上自衛隊に入隊してすぐに、ＳＳＳへ配属されたと聞いている。瞳ひとみが駐ちゆう屯とん地ちを訪ねていくと、優しく出迎えてくれて、それはうまいコーヒーを出してくれる。恋愛の相手としてではないが、瞳にとっては憧あこがれの女性ではある。


　それはさておいて、勝のタイプの女性は、今は一七歳である彼が、あと六年ほど歳としを取れば、法律的にも道義的にも何の問題もないのだが、高校二年の現在の状況ではロ○コン呼ばわりされるのは、仕方のないことだった。まして、女子中学生との合コンをセットするようでは、誤解だという弁明に説得力の欠片かけらもない。それに対して本人は、


「俺おれが若いのは俺のせいじゃない！」


　と常々、言ってはいるが、誰だれも納なつ得とくなどしてくれてはいなかった。


「高たか幡はた……昨夜も、今朝も、この麗うるわしいお嬢じようさんたちと食卓を囲んだんだろう？　ん？　何で俺を呼んでくれないんだ？　俺たち……親友だろ？」


　そう言いながら、ますます手に力がこもる。ぴりっとした痛みが走って、微かすかに眉まゆを顰ひそめると、それを敏感に感じ取ってか、ロシィがコートの合わせ目にスッと手を入れたその時。


「……勝」


　運転席から、いつもよりは少しだけ低い声が聞こえ、途と端たん、勝は瞬しゆん時じに手を離し、実に綺き麗れいに直立不動の姿勢になった。まるで、よく訓練された兵隊だったが、その顔は引ひき攣つっている。


「は、はははは……」


　口の端を震ふるわせながら、勝はドアの脇わきに退いた。


　すると、いつものようにロシィがまず車の中に顔を突っ込んで、眼鏡めがねの奥から鮫さめのような目で、トラップなどの有無を確認した。千里や勝がそんなことをするはずはないのだが、ロシィは万が一の可能性を重んじる。


　さすがに家の中や、公共の場所でも男女別のトイレなどには立ち入らないが（それだけは、半分脅きよう迫はくに近い形で、瞳が断固拒否した）、それ以外の場所は、彼女が調べた後でないと一歩も足を踏み入れることができなかった。


　ロシィは頷うなずくと振り返って顎あごで、乗れ、と命じた。


　瞳ひとみは逆らわなかった。手に持っていたコートと革の鞄かばんを脇わきに抱えてバンに乗り込み、後部座席の中央の定位置に座る。


　すぐにアリシアが続いて前を通り過ぎ、クローゼットと武器庫兼用のトランクを目の前に置いて右みぎ隣どなりに座ると、その後で勝まさるが乗り込んできて、瞳の目の前に座ったが、椅い子すは後ろを向いていて、向かい合う格好になっていた。


　もちろん、ロシィとアリシアをよく見るためだ。


　最後にロシィが乗り込み、トランクをやはり目の前に置いて、瞳の左隣に座って、アリシアとともに脇を固めた。勝は勝で、二人のトランクに窮きゆう屈くつに挟まれながら、さっきとはうって変わった態度で、ニコニコとしている。ロシィとアリシアという二人の好みの美少女を眺められて、ご満悦といった気分なのだろう。


　ロシィが最後にもう一度、今度は外を確認してドアを閉めると、千ち里さとはあまり揺れないように気を使ってくれながら、バンを発進させた。巨大で重いトランクが倒れるのが、ロシィたちの上なら、彼女たちは自分で対処できるが、もし横倒しになって勝にのしかかったりしたら、彼は絶対に支えきれないだろう。下敷きになって、骨の二、三本は折れるに違いない。


　公園の向こうにあるコンビニをスモークガラスの向こうに見ながら、バンは、自衛隊で一括して借り上げているマンション群を抜け、すぐ脇を走る大通りに出ると、朝の通勤の車の流れに乗った。隣をバスが走り抜けていく。


　車内はしばらく無言だったが、やがて、


「それにしても……」


　と、運転席から声がして、瞳の両脇の少女を、鼻の下を伸ばして見ていた勝は、びくっと震ふるえて背筋を伸ばした。


「どうして、毎朝毎朝、あなたがこの車に乗っているのかしらね？」


　ハンドルを切って車線を変更しながら、千里がちらりと後ろを見る。その視線は、瞳でも、ロシィでも、アリシアでもなく、間違いなく勝の後頭部に向けられていた。それを敏感に感じ取ってか、勝のこめかみが震えた。


「い、いいじゃんか、姉貴……どうせ、同じ方角なんだし、ついでだよ、ついで。それをいうなら、高たか幡はただってそうだろ？」


　縋すがるような目で同意を求められても困る、と瞳は思った。


「瞳クンはいいのよ」前をのろのろと走っていた軽トラを追い抜いて、千里は言った。「ロシィちゃんの面倒を見てくれてるんだし、そのせいで自転車通学じゃなくなったんだから、送るくらいはしてあげないと、って室長の好意なんだから」


　瞳は以前、愛用のマウンテンバイクで通学をしていたのだが、ロシィが張り付くようになってから、晴天の日でもバス通学を余よ儀ぎなくされていた。彼女が決して肌身から離さないトランクと共に二人乗りをするのは無理だったからだ。重すぎて、ウィリー状態になってしまう。


「じ、じゃあ、アリシア先生は？　先生だって乗ってるぜ？」


「アリシアちゃんの身元引受人は室長ですからね。まだまだ日本に慣れていないんだし、それこそ、ロシィちゃんと一いつ緒しよに送り迎えしても、問題なんかないけれど……」もう一度、ちらりと千ち里さとは弟を見た。「あなたはねえ……」


　耳に、ひやり、とした声で告げられた言葉を聞いて、勝まさるは大して暑くない車内で額に汗を浮かして腕を伸ばし、瞳ひとみの肩を摑つかんで顔を寄せた。


「おい！　何とか、姉貴にとりなしてくれよ！」


　ヒソヒソと、しかし必死に言う。


「んなこと、俺おれに言われてもなあ」


　笑っては悪いのだが、思わず込み上げてくるそれを表に出さないようにしながら、瞳は勝の頭越しにバックミラーを見た。鏡の中の千里は、楽しそうに微ほほ笑えんでいる。別に本気で勝を車から下ろそうとか考えて言っているのではなく、からかっているのだ。


「頼むよ！　俺から貴重な出会いのチャンスを奪わないでくれよ！」


　勝は、ほとんど涙目である。


　瞳は少し考え、自分からも僅わずかに顔を寄せて、勝にしか聞こえないような小声で囁ささやいた。


「いいけど、ロシィは駄だ目めだぞ？　伯お父じさんに頼まれて、俺が預かってるんだからさ。アリシア先生は……まあ、頑張ってくれ」


　それを聞くと、勝はホッとした表情になり、瞳は顔を上げて、運転席を見た。


「千里さん、別にいいんじゃないですか？　一緒に行った方が、登下校で栗くり原はらが小学生を追い掛け回したりするんじゃないかって心配する必要もなくなるし」


　冗じよう談だんのつもりだったのだが、千里は真顔で、


「……それもそうか」


　と呟つぶやくと、アクセルを踏み込んでまた一台、車を追い抜いた。





「そうか、ごくろうさん……ああ、そのままこっちに来てくれ」


　瞳たちを無事に送り届けたという、千里の報告を聞き終えた阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐は、受話器を置いて、後ろに撫なで付けた髪を両手で整えながら伸びをした。東京湾の一部を埋め立てられて造成された自衛隊の最新の駐ちゆう屯とん地ち──東京港湾駐屯地、その一角にあるビルの一室である。


　部屋には煙草タバコとコーヒーの匂においが濃く立ちこめていたが、それ以外──四〇代半ばの、彼の体臭などは少しもなかった。もう三日も家に帰ってはいないが、『自衛隊特殊戦略室』──『Ｓｅｌｆ　Ｄｅｆｅｎｃｅ　Ｆｏｒｃｅｓ－Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｓｔｒａｔｅｇｙ　Ｓｅｃｔｉｏｎ』、通称、『ＳＳＳ』と呼ばれる、彼が統括する部署の入っているビルにはシャワー室があって、少なくとも日に一度、多い時は二度のシャワーを欠かさない。頭から熱いお湯をかぶるのは、彼のストレス解消方法であると共に、考えをまとめる時の何よりの方法だった。


（千ち里さとくんが来る前に、一ひと風ふ呂ろ浴びておくか……）


　煙草タバコの匂においの染しみ付いたワイシャツの臭においを嗅かいで、阿あ部べ特佐は席を立った。途と端たんに、デスクの上に山積みになっていた書類が倒れ、彼は、うう、と唸うなった。灰皿とカップを直ちよく撃げきしなかったのは幸いだったが、普ふ段だんから整理をしておけばいいんです、という千里の、子供に言い聞かせるような叱しつ責せきが聞こえてきそうだった。


　がっしりした体格の背中を丸めて崩くずれた山を直しながら、特佐は、その中の一番上の書類にクリップで留められた写真に目を留め、眉み間けんに皺しわを寄せた。空港の監視カメラの映像をプリントした物で、解像度は悪い。昨夜は、この写真に関する情報待ちで、結局、徹夜になってしまったのだ。


　写真の場所は新東京国際空港──つまり、成田空港のロビーである。


　カラーのそれには、帽ぼう子しの少女と話す背の高いイタリア系の少女が端に写っている。数日前に、張り付かせていた隊員と連絡が取れなくなったことから、おそらくは《ＭＭＰＳ》だと推察される少女だが、問題はその少女ではなく、ソファーに座っている金髪のスーツの男の方だった。


　一見、何気ない様子なのだが、見るものが見れば、一般の人間ではないとわかる。懐ふところにおそらくはポケットサイズの拳けん銃じゆうを忍ばせている。


　もっと早くこの映像が出てこなかったのが悔やまれるが、このカメラは固定式ではなく、首を振るタイプで、ほんの一いつ瞬しゆんしか《ＭＭＰＳ》を映し出していなかったことから、資料性が低いと現場で判断されて、保管はされていたものの、上に上がっては来なかったのだったが、《ＭＭＰＳ》らしい少女が動き出したらしいとわかって、再度情報の洗浄が行われ、ようやく浮き上がって来たのだった。


　ＳＳＳ情報班の分析によって、男の身元は九〇パーセントの信用度で判明した。名前はジェームス・フランクリン。アメリカ合衆国中央情報局──つまりＣＩＡの局員で、俗に『スパイ』と呼ばれる人間である。名前はもちろん偽名だ。


　その男が《ＭＭＰＳ》と同じ場所にいたことが、ただの偶然であるはずがなかった。


（連中も動き出しやがったし……やっかいなことになってきやがったぜ）


　普段、瞳ひとみたちの前では決して見せない険しい表情で写真を睨にらみつけ、特佐は獣けもののように唸った。きな臭くさい動きは、それに留とどまらず、自衛隊内部にも色々とある。


「……ったく」


　わざと声に出して呟つぶやき、阿部特佐は吸殻でいっぱいの灰皿を手に、席を離れた。


　再び書類が崩れたが、今度は無視した。


　中身を部屋の隅すみの水の入ったバケツに放り込んで、灰皿は傍そばの棚に置き、代わりにバケツを持ち、換気を最大にして、特佐は部屋を出た──シャワーを浴び、徹夜で滲にじみ出た脂あぶらと、髪にこびりついたヤニの臭においを落とすために。
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　来らい賓ひん用の裏門からバンが出て行って見えなくなると、ようやく安心した、という感じで、勝まさるは肩を大きく下げた。姉の千ち里さとと一いつ緒しよにいると、彼は普ふ段だんの様子からは想像もつかないほど緊きん張ちようする様子を見せる。


　そんな思いをしてまで、ロシィたちと一緒に登校したいのかと思うと、無む下げに同乗を拒否する気にはなれなかった。


　勝は、ロシィとアリシアが《ＭＭＰＳ》という特殊な兵士であることも、瞳ひとみが彼女たちを調整した組織に狙ねらわれていることも知らない。危険を考えれば、事情を知っている千里が諭さとしそうなものだが、今朝のようなちょっとした厭いや味みを言うことはあっても、彼女は基本的に同行を許していた。


　ならば、自分がどうこう言うべきではないだろう。


　伯お父じが自分の登校を許しているのは、人の目があるほど拉ら致ちはしにくいからだ、ということを瞳は知っていた。もしかすると勝の同乗は、それと同じ意味があるのかもしれない。


　ひどい話だ、と思わなくもないが、その方が勝にとっては安全なのかもしれない、と考えられなくもなかった。親友を公言してはばからないこのクラスメートは、外から見れば人間関係で一番、瞳に近しく感じられるはずだった。つまり、人質に取るのなら彼が適当だと、敵に思われる可能性が一番高いということだ。


　とすれば、ロシィたちの目に届くところに置いた方がいいに決まっていた。二人の傍そば以上に、安全な所はない。もっとも、敵は目立つことを嫌っているから、勝に手を出すとすれば、それは切せつ羽ぱ詰つまった最後の手段だろうが。


（だから、千里さんは同乗させてるのかな……？）


　その可能性はある。家での彼女は知らないが、少なくとも官舎で会った時にはいつも、一度は勝のことを尋たずねられる。それは夕飯の話だったり、悪さをしていないか、ということだったりするのだが、気にかけているのは確かだった。


　それを『干渉』だと感じるのは贅ぜい沢たくだ、と瞳は思っていたのだが、ロシィと暮らすようになってからは、何となくその気持ちがわかった。安全を考えてのことだとは理解できるのだが、ちょっと過か剰じような面を目まの当たりにすると、かんべんしてくれ、と思う──それと同じことなのだろう。


　瞳が、千里が暴君になるところを思い描けないように、勝も、ロシィやアリシアが毎朝のように銃じゆう撃げき戦せんを繰り広げている様子など、想像もできないはずだ。


「それじゃあ、また後で」


　子供用のスーツに白衣という格好のアリシアは、それこそ、そんなことは瞳の妄もう想そうだ、といわんばかりの穏おだやかな笑みを浮かべて、大型トランクを肩に担かついだ。言葉は明らかに瞳に向けられたものだが、自分に対して言ってくれたのだ、と勘かん違ちがいしたらしい、勝の表情がだらしなく緩ゆるむ様子を見て、微かすかな苦笑を唇くちびるの端に浮かべて、アリシアは教職員用の玄関へ向かって歩き出した。


　その小さな背中へ、少しもめげた様子もなく、


「また後でな、先生！」


　とちょっと甘ったるい声をかけて、勝まさるは、彼女の姿が見えなくなるまで見送った。彼はずっと手を振っていたが、応こたえるようにアリシアが振り返らずに軽く手を上げたのを見て、小さくガッツポーズを作った。


　満足そうに息を吐いて、勝は瞳ひとみたちを振り返った。目め尻じりの下がった、にやけた様子は消えていて、このクラスメートの好きなタイプを知らない女子が、こそこそとカメラ付き携帯で写真を撮ったりする、普ふ段だん、見慣れている顔だった。


「早く行こうぜ？」


　言って、顎あごで校舎を示す。


　おまえの見送りが終わるのを待ってたんだよ、と突っ込むのはやめておいた。どうせ、そうだったのか？　と不思議そうな顔で返されるのがオチだ。


　瞳が革製のリュックを背負いなおすと、ロシィも自分のトランクを肩にかけた。


　事情を知らない人間が見たら、手伝ってあげればいいのに、と思うくらいにそれは大きい。


　もし瞳も何も知らなければ、その意見に同意しただろう。


　だが、残念ながらそれは無理な話だった。トランク自体も合金製で、中にはナイフから携帯型の対地ミサイルまで様々な武器が収納されているのだ。到底、並みの人間に持ち上げられるものではない。


　中身を知らない勝が、ロシィやアリシアに気に入られたい一心で、紳士的に運ぶことを申し出たこともあったが、ロシィは断固拒否、あまりにしつこいのでアリシアが、


「じゃあ、運んでもらおうかしら」


　と任せたものの、やはりびくともせずに、鼻で笑われて肩を落としていた。以来、二人のトランクに、勝は二度と手を出そうとはしない。


「……行くぞ」


　いつものように、ロシィが先頭になって歩き出し、瞳と勝はそのあとに続いた。大きなトランクの下から、赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの裾すそと、どうしてトランクを支えられるのかわからないほど細い足が覗のぞいている。それを見つめる勝の顔はまた緩ゆるんだが、瞳が自分を見ているとわかると、表情を引き締めて少し体を寄せてきた。


「……おまえ、昨夜もロシィちゃんに何にもしてないだろうな？　そして今朝もアリシアちゃんに変なことは一切してないだろうな？」


　むふー、と鼻から息を吐いて、毎朝繰り返される質問を、勝は今朝も囁ささやいた。


「してないって」


　いつもと同じ答えを、瞳は返す。ほとんど儀ぎ式しきだ。勝はその答えだけで、自分を何とか納なつ得とくさせようとするかのように、何度も何度も頷うなずいた。


「そうだよな……そりゃそうだ」


　と繰り返し、自分を納なつ得とくさせることに成功したのか、笑顔になり、それからちらりとロシィの背中に目をやりながら、何な故ぜか声を潜ひそめた。


「そういや、あの噂うわさ、聞いたか？」


「……噂？」


　瞳ひとみには、特に憶おぼえはなかった──その原因になりそうなことになら、思い当たることはあったが。何かといえば、もちろん、ロシィたちのことである。伯お父じは、もみ消した、と言っているが、人の口に完全には戸は立てられない。


　何しろ、オープンカフェの前で大立ち回りをやらかし、店の中の人間は全員昏こん睡すいしていたとはいえ、ファミレスで銃じゆう撃げき戦せんを繰り広げ、自宅マンションの前の公園では深夜に爆発を起こしたりしたのだ。カフェでのことはもちろんのこと、ファミレスでも、店の外から見ていた人間がいるかもしれない。


　そうした人々がネットに事件を書き込んでいる可能性もある。ＳＳＳの方で、ネットの方のチェックもしているとのことだが、当然、全すべてを把は握あくできているわけではない。


　瞳は、多少身構えながら言葉を継いだ。


「どんな噂だよ？」


　勝まさるは真ま面じ目めな顔になると、足を止めずに顔を寄せてきて、さらに声を小さくした。


「……出るんだってよ」


「出る？　幽ゆう霊れいか？」


　その単語を聞いた途と端たん、勝は体をぶるっと震ふるわせた。


　寒さのせいではない。


　勝は千ち里さとの次に、心霊現象に関することに弱いのだ。前に、彼がセッティングしたグループデート（相手は中学生になりたての女子）で遊園地に付き合わされた時、『お化け屋敷』にどうしても入れず、呆あきれて女子が帰ってしまったということがあった。以来、遊園地がデートにセッティングされたことはない。


「……まあ、学校にはつきものの話だし、別に珍めずらしくもないな」


　瞳がそう言うと、彼は不ぶ気き味みな物でも見るかのように校舎を見上げて、もう一度体を震わせて、そうじゃねえよ、と囁ささやき、ちらちらと、微かすかに揺れるトランクを気にする様子を見せた。


（やっぱり、ロシィに関係がある話か……？）


　そう考えた瞳はしかし、次に勝の口から飛び出した言葉に、思わず『は？』と聞き返してしまっていた。それほど、馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だったのだ。


「だから」少し苛いら立だった様子で、勝は繰り返した。「出るらしいんだよ──コートを纏まとっただけの裸の少女が」


　小さくため息をついて、瞳ひとみはゆるゆると首を振った。


「栗くり原はら……いくらなんでも、その妄もう想そうはまずいだろ」


「妄想じゃねえって！」


　思わず声が大きくなってしまい、勝まさるは口を押さえるとロシィを見、彼女が特に気にした様子がないとわかると、ホッとした様子を見せた。そうして、再び顔を寄せてくる。


「……四日ほど前かららしいんだけどさ、湾岸街道沿いに、深夜、全裸──もしくは素肌にコートだけを羽は織おった少女が出るんだってよ。タクシーの運転手が、何人か見たらしいぜ？」


　その顔は真剣である。


「で？　まさか探しに行こう、って言うんじゃないよな？」


「当たり」


「お断りだね」瞳は即答した。「そんなエロ系の噂うわさのために、わざわざ寒い中、出かけるなんて御ご免めんだ。行くんなら、一人で行ってくれよ。大体、夜は外出を控えるように伯お父じさんに言われてるんだ。もし、おまえに誘さそわれて出かけてったってわかったら……おまえ、千ち里さとさんに怒られるぞ？」


　それを聞くと、勝は足を止めて頰ほおを引ひき攣つらせた。


「そ、そんなこと──」


「あると思うぜ？　何しろ伯父さんの秘書だからな、千里さんは。情報は筒抜けだろ？　大体さ、気になるんなら一人で行ってみればいいじゃんか。何で俺おれを誘うんだよ」


「そりゃあ、その噂には、続きがあるからだよ」


「続き？」


「ああ。普通、夜にそんな格好の女の子と出くわしたら、何か事件に巻き込まれたのか、って思うだろ？　目もく撃げきしたタクシーの運転手も、そう思って車を止めて降りたら……目の前で、すうって闇やみに溶けて消えちまうんだとよ」


「なんだ、やっぱり幽ゆう霊れい──」


「やめろって！　言葉には力があるってこと、しらねえのかよ？　呼び寄せちまうだろ？　大体、おまえはオカルト関係なんか全然信じてないくせに、幽霊幽霊言うなよ！」


　瞳はニヤリとした。信じていないから言うのだ。


　勝の言う通り、瞳は、科学者であった母の影えい響きようで、魂たましいとか霊れい魂こんとかの存在を信じてはいなかった。もちろん幽霊もだ。生物は有機的な機械であり、人の心とは複雑な化学反応の結果である、と考えているから、お化け屋敷も何も平気だった。むしろ、生きている人間の心の方が闇が深く、恐ろしい。


「とにかくお断り。別に、興味ないしな。それに、そう何度も目撃されてるんだったら、事件性はないだろ？　趣しゆ味みでやってるんなら、人それぞれでいいんじゃねーの？　当然、伴うリスクも踏まえた上でのことなんだろうし。大体、その子に会えたとして、おまえ、どうしようっていうんだよ」


「無論、やめるように諭さとす！　世の中にはとんでもなく鬼き畜ちくな連中がいるからな」


「おまえが言うか？」


　瞳ひとみが言うと、勝まさるは心底、心外だ、という表情になった。


「何言ってんだ、俺おれは紳士だぜ？　この間、お台場でデートした子とだって、キスもしなかったんだからな」


　その子は、確か一一歳である。


（しなくて当たり前だって）


　そう突っ込みたかったが、瞳は言葉を呑のみ込んだ。本人はこれで、いたって真ま面じ目めだと知っているからだ。


「おい」


　ロシィの声に、瞳は再び歩き出した。勝も置いていかれぬように急いで続く。


　来らい賓ひん・教職員用の駐車場には、三人の他ほかには生徒の姿はない。朝のホームルームの前に駐車場をうろうろしていて、出勤してきた先生に見つかれば、早く教室に行け、と怒られるのは目に見えているからだ。


　校舎を回って校門が見える場所まで来ると、一気に生徒の数が増えた。遅刻するものか、とわらわらと駆けて来るのが見える。門の両りよう脇わきでは担当の教師が二人、時計をちらちらと見ながらそれを閉めるタイミングを見計らっている。


「ん？」


　そうした、焦あせった生徒たちの賑にぎわいとは別に、校門から下げ駄た箱ばこへと続くその途と中ちゆうに、ちょっとした人だかりができていることに、瞳は気が付いた。ロシィも関心があるように静かに見つめている。


「掲示板みたいだな」


　呟つぶやいて、勝は鼻の頭を搔かいた。これからの行事の予定などが張り出される場所だ。


　瞳が歩き出すと、ロシィがすぐに追い抜いて前に立った。人ひと垣がきがすぐに迫る。が、当然のごとく彼女には前は見えず、どいてくれるようなこともなかった。


「肩車してやろうか？」


　少しからかう調子で言うと、ロシィはトランクを下ろして振り返り、例の鮫さめの目で瞳を見た。そうして、トレンチコートの前をはだけて、合わせめに腕を突っ込む。こんなところで発砲するつもりか──と瞳は焦ったが、そうではなかった。引き抜いた彼女の指には、眼鏡めがねがつままれていた。色は赤。彼女は一いつ瞬しゆんでそれとパールホワイトの眼鏡をかけ替えると、


「余計な御世話あるヨ」


　と言って、何やら、にゅるり、とした動きで人込みの中に滑すべり込み、たちまち見えなくなってしまった。


（何の眼鏡めがねなんだ、あれ？）


　ちょっと想像もつかない。人込みの間に器用に滑すべり込む職業というのは思いつけなかった。トランクを残していってしまったので先に教室に行く訳にもいかない。掲示板に何が貼はられているのだろうか？


「……見えるか？」


「ぜんぜん」


　あっさりと勝まさるが答える。すると、生徒たちの間から、すいません、ごめんなさい、と言う声が聞こえて、女生徒が一人、押し出されるようにして二人の前に飛び出してきた。コートを着ていてもはっきりとわかる大きな胸が、ぶるんと揺れる。瞳ひとみは思わず息を呑のんだが、勝はまったく反応しなかった。紳士、というより、やはり……なんだろう、と言いたくなる。


　はあ、と大きく息をした女生徒は、二人に気が付くとにっこりして、人込みにもまれて乱れたショートボブの髪を、手袋をした手で撫なで付けて整えた。


「おはよ、高たか幡はた、栗くり原はら。もしかして、あたしの一本あとのバス？　危ないなあ。ちょっと渋じゆう滞たいに巻き込まれたら遅刻だよ？」
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　クラスメートの木き沢ざわ詠えい美みだった。寒さのせいか、頰ほおが少し赤い。千ち里さとの車で送ってもらっていることは、詠美にも内ない緒しよにしていることだ。瞳は適当に笑って誤ご魔ま化かした。それを見ると、詠美の笑顔はどこか寂さびしげなものになった。時々、このクラスメートには、こっちの心が見透かされているような気分になる。


（付き合い長いからな）


　気のせいだとはいえなかった。詠えい美みとは、中学の頃ころからの知り合いだ。瞳ひとみ自身は特に意識して彼女のことを見てはいなかったが、詠美の方は違っていたらしい。彼女は、桜さくら乃の瑠る璃りの友人で、向こうは中学に入る前から、色々と聞いていたらしい。


　瞳は、桜乃瑠璃を失ったショックから立ち直るために、その先の自分の心を守るために、中学に入ったのを契機に、人間関係のあり方を変えた。それまでは、深く狭く付き合うようにしていたのを、浅く広く、誰だれにでもそれなりに親しくするようにしたのだ。だが決してある一定以上は相手の中に踏み込まず、また、踏み込まれるのを拒こばんだ。もしまた誰かを失ったら、今度こそ耐えられない──そう感じたからだったが、おそらく詠美は、その変化を見ていたはずだった。だから……瞳は詠美が少し苦手だった。もちろんそれを面おもてには決して出さないが。


「木き沢ぎわ、こいつは何の騒さわぎなんだ？」


　トランクに寄りかかりながら、勝まさるは人込みを指した。


「うん、来週の課外授業の内容が決まって、それが張り出されたの」


「課外授業、って来週だったっけか？」


「そうだよ？──あれ、今日はロシィちゃんは？」


「ああ、ロシィなら……」


　瞳が言いかけた時、生徒たちの間から、短い悲鳴が次々と上がった。全員が申し合わせたように、足元を見下ろす。犬とか猫とかが、人込みに紛まぎれ込んで肌に触れた、といったような感じだった。


　ざわめきは確実に、瞳たちの方へと進んでくる。


　異様な雰ふん囲い気きを感じてか、詠美は後ろに下がって、無意識に瞳に寄り添った。


　そこへ、女生徒の足の間から、信じられない体の柔らかさを見せながら、ロシィが現れた。両足を完全に前後に開ききり、上半身を思い切り後ろに倒して、足の下に台車でも置いてあるかのようだった。ロシィは、両足をひきつけるようにして、立ち上がった。上半身はほとんど動かず、まるで地面から生えてくるかのようだった。


　呆あつ気けに取られて、皆、声も出ない。


　するとロシィは、じろりと瞳を見ると、目にも留まらぬ速さでキャリコＭ９５０を引き抜き、銃口をその胸に突きつけた。引き金にかけた指に力がこもる！


（やべえ！）


　瞳は逃げようとしたが、詠美の腕が絡からみついていて適かなわなかった。マズルフラッシュが輝くと同時に、バン、と乾いた音がして、瞳は胸に強い衝しよう撃げきを覚えた。黒い十字架の刻印が刻まれ、押し潰つぶされるような感覚と共に、息がつまっていく！


「く……」


　それなりに騒さわがしかった周囲が、一気に静まり返る。悲鳴は上がらなかった。発射されたのがフルメタルジャケットだったら、貫通して噴き出す血にそれもあったろうが、ロシィのそれは『おもちゃ』だと、生徒たちには認識されていた──とてつもなく強力な。


　目の前で光が明滅を始めて、膝ひざから力が抜けて崩くずれ落ちそうになった瞬しゆん間かん、奇跡のように肺が力を取り戻した。


「──ぶはあっ！」


　瞳ひとみは、空気が甘いということを初めて知った。痛みに目に涙が浮かぶ。


「高たか幡はた、おい！」


　開いている腕を、勝まさるが摑つかんで支えてくれたのがわかった。詠えい美みは逆に手を離し、トランクの向こう側へ下がる。自分が触れていると、第二射が来るかもしれないとわかってのことだ。


「あ……ご、ごめんアル……」


　我に返ったように呟つぶやいて、ロシィはキャリコＭ９５０をトレンチコートの下に慌あわててしまった。恥はじらったように頰ほおを染めたのを見て、そんなことでやったことは帳消しにはならないぞ、と瞳は咳せき込こみながら思ったが、それが、普ふ段だんは抑え込まれている、眼鏡めがねに頼らない感情の発はつ露ろだと思うと、無む闇やみに怒る気にはなれなかった。


「何事ですカ!?」


　校門の方からそんな声がして、勝が、やべえ、と呟くのが聞こえた。集まっていた生徒たちがばらばらと校舎の方へ駆け出す。瞳もそうしたかったが、呼吸はまだ整っていなかった。それに、ロシィのこともある。涙の向こうにちらりと見ると、彼女は早、眼鏡をもとのパールホワイトに戻していて、鮫さめの瞳ひとみで近付いてくる二人の男を見つめたが、動こうとはしなかった。


　やってくる一人は、学年主任で古典の担当の北きた岡おかだ。髪に白い物が目立つようになった五〇代で、若い教師をねちねちと指導するのが趣しゆ味み、という先生である。瞳たちのクラスである二ーＣの担任の小お野の真ま由ゆ美み先生は、それを何よりも恐れていて、悪さをしても絶対に北岡先生には見つからないように、といつも涙ながらに言っているほどだ。


　そして、もう一人は、日本人ではなくイギリス人の教師だった。声を出したのは、彼の方だ。一週間ほど前に正式な手続きが済んで、この四し瑞ずい峰ほう学園に赴任してきた、英語担当の先生だった。淡い金髪と碧へき眼がんの持ち主で、確かまだ三〇にはなっていないはずだったが、顎あご髭ひげのせいで五つはふけて見える。端整な顔立ち、と言えなくはないが妻子持ちで、幼い娘の療りよう養ようを兼ねて日本にきたという話だった。


「また、あなたたちですか……」


　北岡先生は、逃げ遅れた四人──瞳、ロシィ、勝、詠美を見て、唇くちびるの端を笑いの形に歪ゆがめた。嬉うれしそうに見えるのは気のせいではあるまい。これでまた、小野先生を進路指導室に呼び出して、ねちねちと厭いや味みを言うことができる、と思っているのだ。


「いつもいつも、よくもまあ、騒ぎを──」


　薄うすい唇くちびるを震ふるわせてそう口を開きかけた北きた岡おか先生だったが、最後まで言い終えることはできなかった。彼と瞳ひとみたちの間に、外国人先生──ジミー・ギルバートの大きな体が割って入り、壁のように立ちはだかったからだ。


「今のは銃声ですネ!?」


　青い目をいっぱいに開いてギルバート先生は言い、それから、高い鼻をひくつかせた。


「間違いなイ！　この臭におイ！　硝しよう煙えんでス！　信じられなイ！　日本は安全な国だと聞いていたのに、アメリカと同じで、学校に銃を持ち込んで撃うちまくる生徒がいるなんテ!!　Ｏｈ ｍｙ ＧＯＤ！　悪夢が蘇よみがえりまス！」


　ギルバート先生はそう叫ぶと、ブロンドの髪の頭を左右から摑つかむようにして搔かき毟むしった。


　思わず、瞳たちは引いた。


「……昨日聞いた噂うわさだけどよ」と勝まさるが囁ささやいた。「この先生、アメリカで教師やってた時に、生徒に撃たれたことがあるらしいぜ？」


「マジ？──ていうか、おまえ、意外と噂好きなんだな」


　瞳の言葉に、勝は目を瞬またたいた。


「あれ、知らなかったのか？　なんだ、意外と俺おれのことわかってねーんだな」


　その通りだった。これまでは別に、知ろうとも思わなかったのだ──いや、今もそれは同じつもりだった。知ってしまえば、もしも失った時に、喪そう失しつ感かんは大きくなるからだ。瞳は思わず言葉に詰まったが、勝の方は気にした様子はなかった。


「誰だれでス!?　誰が撃ちましたカ!?」


　すっかり興こう奮ふんして、血走った目でギルバート先生は瞳たちを見回した。口の端に泡を噴いている。体格が体格だけに……ちょっと怖い。が、ロシィだけはまったく臆おくすることなく、レンズの奥から冷静に彼を観察していた。手は、一旦抜いたコートの中に再び差し入れられている。


（まずいな）


　ちらりと見て、瞳はそう判断した。もしも先生が、この状態で腕を伸ばしたりしたら、ロシィは問答無用で抜き撃つだろう。スタン弾だから、まあ大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、当たりどころが悪ければ、むち打ちになるかもしれない。


（これ以上のゴタゴタはごめんだぜ）


　瞳はひとつ深呼吸をすると、これ以上はない、にこやかな笑顔を浮かべた。


「……やだなあ、先生。銃声なんて、そんなことあるわけがないじゃないですか。ここは日本ですよ？　僕たちみたいな子供が、どうやったらそんなもの、手に入れられるんです？」


「しかしですネ！」


「パンクの音ですよ、パンクの。よくあるんですよ、この学校の近くで。ほら、校門の近くの私道、ずっと未整理で砂じや利り道みちでしょう？　だからですよ。だって、どこにも銃じゆう痕こんなんてないでしょう？　どこかにありますか？」


　それを聞くと、ギルバート先生は青い目を皿のようにして辺りを見回したが、当然、何も発見できなかった。落ちた薬やつ莢きようは素早く瞳ひとみが靴くつの下に隠した。胸にはしっかりと十字の痕あとがついてはいたが、気付いたとしても、それと発砲を結びつけるのは無理がある。


「ギ、ギルバート先生」


　わざとらしく咳せき払ばらいをして、北きた岡おか先生は英語教諭の肩に、おそるおそる手を置いた。大きな体が震ふるえて振り返ると、はっきりと怯おびえたのがわかったが、何とか取とり繕つくろうことに成功した。


「この子供たちが何か騒さわぎを起こしたのは確かでしょうが、拳けん銃じゆうはないでしょう。ここは、平和日本ですよ？　いくら昨今の若者の生活が乱れているといっても、銃社会のアメリカではないのです。そういちいち過か剰じように反応されては困りますな」


「は、はア……」


　そう言われると自信がなくなったのか、ギルバート先生は大きな背中を丸めて頭を搔かいた。


　背後でロシィがコートから腕を抜くのがわかって、瞳は胸を撫なで下ろした。ロシィが銃を持ち歩いていることはクラスメートの周知の事実だが、それが本物だと知っているのは瞳一人だった。他ほかの生徒たちは、発射されるのが実弾でないという理由だけで、玩具おもちやだと思っている。


　もちろん担任の小お野の先生は、玩具であれ、そんなものは持ってこないように、と注意をしているのだが、当然のように聞く耳は持ってはおらず、今では、巨大トランク共々黙もく認にんされている状況だった。今のところ、瞳以外を撃うつことはしていないのだが、いっその銃口が自分に向くかわからない、と思って、触さわらぬ神に崇たたりなし、の心境なのかもしれない。


　その時、ホームルーム開始五分前のチャイムが鳴って、北岡先生はハッとして校門を振り返った。閉鎖する時間だ。これ以降は遅刻となる。だが今日は、門を閉める肝かん心じんの先生がここにいるために、チャンスとばかりに生徒たちが駆け込んできていた。


「ギルバート先生！　戻りますよ！」


　北岡先生はそう言うと、もはや瞳たちのことは一いつ顧こだにせず、校門に向かって走り出した。慌あわててギルバート先生も続く。それを見て、四し瑞ずい峰ほう学園前停留所に止まったバスを降りたばかりの生徒が、遅刻になるものか、とスピードを上げた。


「行こうぜ？」


「ああ」


　勝まさるの言葉に頷うなずき、瞳は足をどけて薬莢を拾うと、それをロシィに投げた。彼女はそれを受け取ると、ポケットに入れて、何事もなかったかのようにトランクを背負って歩き出した。三人は、背中の喧けん騒そうを聞きながら、そのあとに続いた。


「そうだ、木き沢ざわ」肝心なことを思い出して、瞳は歩きながら彼女を振り向いた。「結局、課外授業って何に決まったんだ？」


　元々、掲示板に何が貼はられているのかを確かめるために、足を止めたのだ。


「ええとね──」


「東京ハーバーパークの見学だ」


　振り返らずにロシィが先に答え、回答を取られた詠えい美みは瞳ひとみにちょっと苦笑して見せた。


　東京ハーバーパークというのは、新たに東京湾を埋め立てた時に造られた多目的公園である。役所が造った物だけに、遊園地的な絶叫マシン系の乗り物はなく、美術館、水族館、動物園、植物園などで構成されていて、上野公園周辺を思わせる造りになっている。実際、計画が持ち上がった時には、上野と同じようなものを造ってどうするのだ、という意見が多数持ち上がったが、趣しゆ旨しに賛同した神奈川、千葉両県の強い要望で実現した。ちなみに、ハーバーパークからは東京港湾駐ちゆう屯とん地ちを望むことができ、時々は出港した護衛艦が傍そばを通ることもあるので、軍事マニアにはちょっとした名所になっている。


「自由レポート、ってやつか？　面倒だなあ……」


　両手を頭の後ろに組んで、勝まさるは呟つぶやいた。


「うん」詠美は頷うなずいた。「去年もそうだったけど、何を選べばいいのか、難しいよね」


　瞳も同感だった。テーマ自体から決めなくてはならないのは難しかった。何か、これ、という明確なテーマがある方が書きやすい。どんなものがいいか、と先生に質問をすると、何でもいい、と言うくせに、選んだ題材にも点数をつけるのだから、『自由』と言いながらも何かしらの意図はあるのだ。


　何にする、と勝が詠美に話しかけ、彼女が、考え中、と答えるのを聞きながら、瞳は玄関前に設置されている階段を上がった。前を行くロシィのふくらはぎが、一段上がる度たびに、ぷっくりと綺き麗れいに膨ふくらむ。


　二階に着くと、瞳たちは自分の下げ駄た箱ばこに向かった。生徒は、靴くつのまま自分の教室のある階まで外から上がり、そこで上うわ履ばきに履き替えて教室に向かうことになっている。


　飛び級制度を使った転校生、という肩書きのロシィの下駄箱もここにある。彼女は一応、瞳たちと同じように履き替えたが、ブーツはそこに残さず、トランクの中にしまった。置いていくと、何かトラップでも仕掛けられると思っているらしい。


　教室からはぎわめきが聞こえているが、廊下に出ている生徒は少なかった。じきに、それぞれの担任が階段から廊下へ姿を現すはずだ。見つかれば、さっさと教室に入るように怒られるのは目に見えているからだろう。


　瞳たちも少し早足になって二－Ｃの教室の後ろの扉を開けると、中に入った。


「おはよーっす！」


　いつものように無む駄だに明るく挨あい拶さつをすると、教室のあちこちから返事があった。初めてロシィを連れて教室に入ってきた時には、当然のようにぎょっとされたが、今ではすっかり慣れて、誰だれも驚おどろかない。


　瞳たちはコートを脱いでロッカーに放り込んだが、ロシィは赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを着たまま、自分の席に向かった──これもいつものことだ。


　彼女の席は、教室の一番後ろにある。たまたまそこが空いていて、トランクを傍そばに置いておく必要があるロシィにとってはちょうど良い場所だったが、瞳ひとみにしてみれば、常に後ろから見張られているようで落ち着かなかった。何しろ、ちょっと楽しそうにクラスの女子と話をすると、容よう赦しやなく後頭部にスタン弾を撃うち込まれるからだ。


「また後でな、瞳」


　ずん、と間違いなく下の教室に響ひびく音を立ててロシィはトランクを置くと、ちょこんと椅い子すに座った。元々高校生の体格に合わせて作られたものなので、机の高さは腋わきの下辺りになってしまっている。小お野の先生が、小学生用の机一式を手配してくれてはいるが、まだ届いていない。しかし、サイズが合っていない様子がまた可か愛わいらしいので、勝まさるなどは、一生机が来ない方がいい、などと言って、クラスメートの女子に白い目で見られている。


（ま、確かに可愛いけどな）


　それは、瞳も認めていた。ロシィが瑠る璃りだったから言うわけではないが、彼女には、ちょっと冷たい、世間一般がイメージする猫的な可愛らしさがあるように思える。少なくとも、犬っぽくはない。


　そのロシィのせいで、クラスメートの女子からの遊びの誘さそいはめっきり減ってしまったが、今となっては、その方が気が楽だった。何しろ、ロシィとアリシアの相手だけで、今はもう手一杯だったからだ。


　天てん井じように取り付けられたスピーカーからホームルーム開始のチャイムが鳴って、まるで廊下で待っていたかのように、すぐにガラリと戸が開いて、担任である小野真ま由ゆ美み先生と、副担任のアリシア・ボールドウィン《先生》が入ってきた。


　教室がざわめく。


　小野先生は、明らかに憔しよう悴すいしていた。いつも輝いている笑顔が今日はすっかり曇くもっている。


　原因は簡単に推察できた。きっと、北きた岡おか先生にねちねちと何か言われたのだろう。それは、顔を上げた時に隈くまの浮いた目で、瞳を睨にらんだことからも間違いなかった。うる、と涙が滲にじむ。怒ど鳴なられるかと思ったが、先生は『まけないもん』とでもいうように天井を軽く見上げて鼻を啜すすった。


　日直が、起立・礼、と号令をかけて皆が着席すると、先生は健けな気げな笑顔を見せた。


「えーと……皆さん、もう知っているかもしれませんが、来週の水曜日に、課外授業があります。場所は東京ハーバーパークですけど、あくまで授業ですので、羽は目めを……羽目を外しすぎて、北岡先生に目を付けられないようにしてくださいねっ！」


　声が震ふるえている。瞳は、すいません先生、と心の中で謝った。


「そ、それじゃあ、ボールドウィン先生……プリントを配ってくださいますか」


「はい」


　素直に返事をして、アリシアは先頭の生徒の机に列の人数分のプリントを置いていった。


　それを次々と生徒が回していく。瞳ひとみも後ろに回して、プリントを眺めた。


（……朝八時半に学校に集合して、レンタルしたバスでクラスごとに移動するのか……家からだったら、バスで行った方が早いんだけどなあ……）


　自衛隊官舎のマンションは、パークと学校の中間の位置にある。一度登校するのは明らかに遠回りだったが、まあ、仕方ないだろう。


（バスごと拉ら致ちられるってことは……ないよな）


《ＭＭＰＳ》が、どんな職業にもなれるといっても、体格まで変わるわけではない──はずだ。バス会社から派遣されてくる運転手が少女ということはありえないから、入れ替わることはおそらく無理だった。外部から何らかの方法でバスごと、というのも不可能だろう。ＳＳＳも護衛につくはずだから、うまく行くはずがない。


「それじゃあ、いいですか？」


　皆にプリントが行き渡った頃ころ合あいを見計らって、小お野の先生は教室を見回した。


「当日はパークを貸しきって課外授業を行いますが、パークに迷めい惑わくをかけないようにしてくださいね。それと、テーマについては当日までに、各自でよく考えておいてね。パークの案内書は職員室にありますから、欲しい人は御昼休みにでも取りに来てください──それじゃあ、一時間目の授業が始まるまで、静かに準備をして待っていてください」


　再び号令がかかる。


　先生が教室を出て行くのを待って着席すると、だが、すぐにアリシアが戻ってきた。気を抜いた生徒たちは、ぎょっとしたが、一時間目は彼女の授業ではない。一いつ瞬しゆん、静かになった教室の雰ふん囲い気きを気にした様子もなく、アリシアは机の間を白衣を翻ひるがえして抜けると、ロシィの前に立った。手元に影が落ち、パールホワイトの眼鏡めがねをした顔が上がる。


「……なんだ？」


　変化を読取らせないロシィの顔に苛いら立だったように、アリシアは眉み間けんに皺しわを寄せた。


「プリント、読んだでしょう？」


「ん」


「だったら、わたしが何を言いたいかわかるわよね？」


「……ああ。だが、今ここで話すことじゃないだろう」


　ロシィの言葉に、アリシアは後ろを振り返って、教室を見回した。瞳を含めてほぼ全員が、何事か、と聞き耳を立てている。少女は小さく舌を打つと白衣を翻し、もはや振り返らずに、教室を出て行ってしまった。


　どういうことなのか、瞳はロシィに問い質ただしたかったが、入れ替わるように一時間目の授業の古典担当である北きた岡おか先生が入ってきて、それは適かなわなかった。小野先生を、これ以上やつれさせるわけには行かない。


「起立！」


　号令がかかり、生徒たちは一斉に立ち上がった。整ったその様子に、今朝の憤ふん慨がいはどこへやら、北きた岡おか先生は満足そうに頷うなずくと、皆の『礼』を待った。





「さあて、飯だ！」


　四時間目の終了のチャイムが鳴って先生が出て行くと、勝まさるは大きく伸びをして、教室中に聞こえるような声でそう言ってから、いつものように真まっ直すぐにロシィのところへ向かった。


　例によって、感情を感じさせない鮫さめの瞳ひとみで眼鏡めがねの奥から見上げられても、何の痛つう痒ようも感じていないかのようにニコニコしながら手を揉もみ、


「ロシィさん、今日もお昼ご飯を一いつ緒しよにどうですか？」


　と訊きいた。毎日のことなので、もはや誰だれも冷やかしたりはしない。


　そして、対するロシィの答えも決まっていた。


「瞳ひとみと一緒なら構わないが」


　かくして今日の昼食も、いつものメンバーで食べることになりそうだった。前はそれこそ日替わりで、顔ぶれ（特に女子）が変わっていたのだが、今ではほぼ固定である。これに何とかアリシアを加えようと、勝はアタックをかけているようだが、先生になりきっているからなのか、なかなか乗っては来ないらしい。


　クラスメートの半分ほどが、食堂やパンの移動販売所に行くために、足早に教室を出て行く中、瞳は教科書とノートを机の中に放り込んでから、ゆっくりと席を立ってロシィのところへ向かった。今日は弁当の差し入れがあったから、焦あせる必要はない。千ち里さとさんの手作りである。それは今、ロシィのトランクの中に入っているが、勝の弁当を作るついでに、瞳とロシィ、それにアリシアの分も作ってくれたのだ。


「今日も上か？」


　瞳を待って、勝は鍵かぎの入っているズボンのポケットを叩たたいて言った。


　四し瑞ずい峰ほう学園の屋上には一風変わった施設がある。通称ではなく、案内板にもしっかりと書いてあるのだが『空中庭園』と呼ばれるものだ。どんな物なのかと言えば、屋上の金属製の扉の向こうには芝しば生ふを敷き詰めた、均一に平へい坦たんではない『公園』で、小さな丘もあるそこには、桜や梅といった木が植えられて、季節季節で花をつけ、葉をつけ、ベンチもあり、授業の他ほか、カウンセリングの場所としても使われている。


　そして、その中心にはドーム状の温室があって、中では南国の植物を中心にして、年中、緑の葉を茂らせているのだ。冬場は、その温室での昼食が天国だった。暖かく、空気も良く、そして静か。ベンチもある。だが、誰でも使えるというわけではなく、管理を任されている園芸部員にしか立ち入りは許されていない。


　そして栗くり原はら勝は、容姿に似合わず、実は園芸部員だった。肌が焼けているのはサーフィンというよりもむしろ、植物の世話でそうなった、と言った方が正しい。サーフィン二割、園芸八割、といったところである。


　その上、部長だったりもする。まだ、正式なものではないが、この時期、三年生は引退したも同然なので、鍵かぎの管理は勝まきるに任されていた。おかげで、前は、週に一、二度だったのだが、今はほぼ毎日、特権を甘受し放題である。


「そうだな、それで──」


「いや、駄だ目めだ」


　いい、と言おうとした瞳ひとみの言葉は、ロシィにきっぱりと遮さえぎられてしまった。


　瞳の方へ向けた顔の中のパールホワイトの眼鏡めがねのレンズには、窓から入る光が反射して、目の表情はよく見えない。


「なんで？」


　そう問うと、ロシィは少し考えてから、


「なんでもだ」


　と言って席を立ち、真後ろに置いたトランクに手を伸ばした。


「ま、いいんじゃねーの。たまには別のところで食べるのも」気を悪くした様子もなく、勝はニコニコとしている。「それで、ロシィさん？　どこかリクエストはありますか？」


「食堂に行ってみたい」


　ロシィは、トランクを軽々と担かついで振り向いた。


「食堂？……混んでるんじゃないか？」


　瞳が言うと、勝も思案顔になった。


「かもな。でもまあ、少し待てば席はすぐできるんじゃねーの？　あそこはお茶が飲み放題だし、弁当にはちょうどいいと思うぜ？　混んでてどうしようもなかったら、そん時は別のところに行けばいいだろ？」


「まあ、二人がそれでいいんなら、俺おれもいいけど」


「決まりだな。俺は、ロシィさんの望みのままでＯＫ。あ……なあ、アリシア先生も誘さそったら来るかな？　弁当仲間だし」


　勝の少し自信なさげな声に、瞳はニヤリとした。


「勝手に仲間を作んなって。──でも、気になるんなら誘ってみたらどうだ？　俺たちは先に食堂に行ってるからさ。課外授業のテーマについて相談したい、とか適当な理由つけてさ」


「お、おう！」


　勝はどことなくうわずった声でそう言って、くるりと瞳たちに背中を向けると、全速力で教室を飛び出した。向かった先はわかっている。職員室だ。


（勇気あるよな……）


　どう見ても中学一年生ぐらいにしか見えなくても、相手は一応、教師である。それを、堂々と他ほかの先生の前で昼食に誘おうというのだから、あのバイタリティーには感心する。


「行くぞ」


　トランクを肩にロシィはさっさと歩き出し、瞳ひとみは慌あわててあとを追った。そして、廊下に出る前に追いつき、肝かん心じんなことを訊たずねた。


「……おまえ、食堂の場所知ってんの？」


　ピタリ、と足が止まったが、そんなことだろう、と瞳は思っていた。


「やっぱ、知らなかったか。それで、どこに行こうってんだか。ていうか、俺おれを護まもるつもりなら、せめて学校の見取り図ぐらいは頭に入れておいて欲しいもん──」


　ロシィの白い頰ほおが紅潮するのを見て、瞳は言葉を呑のみ込んだ。横顔に変化はなかったが、肌にははっきりと血が上っていた。怒りか、恥じらいかはわからなかったが、ずきりと胸が痛んだ。何となく、ひどい意地悪をした気分になった。


「……悪い。冗じよう談だんだ」


　瞳は呟つぶやいて、ロシィの前に立って歩き出した。もしかして、ついてこないだろうかと思ったが、そんなことはなく、しかし、ひどく空気が重い。


　何かこの雰ふん囲い気きを打破する話題はないものか、と瞳は考え、そうして、聞き損なっていたことを思い出して、それを口にした。


「な、なあ……そういえば今朝の掲示板の前で使った眼鏡めがね、あれ、何の眼鏡だったんだ？」


　無視されても仕方がない、と瞳は覚悟したが、答えはあっさりと返った。


「《雑技団》眼鏡だ」


　そう言われて瞳が思いつくのは、ただひとつしかない。


（中国の、あれか……？）


　なるほど、それで語尾が少しおかしかったのか、と──納なつ得とくできる訳もない。向こうの人間が、～アルよ、などという日本語を喋しやべるわけがないのだ。瞳は、そのところの理由を尋たずねた。


「《ママ》博士のイメージだ」


　というのが、ロシィの答えだった。


「母さんのイメージ？」


「ん」ロシィは頷うなずいた。「わたしは未調整の試作タイプだからな。特定の国の特色が出る眼鏡をかけて日本語を喋ると、《ママ》博士が仮に入れてくれたイメージに引きずられるのだ。もちろん、インプリンティングされたプロ・データのオリジナル人間の言語を用いればちゃんと話せるのだぞ？」


（そういえば母さんは、科学者っていう堅い職業の癖くせに、漫画が好きだったよな……）


　ということを、今の話から瞳は思い出した。そのイメージなのかもしれない。


　廊下を行くと、やはりまだ視線が集まる。


　それでも、じっと見つめられるようなことはなくなった。一ケ月、ほぼ毎日同じような光景を見続ければ、それはもう日常と変わらなくなる。それでもいまだに見られるのは、ロシィが私服で、巨大なトランクを背負っていて、見た目の年齢が一二～三歳である以上は仕方ないだろう。彼女は、高校という年齢が制限された世界では異質な存在だ。


　コンビニや食堂で売っている弁当を買って戻った生徒でごった返す玄関に到着すると、ロシィは眼鏡めがねの奥から素早く辺りを一いち瞥べつして、安全を確認した。と、その目がある一点で留まり、瞳ひとみが視線の先を追うと、入り口のところに女生徒が一人、立っていた。


「木き沢ざわ」


　そう声をかけると、詠えい美みはハッとして振り返り、薄うすく微ほほ笑えんだ。手には、可か愛わいらしい苺いちご柄がらの巾きん着ちやく型がたの弁当袋を下げている。彼女は、どこかのんびりとした動作で近づいてくると、ロシィに対して、どこかぎこちない笑みを見せて、それから瞳を向いた。


「……今日も、一いつ緒しよしていい？」


　言って、巾着袋を持ち上げてみせる。ロシィが来る前までは、めったにないことだったのだが、彼女が正式にクラスメートの一員となって初めての昼休みに一緒に昼食をとって以来、ほぼ毎日のことになっていた。


　初めての時と少し変わったことと言えば、大抵、一足先に彼女が教室を抜け出して、下げ駄た箱ばこのところで瞳たちを待つようになった、ということくらいだ。何でそんな面倒なことをするのかよくわからなかったが、以前ならともかく、今は拒む理由はなかった。ロシィが瑠る璃りだとわかって、心に余裕ができたのかもしれない。前ほど、苦手意識はない。


「ああ。今日は、ロシィの提案で食堂なんだけどな。俺おれたち、今日は弁当だし、あそこならお茶も飲み放題だから、節約にもなるし。それでもいいか？」


「うん、もちろんだよ──栗くり原はらは？」


「あいつは職員室。懲こりもせず、アリシア──先生を誘さそいに行った」


　瞳は靴くつを出して履はきかえ、ロシィもトランクからブーツを出す。詠美が履き替え終わるのを待って、ロシィが再び先頭に立って校舎を出た。素早く近くの建物を確認したのは、狙そ撃げき者しやを心配してのことだろうか？　何事もなく階段を下り出した、そのあとに続く。


　食堂は、一階が駐輪場になっている建物の、その二階にある。


　利用者はそこそこといった感じだった。移動販売のパンに比べると、メニューがそれほど安くない（例えば、カレーライスは五五〇円もする）といった理由もあるが、最大の理由は、先生が利用している、というところにあるだろう。授業で顔を見て、さらに昼休みにまで顔をつき合わせたくはない、というのが生徒の本音だ。それでも、小お野の先生などは、男子にも女子にも逆に人気があって、時々、一〇人くらいの生徒に囲まれながら食事をしている姿を見かけるが、大抵の先生は煙たがられている。何な故ぜなら、どうしてだか必ず話が、お説教か自慢になるからだった。


　階段を上がって中に入ると、結構混んでいたが、空いている席はすぐに見つかった。通路側に六人分ほどある。急いで移動して瞳たちが荷物を置くと、タイミングを計ったように、ニコニコ顔の勝まさるが現れた。理由はすぐにわかった。後ろに白衣姿で、トランクを背負ったアリシアが続いていたのだ。


　珍めずらしいことだった。白衣を着ているアリシアは、先生モードに切り替わっているためか、自宅の時と違って、瞳ひとみとあまり行動を共にしようとしない。本人曰いわく、二人で張り付いていても非効率的であり、他ほかの教室の生徒や周囲の安全を常に確認しているとのことだった。だったら家でもそうしてくれれば、と言ったのだが、状況が違う、と一いつ蹴しゆうされてしまった。


　席は、通路側にまずロシィが。その横に瞳。ロシィの目の前に詠えい美み。隣となりに勝、と座り、最後にアリシアが瞳の隣に座って、ロシィと共に挟むような位置になった。その席順に関して、勝は文句は言わなかった。余計なことを言って帰られてはたまらない、と思ったか、二人を十分眺めることができる絶好の席だ、と思ったかはわからなかったが。


　ロシィは横に置いたトランクを開けると、中から布ふ巾きんに包まれた弁当箱を三つ取り出して、瞳と自分、そして勝の前に置いた。アリシアも自分のトランクから同じような布巾に包まれた弁当を取り出してテーブルに置く。結び目をほどき、蓋ふたを開けると、おそろいの弁当が現れた。おそらくは和風の味付けの鶏とりの唐から揚あげにキンピラと卵焼き、胡ご麻まを散らした白いご飯といった中身だった。高校生男子と少女二人では量は違うが、メニューは同じである。


「あれ、おそろい？」


　自分の二段重ねの弁当を開けながら、詠美は少し羨うらやましそうに言った。
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「ああ、千ち里さとさん──栗くり原はらの姉さんで、ロシィとアリシア先生の身元保証人の俺おれの伯お父じさんの秘書なんだけど、栗原の弁当を作るついでに作ってくれたんだ」


「姉貴、調子に乗って昨日、期限ぎりぎりの鶏とり肉にくを山ほど買い込んでさ、ま、その始末、って奴やつ？　そうか、木き沢ざわの分も頼めば良かったな、悪い」


　掌てのひらを顔の前に立てた勝まさるに、詠えい美みは慌あわてたように首を振った。


「え……い、いいよ、そんなの──あ、そうだ。あたし、お茶もって来るね？」


「あ、じゃあ、俺も手伝うよ」


　詠美が席を立つと、勝もそれに続いた。瞳ひとみも手伝おうと腰を浮かしかけると、しかし、ブレザーの裾すそを両りよう脇わきから引かれて、椅い子すに引き戻されてしまった。


「んじゃ、先生、ちょっと待っててくださいね」


　にこやかに言って、だが、何となくぎくしゃくした動きで、勝は詠美と共に、給湯器のある方へと歩きだし、十分に離れたところで、やっと二人は手を離した。


「……何なんだよ、おまえら」


　瞳は左右の少女たちを軽く睨にらんだ。自分は勝と詠美にお茶ちや汲くみをさせておいて、のうのうと一人で座っていることが許されるほど偉い人間ではない。


「これじゃあ、俺がすごい倣ごう慢まんな人間みたいじやないか」


「話がある」


　だが、怒りはそのロシィの声でたちまち霧む散さんしてしまった。いつもと変わらないようでいて、しかし、どことなく緊きん張ちよう感かんが滲にじんでいた。


「……何だよ」


「課外授業のことだ。参加は取りやめた方がいい。それと『空中庭園』に近付くこともだ。勝に言われるまで失念していたが、しばらくは禁止だ」


「どういうことだ？」


「《Ｂ・Ｐ》よ」テーブルで頰ほお杖づえをついて、アリシアは言った。「わたしも、おまえたちが昼休みにあの庭園をよく利用していることを失念していたわ。《Ｂ・Ｐ》は、わたしや《スペクタクルズ》とは少しタイプが違うの。人工物の中なら危険は少ないけど、自然の中では彼女以上に隠おん密みつ行動を取れる《ＭＭＰＳ》はいないわ。動物園と植物園──この二箇所は特に危険よ。あえて罠わなに飛び込むことはないわ」


「屋上の庭も同じだ。昨日までは大だい丈じよう夫ぶだったからといって、今日から先も大丈夫だとは限らない。安全が確認されるまで──《Ｂ・Ｐ》が排除されるまでは、自然の多い場所にはなるべく近付かないことだ」


　瞳には、何のことだかよくわからなかったが、とりあえず頷うなずいた。《ＭＭＰＳ》に関しては、彼女たち以上に詳しい人間はいない。その二人が、自然に近付くな、と言うのだから、そうした方がいいのだろう。だが問題は、課外授業を欠席することに対して、伯父がなんと言うか、だった。ＳＳＳの室長である彼は、積極的に危険を排除しようという所がある。


（とにかく、話してみてからだな）


　家に帰ったら電話を入れよう──そう考えた時、すっとテーブルに人影が落ちて、勝まさるたちが戻ってきたのか、と顔を上げた瞳ひとみはそのまま硬直した。


　目の前に、幼い少女が一人。


　ここは高校である。ロシィとアリシア以外に、こんな年齢の少女がいるはずがなかった。だが、《Ｂ・Ｐ》ではない。髪も目も、昨今では簡単に色が変えられるとはいえ、体格が決定的に違っていた。同じ人間ということはありえない。


　ロシィはコートに、アリシアはスーツのスカートの裾すそを捲まくり上げてその中に、それぞれ手を差し入れていたが、銃を抜くまでには至っていなかった。二人も、判断を迷っている、と思えた。知らない顔、ということだろうか？


　すると、少女はにっこりと微ほほ笑えみ、二人に向かって、


「あなたたちのパパも、ここで働いてるの？」


「パパ？」


　思わず呟つぶやくと、少女はこっくりと頷うなずいた。綺き麗れいな、白に近いシルバーの長い髪が、ふわりと揺れる。よく見ると、ロシィたちよりは多少幼く見える。肌の色は白、というよりも青く、病弱な感じがした。それだけに、何となく笑顔が痛い。


「メグのパパ、ここの先生なんだよ？　あなたたちは？　この人がパパ？」


　小さな指を突きつけられて、瞳は苦笑いした。どうやら、《ＭＭＰＳ》ではないみたいだ、と思えた。だが、ロシィたちはまだ、懐ふところから、スカートから手を抜かなかった。油断のない目で少女を見つめている。だが、少女の方は臆おくすることなくニコニコとして小首を傾かしげた。


「メグ！」


　その時、どこかで訊きいた声がして、配はい膳ぜん所の方から、背の高い白人男性がトレーを手に焦あせった様子で、しかし、料理をこぼさないように気をつけながら、近付いてくるのが見えた。


「あ、ギルバート先生……」


　であった。先生はテーブルに料理を置くと、少女の肩に大きな手を乗せて、それでようやく安心したというように、大きく息を吐いた。迷子が見つかった、というより、まるで、誘ゆう拐かいされた子供が我わが手に戻った、というような様子だった。


「先生のお子さんですか？」


　瞳がそう訊くと、


「え？　あ、ああ……そうなんダ」


　ギルバート先生は、今、三人に気が付いた、といった感じの慌あわてた笑顔を見せた。


「妻がちょっと所用で家を空けるんでネ。誰だれかに預けようにも親しい知り合いはいないシ、だったら学校につれてきた方が安全だと思ったんだけド……いきなり姿が見えなくなっテ、焦ったヨ」


「お友達になれそうな子がいたから、来ちゃったの」


　微ほほ笑えみながら言った、メグ、と呼ばれた少女の頭を、先生は優やさしく撫なでた。


「そうカ。でも、黙だまっていなくなったら駄だ目めだゾ？　パパがものすごく心配するだロ？　それと、ママには今のことは内ない緒しよだからネ？　そんな話を聞いたラ、ママ驚おどろいて倒れちゃうから。いいネ？」


　子供らしい仕草で大きく頷うなずき、だが、すぐに忘れたようにメグはロシィを振り返った。


「ねえ、遊ぼ？」


　言って、遠えん慮りよなく差し出された小さな手に、ロシィは眉まゆを顰ひそめた。


「こらこら、ご飯がまだだロ？　遊ぶならそれからにしなさイ──あ、ボールドウィン先生、私たちも隣となり、よろしいですカ？」


「構いませんけれど……席はひとつしかありませんわよ？」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶでス。娘は膝ひざの上に乗せますかラ」


　アリシアは、ではどうぞ、というように目配せをした。


　ギルバート先生は、失礼しまス、と語尾がちょっと訛なまっている日本語で言って、大きな体を小さな丸まる椅い子すに収め、丸太のような膝の上にメグを乗せた。そこへ──


「あれ、人数増えてる？」


　お茶をトレーに載せて、勝まさるたちが戻ってきて、戸と惑まどった声で言った。すると、ギルバート先生は、慌あわてて手を振り、


「いえ。私たち、ジャパニーズ・ティーは要いりませン。大丈夫でス。ミネラル・ウオーター、持ってますから」


　腰から小さなペットボトルを出してテーブルに置いた。


　そうですか、と答えて、勝はトレーを持って瞳の方へ来ると、お茶をテーブルに置きながら耳元に口を寄せ、声を潜ひそめて囁ささやいた。


「……何で、先生がここにいるんだよ」


「流れだよ。それを言うなら、アリシア先生だって先生だろ？」


「そりゃそうだけどよ……」


　表面上はあくまでにこやかに配はい膳ぜんを終えると、勝は自分の確保した席に戻って、本当に僅わずかに肩を落とした。その様子に、アリシアが片方の眉を微妙に上げる。


「いただきまーす！」


　半ばやけくそざみの大声で言って、勝は、弁当についていた割わり箸ばしを景気よく割った。


　瞳も食べようと、鶏とりの唐から揚あげに箸をつけた時、


「待て」


　ロシィの鉄の声がそれを止めた。


「どうした……？」


「わたしが先だろう？」


「おいおい、いくらなんでも、そりゃ千──あー、失礼だろ？　ありえねえって」


「絶対ということはない」


　二人のやりとりを、勝まさるたちはきょとんとした顔で見ていた。この意味は、瞳ひとみとロシィ、そしてアリシアにしかわからないものだ。ようするに、ロシィは『毒見』をさせろ、と言っているのである。だがこの弁当は、どこの誰だれが作ったのかわからないような既き製せい品ひんではない。ＳＳＳ室長の秘書、栗くり原はら千ち里さと特とく曹そう長ちようの手作りだ。それを疑うなどというのは、どうかしている。


「早くしろ」


　しかしロシィは、考えを変えるつもりがないのを示すように、餌えさをねだる雛ひな鳥どりのように口を開けた。こうなっては、決して引かぬことを、瞳は短い付き合いながらも理解していた。無視して食べようとすれば、銃を使っても阻はばむだろう。


　諦あきらめ、唐から揚あげを差し出すと、端の方を小さく齧かじった。さく、と時間が経たっているのに美お味いしそうな音がした。その小片を、吟ぎん味みするように嚙かみ、ロシィは頷うなずいた。


「よし」


「他ほかのも試せよ」


　面倒になって、瞳は弁当箱ごとロシィの方へと押しやった。当然だ、というように、ロシィは全すべてのおかず、ご飯にも一口、口をつけてから、それを瞳に戻した。いい加減、勝たちは、理由はわからなくてもそのやりとりには慣れていたが、ギルバート先生は多少戸と惑まどった様子だった。


「あー……もしかして、君たちは恋人同士なのかナ？」


　いきなりの質問に、瞳は口に入れかけた唐揚を、ご飯の上に落としてしまった。


　違います、と言いかけて、瞳は、ロシィが何な故ぜか、じっと自分のことを見つめていることに気が付いた。


　何かを期待するような視線、と感じるのは、自意識過か剰じようだろうか？　


　だが、答えは慎しん重ちようにしなくてはならない、と感じた。


　事実、彼女が桜さくら乃の瑠る璃りであっても恋人どうしではなかったのだから、否定しても噓うそではなかったが、それがまかり間違って、今の彼女にインプリンティングされてしまったら──そう思うと、恐ろしかった。


　かといって、そうですと答えるのは、それは完全な噓であるし、問題がありすぎる。


　瞳は、ごくり、と唾つばを飲み込み、そうして、


「……やだなあ、先生」


　と、作り笑いを浮かべることしかできなかった。答えとしては、どうとでもとれる。常と変わらぬロシィの表情からは、今の答えをどう判断したのか、推し量ることはできなかったが、これが今の瞳ひとみに言える精一杯だった。


　視線を外して、ロシィは黙もく々もくと自分の弁当を食べにかかった。怒っているようにも、そうでないようにも見える。


　なんだかどっと疲れて、瞳は自分の弁当に再び箸はしをつけた。千ち里さとの作ってくれたそれは、冷めていても、とてもとても美お味いしく、何な故ぜだか胸に染しみた。





「あの子は、ちょっと複雑でネ」


　そろそろ空すき始めた食堂のテーブルの間をちょこちょこと走り回るメグを見ながら、ギルバート先生は目を細めた。


　食後のコーヒーを飲みながら、どうしてなのだか瞳たちは、先生の身の上話を聞くことになってしまっていた──が、そこにロシィの姿だけはない。彼女は、ほとんど強制されて、メグとかくれんぼのような、追いかけっこのような遊びに付き合わされている。


「病気で長いこと入院していテ、ほとんど完治の見込みはない、と言われていたんだけど……まさに奇跡が起こってそれが治ったんだヨ。だけど、まだ夢を見ているようでネ。だから、ちょっと姿が見えなくなると、もしかしたらそのまま消えてしまうんじゃないか、って不安になってしまうんダ。わかるかな、こんな気持チ？」


　ギルバート先生の言葉に、詠えい美みと勝まさるは微妙な笑みを浮かべた。わからない、とは言わないが、実感は持てない、といったところだろう。だが、瞳には気持ちがわかる気がした。


　二度と戻っては来ないと諦あきらめていた人が二人、生きているとわかったのだ。


　桜さくら乃の瑠る璃り──ロシィは、姿も記き憶おくも奪われているが、傍そばにいる。


　そして母は、今は行ゆく方えが知れないが、父と共に南米のどこかで生きていると信じられる。


　考えないようにしているが、『もし二人が、また……』と思うと、腹の底が恐ろしいほど冷たく冷える。きっと、メグが見えなくなった時のギルバート先生も、こんな気持ちなのだろう、と思うことができた。


「病気がわかったのは五つの時でネ。ほとんど病室から出ることができなかったから、友達もいなかっタ。でも、あの子を治してくれた先生の言う通りに、日本に来て良かったヨ」


　きゃあきゃあ言いながら逃げ回るメグの様子に、先生は嬉うれしそうだった。周りの生徒や先生が嫌いやな顔をしているのは、完全に眼めに入っていないらしい。


　ロシィは、淡々と少女の先回りをしたりして、適当にあしらっている。が──


「もう！　ちっとも楽しそうじゃないじゃない！」


　不意に立ち止まると、メグは頰ほおを膨ふくらませた。十分、楽しそうだと思ったのだが……。


　まったく表情を変えずにロシィは瞳を振り返ると、そのまま真まっ直すぐに傍に来て、ほとんど嚙かみつかんほど近くに、耳に唇くちびるを寄せてきた。ぞく、と背筋に電気のようなものが走る。


（瞳……）こそっとした声が、鼓こ膜まくをくすぐる。（どうも、こうした事態は想定外だ。どうすればいい？　わたしには……わからない）


　す、と顔が離れる。表情を見ると、微かすかに眉まゆがハの字になっている。


　瞳ひとみはそれが何となくおかしくて、だが、笑っては悪いとそれをこらえると、ちらりと周りを見てからロシィを招きよせて、髪に隠れた耳に口元を寄せた。


（子供相手の眼鏡めがねとかあるんだろ？　ターゲットの子供の友人になる奴やつとか）


　それを聞くと、ロシィはこっくりと頷うなずいて後ろを向き、五秒と経たたずに振り向いた時には、眼鏡がパールホワイトから[image: ]のショッキングピンクに変わっており、目が、これまでに見たことがないほどキラキラと輝いているのが、はっきりとわかった。


　ロシィは、悪魔も骨抜きにされそうなとろ～んとした笑顔になると、


「おにいちゃんっ[image: ]」


　普ふ段だんの声よりも二オクターブは高い声で言って、ほとんどタックルをするように、瞳に抱きついて頰ほおをすりよせてきた。


「わあ！」


「……《理想の妹眼鏡》ね」


　ぼそ、とアリシアが呟つぶやくのが聞こえた。


「ねえ、おにいちゃん[image: ]これでいいかな？　どうかな？」


「い、いいんじゃないか……？　ほ、ほら、遊んでおいで……」


「はぁい[image: ]」


　ロシィは甘ったるく返事をすると、メグの方へ駆けていき、その手を取った。


　初めこそ、少女は驚おどろいた顔をしていたが、すぐに慣れたのか、二人して再び、きゃあきゃあ言いながら、何が面おも白しろいのか、厨ちゆう房ぼうに忍び込んで見学を始めたり、勝手に配はい膳ぜんを始めたりして、食堂のパートさんを困らせはじめた。


（やっぱり、何に使うんだ……あの眼鏡？）


　考えても、その状況は少しも浮かんでは来なかった。


「ＨＡＨＡＨＡ！　楽しそうだネ！」


　ギルバート先生も止めようとしない。


「ところで」


　紙コップを置いて、アリシアはギルバート先生を見上げた。


「お子さんは、今、おいくつですか？」


「え？　ああ、一二歳ですヨ」


「では、七年間入院していた──そういうことですか？」


　ギルバート先生は頷いた。


「そうでス。三ケ月ほど前に退院できて、すぐに渡航の手続きを取ったんですけド、私と妻の仕事の関係で、少し遅れてしまったんですヨ」


「そうですか」


　聞きたいことは聞いた、という様子で、アリシアは再び紙コップを手にすると、ミルクと砂糖がたっぷりのコーヒーを飲んだ。


　何を確かめたかったのかは、瞳ひとみにもわかった。もしかして別の《ＭＭＰＳ》かもしれない、と考えたのだろう。だが、こうして両親がいて、娘だと言っているのだ。気にしすぎだと思えた。それを言い出したら、日本の全すべての一二、三歳の少女を疑わねばならなくなる。


「いらっしゃいませ～！」


「フージェイへようこそ～！」


　そりゃファミレスだよ！　というパートの人の声と、二人の少女の笑い声が食堂に響ひびいた。


　少女たちはとても楽しそうで、それは心和なごむ光景であるはずなのに、だが瞳は、ふと胸の中に風が吹いたのを感じた。


　寂せき蓼りよう感かん、と言ってもいいかもしれない。俺おれだけが、大人になってしまった──それを、突きつけられた気がした。


（ばっかじゃねえの……）


　瞳は自分を笑ったが、一度吹いた風は、どうしてか、止やんではくれなかった。








[image: ]








「ああ、その子なら、こっちでも確認を取っている」


　椅い子すが壊こわれそうなはど背もたれを倒して仰のけ反ぞった室長の声に、千ち里さとはコーヒーを入れる手を止めて、振り返った。あの子、とは誰だれのことだろう？　電話の相手は、瞳ひとみであることはわかっている。千里が取り次いだのだ。確認を取ったということは親しい人間ではなく、しかし、瞳の周辺の人物ということだ。


「カルテに問題はないな。ああ、その先生の話は本当だ。確かに、成功率五パーセントの難しい手術だったようだが、二〇件に一件は成功する。病院の入退院の記録にも改竄かいざんされた様子はねえし、担当医の背景にも疑わしいところはない。四し瑞ずい峰ほう学園への転任は、夫婦のカウンセリングを行っていた医師の進めで決めたらしいが……理由？　娘のこともあるだろうが、主な理由は前の学校で起きた、生徒の発砲事件だろうな。喧けん嘩かを止めようとしたら、その生徒に隠し持っていたリボルバーで頭を狙ねらわれた、と記録にはある。掠かすりもしなかったようだが、日本に来たくなるのも当然だな。──駄だ目めだ、ちゃんと参加しろ。……まあ、そんなところだ──あ、おい！……やれやれ、切っちまいやがった」


　室長が苦笑して体を起こし、受話器を戻すのを見て、千里は止めていた手を再び動かした。黒いシルクのような滑なめらかな艶つやと深いこくのコーヒーをカップに注ぎ、金紙で包まれたチョコレートを添えて持っていく。


「学園のな、英語の担当教師の娘のことだ」


　カップとソーサーを受け取りながら、何も訊きいていないのに、室長はそう教えてくれた。


「訊きたそうな顔をしていましたか？」


「まあな」


　ふっと口の端に笑みを浮かべて、コーヒーを飲む。相当熱いはずなのに、苦にした様子もなく、大胆に喉のどに流し込む。


「あいかわらず、うまいな。その上、飽きることがない」


「ありがとうございます」


　こういう一言が嬉うれしい。千里は軽く頭を下げた。わざとらしくないところがポイントだ。実際、彼は本当によくコーヒーを飲む。千里が忙しい時は、下の階の自販機で、紙コップのコーヒーを買うこともあるが、そういう時は大抵、まずそうにしている。そんな顔を見てしまうと、ああ、入れてあげないと、という気になる。


「名前はジミー・ギルバート」パソコンのキーボードを叩たたいて、室長は続きを、そう教えてくれた。「学園に赴任してきたのは、一週間前だな。入国は──ははあ《Ｂ・Ｐ》と同じ日か。こいつは、面おも白しろい偶然だな」


「偶然、ですか？」


　そう訊くと、室長は顎あごを撫なでた。


「書類上はそうだな。妻のリリー・ギルバートの経歴にも問題はない。二人とも、友人・親族共に《トラスト》との接点なし。裕ゆ美みのように、狙ねらわれるような研究の功績もない。ただの英語教師とその妻だ。娘のメグ・ギルバートは幼い頃ころから入院を続けていたようだが、《ＭＭＰ》の適性検査を受けた記録もない」


「その教師を撃うった生徒は？」


「ただのストリートギャングだ。使用した銃は『Ｓ＆Ｗモデル六〇』別に珍めずらしい銃じゃない。入手経路にも《トラスト》の影はない。近所の大型スーパーで買ったとある。まったく、これに比べりゃあ、日本は平和だな」


　少し嘲あざけりを含んでいると思える笑みを、彼は浮かべた。確かに日本はスーパーで銃を買えたりはしないが、安全かどうかは微妙な所だ。重大犯罪の検挙率は下がる一方で、しかも組織化する傾向にある。元々が、スパイ天国、などといわれるような国だ。安全は無料、という国民の意識がいまだ根強いことも、犯罪増加の影えい響きようの一因だろう。


「その娘さんが、どうかされたのですか？」


「ん？　ああ……学食で、瞳ひとみと接触したそうだ。ミスター・ギルバートが学園に連れてきていたらしい。年齢がちょうど、見た目、ロシィたちに近いせいで驚おどろいたそうだが、別に、その子に拉ら致ちされかかったとかじゃない。とりあえず普通の子供だったそうだ。ロシィと食堂を走り回って遊んだらしい──普ふ段だんのあの子からは想像がつかんな」


「何かの《眼鏡めがね》を使ったのでは？　普通の子供眼鏡》とか」


「ま、そんなところか」


　室長はチョコレートの金紙を剝むくと、一口でそれを平らげた。紙の方は丸めてゴミ箱に投げる──が、外れた。千ち里さとは机を離れてその傍そばに行くと、包みを拾い上げて捨てた。


「すまん」


「いいえ……それで、メグ・ギルバートは《ＭＭＰＳ》ではないのですね？」


　室長はコーヒーを一口飲んでから頷うなずいた。


「ロシィも、アリシアも、知らない顔だと言ってるそうだ。《Ｂ・Ｐ》は一目で本人だと確認できてるからな。記き憶おくが抜けてるということはない──が、完全に、《ＭＭＰＳ》ではない、とは言い切れないらしい。確実なのは、《ドレス》、《Ｂ・Ｐ》、《スペクタクルズ》の三人ではない、ということだけだ──何、心配はいらんよ」


　室長は、そう言ってわずかに苦笑した。


　不安が顔に出てしまったのだろうか？　千里は自分を恥じ、頰ほおが少し熱くなるのを感じた。


「護衛の数は増やしているし、来週の課外授業に向けても人数の調整を進めている──行き先は、こっちの要望通り、東京ハーバーパークに決まった。《Ｂ・Ｐ》がうまく乗ってくれれば、決着をつけられる。ついては君の弟さんに、なるべく瞳とは離れて行動するように、言っておいてくれるかね？」


　千里はちょっと困ったような顔をして、微かすかに首を振った。


「言っても聞かないと思いますわ。付いて行くのは瞳ひとみクンではなくて、アリシアちゃんの方にだと思いますけど。相変わらずふらふらしているようで、実はなんだか本気みたいで、姉としては頭が痛いところです。大人同士であれば、人を好きになるのに年齢は関係ないとは思いますけど……」


「子供でも同じだよ」


　室長は目を細めた。


「大人が気に痛むのは、恋愛には性行為が伴うことを知っているからだ。男女どちらが年上でも、相手の体も心も思いやる気持ちがあって、欲望に負けない理性があるなら何の問題もないさ──とはいえ、それにブレーキが利きかないのが、一〇代なんだがな」


「それは、経験からですか？」


「ま、そうだが……これはセクハラにはならないのかな？」


「その確認が、セクハラですわ」


　微ほほ笑えんで言うと、そうか、と室長は笑ったが、その表情はすぐに引き締まった。


「……まあ、問題は年齢じゃないけどな」


　室長が言った意味は、千ち里さとにも良くわかった。アリシアは《ＭＭＰＳ》なのだ。人工的に無理な調整が施ほどこされた肉体には、様々な軋きしみが起きている。もしもアリシアが勝まさるの気持ちを万が一受け止めたとしても、その結果は決して明るいものではないだろう──何か、奇跡でも起こらない限り。それに、今いるアリシアは消えてしまうのだ。だが、事情を詳しく話せない以上、勝の気持ちを止めることはできない。話したところで止まらないかもしれないが。


　千里は気分と雰ふん囲い気きを変えようと、空になったカップを下げ、それをちょっと掲げて見せた。もう一杯どうか、というジェスチャーに、室長は微笑みながら頷うなずいた。


　フィルターに挽ひいたばかりの豆を入れて、適温に保っておいたお湯をポットから注ぐ。手間はかかるが、コーヒーはこうして一杯いっぱいドリップ式で入れるのが美お味いしいと千里は思っていた。その一滴一滴が落ちるのを見ながら、


「課外授業……ＳＳＳだけで大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　リスクが大きすぎませんか？」


　と呟つぶやくと、室長は微かすかにため息をついた。


「わかっているさ。だが、動かせる手て駒ごまは少ない。《Ｂ・Ｐ》を確保するには、こちらが用意した鑑おりの中に入ってもらう必要がある。そして、それには餌えさが必要だ」


「でも、それで瞳クンの身に万が一のことがあったら─」


「そのために、ロシィとアリシアの二人を張り付かせている。あの二人に防げないなら、ＳＳＳが何人張り付いても同じことさ。そうだろ？　それに、ハーバーパークは周りが海だ。《Ｂ・Ｐ》にとっては海外への脱出に有利だと思えるかもしれないが、周辺は完全に封鎖する。瞳を連れて行く以上、最低でも二人乗りの特殊潜せん航こう艇てい級の船が要いる。それを見逃すはずはない。連中は、瞳を絶対に殺せないからな。俺おれたちが有利だ」


「その場で、瞳ひとみクンの脳のデータを収集するということも考えられるのではありませんか？」


　お湯を継ぎ足し継ぎ足しして入れた、素晴らしく香りの立つコーヒーを、千ち里さとは室長に持っていった。今度はチョコレートはつけない。受け取り、まずは香りを楽しんでから口に含む。そうして嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。その時に、目の横にできる皺しわが千里は好きだった。


「……開発部の話じゃ、データの収集には少なくとも二時間はかかるそうだ。それも、ウチの研究室にあるクラスの物を使って、な。ネットを介して連中が使ってるコンピューターに繫つなぐことも考えられるが、大規模なデータのやりとりが行われた場合、それをソフト的・ハード的に遮しや断だんする準備にも入っている。どちらにしろ、いつどこで襲おそわれるかがわかっていれば、対処の方法はいくらでもある、ということだ」


　その言葉を、今は信じるしかない──そして、千里は信じていた。ならば何な故ぜ、質問するのかと言えば、口にすることで新たな問題点が見つかることもあるからだ。


「ところで、二つほど気になることが」


　千里の声に、室長はコーヒーを飲む手を休めた。


「ＣＩＡのことか？」


「はい、ひとつは。どこへ潜もぐり込んだのか、所在はいまだつかめていません。横須賀にも人を張り付かせていますが、車両のひとつひとつを調べるわけにも行かず、トランクに潜り込まれていたらどうしようもありません。瞳クンの周辺にも、今のところ姿を現した形跡はありません……大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」


「連中が、瞳を殺すんじゃないか、ってことか？」


　千里は頷うなずいた。


「そりゃないだろうさ。ペンタゴンも《ＭＭＰＳ》に関して情報が欲しいはずだしな。それに瞳が狙ねらわれている理由は、まだ摑つかんでないはずだ。裕ゆ美みが米軍の手に落ちていない限りは」


「ご無事なんでしょうか……？」


「俺おれはそう信じてる。何ていっても勇ゆう二じの奴やつが一いつ緒しよだ。裕美にとって、それ以上に心強いことはないだろう」


　武器《トラスト》の南米の研究施設を急きゆう襲しゆうし、高たか幡はた裕美博士の救出作戦の指揮を取った、瞳の父である高幡勇二三等特佐は、《グリーンデビル》と仇あだ名なされるほどのジャングル戦のスペシャリストだと千里は開いていた。だが、二人が行ゆく方え不明になって二ケ月近くが経たつのに、いまだ何の連絡もない。兄妹として無事を願う気持ちはわかるが、楽観はできないと思えた。


「それで？　もうひとつの気になることってのは何だ？」


　室長は自然にしようとして失敗した、少し硬い笑みを千里に向けた。


　彼がいかに、妹のことを愛しているかがわかる。


　元々ＳＳＳは、高幡三等特佐と共に、テロによって殺されたと思われていた裕美博士の復ふく讐しゆうの意味もあって創設された組織なのだ。それを思うと、それほどまでに誰だれかに愛されてみたいものだ、と千ち里さとは軽い嫉しつ妬とを覚えずにはいられなかった。


「千里君？」


「あ、はい」千里は気持ちを切り替えて、表情を改めた。「……実は、各幕ばく僚りよう長ちように不ふ穏おんな動きがあります。赤坂の料亭で、与党のタカ派の政治家や、幕僚長同士で会合を持っているようです。その中に──」


　千里は自分の机から一枚の写真を取って、室長に渡した。


　目にした途と端たん、室長の口元が歪ゆがむ。


「……ミスター・ハンドか」


　千里は頷うなずいた。写真の男は、ネゴシエイターである。どんな険悪な相手との交渉でも纏まとめ上げることから、ミスター・ハンドの名前で知られているが、本名など、自分の過去に関してはアメリカ政府の手を借りて抹まつ消しよう済みという話だった。現在は、アメリカの兵器産業界に雇やとわれているとの情報を得ている。


　室長は、写真を指で弾はじいた。


「さて……これはどういうことかね？　シールズの裏切りに関して詫わびを入れに来たのか、それとも別の目的があってのことか……何にしても、しばらくは各幕僚長と、連中が接触した政治家、それとミスター・ハンドからも目が離せねえな」


「引き続き、全員に監視をつけてあります。動きがあれば、すぐに報告が入るはずです」


「さすがは千里君だ」


　今度こそ自然な笑顔を浮かべて、室長はカップを掲げて見せた。





　止まったバスの昇降口から降りて、アリシアは小さく息を吐いた。それは白く霧きりのようになって、すぐに拡散して消えてしまう。彼女の他ほかに降りる者はおらず、バスは扉を閉めて発進し、すぐに交差点を曲がって見えなくなった。


　瞳ひとみたちと、行きは一いつ緒しよでも帰りは別々なのは、生徒と教師という立場の違いで仕方がなかった。役割の差でもある。あくまで瞳に張り付くのはロシィの役目なのだ。アリシアは周辺の警けい戒かいが割り当てられていて、特に学校の警戒は重要だ、と言われている。


　今日の午後の授業の終了後にも、ＳＳＳ室長・阿あ部べ特佐から連絡があって、英語教師のジミー・ギルバートと、その娘、メグの動きを見張るようにとの話があった。特に、メグの方を特佐は気にしていたが、《ＭＭＰＳ》かもしれない、と思っているのなら、少なくとも自分の知っている顔ではない、とアリシアは報告してあった。それでも、と思うのは、整形をしているかもしれない、と考えているのだろうが、あながち的外れではなかった。


　アリシア自身、他のナンバーズと最後に顔を合わせたのは、半年以上前だった。《スペクタクルズ》──ロシィで八ケ月、《Ｂ・Ｐ》は一年だった。中には、三年も顔を見ていないナンバーもいる。その間に、顔が変わっていてもおかしくはない。


　だが、メグ・ギルバートにおかしな所はなかった。ただの子供で、本人に自覚はないだろうが、他ほかの教師たちを苛いら立だたせていた──アリシア自身は、『教師』服による感情の抑制が効いているので、何とも思わなかったが。


　父親の方も同様で、暖房の配管に亜酸化窒ちつ素そガス──俗に笑気ガスのボンベを仕掛けたり、屋上のタンクに睡すい眠みん薬やくの類たぐいを投げ込んだりする様子もなく、常に娘の動きに気を配り、ちょっと姿が見えなくなるとうろたえ、とても《トラスト》の工作員とは思えなかった。


（あれが演技なら、たいしたものだわ）


　白衣のポケットに手を突っ込んで官舎のマンションの方へと歩き出しながら、アリシアは本気で思った。その彼は、陽ひが暮れて、妻らしい女が迎えに来ると、その事に乗って三人で帰っていった。何も行わず。


　それが少し、アリシアは残念だった。もし事件が起こり、それを自分が解決すれば、判断に困ることのない一人に対しての評価になったのに。


　いまだ、《ママ》博士──高たか幡はた裕ゆ美み博士の行ゆく方えは知れないらしいが、ポイントは稼かせいでおいて損はない。そうすれば、自分の方がロシィよりも先に、本当の自分を取り戻す《服》を造ってもらえるかもしれないからだ。


（わたしには、瞳ひとみくんを拉ら致ちしようとした、というマイナスポイントがあるんだから、働いておいて損は絶対にないわ……）


　白衣の衿えりを立てるようにして片手で摑つかみ、アリシアは夜道をマンションへと急いだ。ひょっとしたら、こうしている間にも、ロシィが瞳に対してポイントを稼いでいるかもしれない。それを許すわけには行かなかった。


　墓石が並んだようなマンションの間をいくつか抜けると、やがて小さな公園と、その手前にポツリと立つ、コンビニの明かりが見えた。瞳たちと隣となり同士に住んでいる家は、公園を越えた向こうに立つマンションの七階にある。


　二車線の道路は、ほとんど車の往来はないのだが、一応、左右を確認した。ＳＳＳが、気が変わって自分を轢ひき殺そうとするかもしれない──その警戒である。体が常人よりは丈夫にできているといっても、限界はある。時速一〇〇キロで走る車に撥はねられれば、骨も砕けるし、打ち所が悪ければ死ぬのだ。


　暗がりにヘッドライトを消して潜ひそんでいる車はなかった。エンジンの音もしない。アイドリング中であれば、数百メートル以内ならばわかる。だが、アリシアは動かずに闇やみを睨にらんだ。


「あ、先生……」


　暗がりから、声と共に若者が現れた。自転車に乗った栗くり原はら勝まさるである。何のつもりか、ＳＷＡＴの装備に似た濃のう紺こんの服装に身を包み、腰には伸縮自在の警棒、電極を発射するタイプのスタンガンまで持っていた。おまけに頭には暗視スコープまでつけている。


　しかし、アリシアは少しも警戒などはしなかった。必要もない。敵対しようとするなら、一いつ瞬しゆんで背後を取って、首の骨を折ることができる。彼の瞳ひとみにはアリシアは消えたように映るだろう。


　だが、襲おそい掛かってくるどころか、勝まさるは何な故ぜかその場から身を翻ひるがえそうとした。


「どこへ行って、何をするつもりなの、栗くり原はらくん？」


　それを、その一言で止めた。一瞬、勝は固まったが、諦あきらめたように肩を落とすと、自転車を降りて作り笑いを浮かべて頭を搔かいた。


「いや、別に……」


「別に、で済まされる格好じゃないわよ？　罪を犯しに出かけようとする生徒を見過ごす訳には行かないわ。君より年下でも、一応、教師ですからね」


「ち、違うって！」


　とんでもない誤解だ、と言わんばかりに、勝はぶるぶると首を振った。色の抜けた髪が、街灯の明かりに光りながら揺れる。


「犯罪なんか、とんでもないですよ！　これはその……人助け！　人助けなんですから！」


「スタンガンと特殊警棒で？　誰だれかを救出にでも行くっていうのかな？」


　何とも必死な様子が面おも白しろく、そう尋たずねると、勝は、我わが意を得たり、とばかりに、


「そうなんですよ!!」


　と、大声を出した。誰かに聞こえるようになのか、とも一瞬思ったが、単に興こう奮ふんしたために思わず大きな声が出ただけらしく、思わずアリシアがスカートの裾すそから中に手を入れて、腿もものホルスターに収められた銃を摑つかもうとしたことにも気付かない様子だった。


「そう！　人助けなんですよ！」顔の前で、拳こぶしを握りしめる。「先生、あの噂、うわさ聞いてないですか？」


「噂？」


「ほら、夜になると裸の少女が国道を走ってるって、やつ。高たか幡はたは趣しゆ味みでやってるんだろうだからほっとけ、って言うんですけど、俺おれは事件性があると思うんですよね。タクシードライバーの証言はみんな似てるけど、同一人物だとは限らないじゃないですか。もし、女の子を拉ら致ちって道で捨ててる奴やつらがいるんだとしたら、ぜったい許せねえっすよ。俺が見つけてぶっ飛ばして警察に突き出してやります！」


　むふー、と鼻息の荒い勝に対して、しかし、アリシアの瞳は逆に冷えていった。


「……やめておきなさい」


　ぴく、と若者の眉まゆが動く。が、アリシアは気にせずに続けた。


「あなたの言う通りだとしたら、相手は複数でしょう？　一人で挑むなんて無む謀ぼうすぎるわ。あなたはそれで武装したつもりかもしれないけれど、武器は相手を逆上させることもあるし、奪うばわれたら、逆にあなたが危険になるのよ？　絶対に奪われない、という自信があるの？」


「そ、それは……」


　勝まさるは、なんだか小さな子供のように唇くちびるを尖とがらせた。顔立ちは瞳ひとみより大人びているのに、まるでだだっ子のようだ。しかしそれは気に障さわるものではなく、気が付けばアリシアは自分が微ほほ笑えみ、優やさしげな言葉をかけていることに驚おどろいた。


「あなたの考えは立派だと思うけれど、勇気と無む茶ちやは違います。本当に事件性があるのなら、この国の警察が動いているはずです。それを邪じや魔ますることにもなりかねないし、何より、あなた自身がそんな格好をしてうろついていれば、不審者だと思われて拘こう束そくされますよ？　そうしたら……あなたを迎えに行くのは誰だれかしらね？」


　赤い唇に微笑みを浮かべてそう言うと、勝は体をぶるっと震ふるわせて顔を青ざめた。この若者のデータは頭に入っている。身元引受人は、栗くり原はら千ち里さと特とく曹そう長ちよう以外にはありえない。


「……わかったよ」


「わかりました、でしょう？」


「わかりました！」


　諦あきらめるためか、わざと大きな声で言って、勝は自転車を来た方向へと向けるとまたがった。怒ったのか、と思ったが、彼は振り返ると、ニッと笑った。


「先生に心配させちゃ悪いもんな！　あ！　でも俺おれは、別に、正義感とかそういうことで、助けに行こうとしたんじゃないぜ？　噂うわさの女の子が、一〇代前半だっていうから、俺の将来のハニー候補を護まもるのは当然だろ？　それだけだから！」


　勝はそんなことを言ったが、本心ではなく、おそらくは照れ隠しだろう。この若者は軽口で自分の心を隠すところがある──それこそ服を纏まとうように、自分の本心を口にしない。そう、アリシアは感じていた。


　彼は走り出そうとして、しかし、ペダルに乗せた足から力を抜いた。


「そうだ、先生……俺、送ってこうか？」


　さも今思いついたように勝は言ったが、勇気を出して言ったのだとわかった。声の調子で、緊きん張ちようしているのが手に取るようにわかる。


「家はすぐそこよ？」


「そ、そうだよな！　じゃあ、気をつけて帰ってくれよな！」


　そう言うと、勝はまるで逃げるように自転車をこいで離れ、暗い闇やみの中に溶け、すぐに街灯の灯あかりの中に浮かび上がり、そしてまた見えなくなった。それを見送りながら、アリシアは、何な故ぜか微笑んでしまうのを抑えることができなかった。


（服の効果かしら？　生徒に思いを寄せられる女教師の気分になっている？）


　そうした情報までインプリンティングされているのかは知る術すべもなかったが、おそらくはそうなのだろう。今の自分は、あらかじめプログラムされた《擬ぎ似じ》のものだ。ならばあらゆる感情は、《触しよく媒ばい》によって与えられた反応に過ぎないはずだ。


（そうにきまっているわね）


　軽く首を振って、アリシアは白衣のポケットに再び手を突っ込んで、暗い公園へと足を踏み入れた。明かりといえば外灯がひとつきり。ディフォルメされた動物の遊具は、一種独特な雰ふん囲い気きをかもし出している。周囲の、林と言っていい常緑樹の梢こずえの下は、暗く闇やみが凝こっていた。


（……それにしても、気になるわね）


　ざくざくと砂っぽい地面を踏む自分の足音を聞きながら、アリシアは勝まさるの話を思い返して、公園の真ん中に立つ木の傍そばを通り過ぎながら、知らず、微かすかに眉まゆを顰ひそめていた。


（裸の女の子、ね……そんな偶然があるかし──！）


　一いつ瞬しゆんの判断だった。


　アリシアは白衣の衿えりを搔かき合わせると、捻ひねって一つにした。頭で判断してのことではない。


　ぐ、と強い圧迫感を喉のどと背中の両方に感じ、見れば、特殊アラミド繊せん維い製せいの抗弾効果のある衿に阻はばまれて、光沢のない黒いナイフの刃が、強く押し当てられていた。あと少し遅れていたら、間違いなく喉を搔き切られて、闇夜に真まっ赤かな噴水を生むところだった。


「……よく防いだわね」


　背後の闇の中、頭の上からそう声が降ってきて、アリシアは間かん髪はつを容いれずに、片方の肩にだけにかけるようにしていたトランクの側面を、空いていた手で殴なぐりつけた。途と端たん、蓋ふたが開いて、《触しよく媒ばい》の服が収納されたハンガーが横にスライドして、襲しゆう撃げき者しやの側面を襲おそう！


　喉からナイフが離れ、襲撃者は飛び退しさった。だが、予測済みのことだ。トランクが展開したその反動を利用して、襲撃者と自分の間にそれを立てて盾たてにする。


　砂すな埃ぼこりが立ち、しん、と辺りの夜気が凍りついたように静まった。


　しかし、襲撃者などどこにもいなかった。公園にはアリシアの他ほかに人の姿はなく、トランクを隔ヘだてて対たい峙じしているのは、一本の『木』。


「懐かい柔じゆうされだと聞いててっきり腑ふ抜ぬけになっていると思ったのだけど、そうでもないわね」


　そう、『木』が口をきいた。先刻までは確かに何もなかった場所に立つ『木』が。


「……やっぱり、おまえだったのね《Ｂ・Ｐ》」


　アリシアの言葉に『木』の瘤こぶがニヤリと笑った──と見えた次の瞬間、二つの枝は二本の腕に、幹は細い胴としなやかな足へと変わった。微かに残っている葉だと思ったのは固めてそう見えるようにした髪で、よく見れば体中に『木』に見えるようなペイントが施ほどこされていた。その手には大ぶりのナイフが握られている。先刻、喉に押し当てられた物だ。


「裸、と聞いて、そうじゃないかと思ったわ。おまえ一人で来たのかしら？」


　スカートの裾すそを捲まくり上げ、ホルスターから銃を引き抜きながら訊きくと、『木』──《Ｂ・Ｐ》はおかしそうに笑った。どろどろと鳴る太たい鼓このようなその低い声は、癇かんに障さわった。勝を家に帰したのは正解だった。


　ひとしきり笑うと、《Ｂ・Ｐ》は再びニヤリと笑って、白い歯が覗のぞいた。


「……当たり前のことを訊くのね。群れる必要がどこにあるの？　わたしたちは、独りで最高の戦せん闘とう芸術──そうじゃない？　わたしたちはただ一人で、ナイフであり、銃であり、戦車であり、戦闘機であり、戦せん艦かんでもある」


「くだらない」


　恍こう惚こつと呟つぶやかれたその言葉を、アリシアは一言で斬きり捨てた。《Ｂ・Ｐ》の黒々とした瞳ひとみに、はっきりとした殺意が宿ったのを見たが、恐怖は感じなかった。無事ではすまないかもしれない。だが、負ける気はしなかった。指が自然に、服を選びにハンガーに触れる──が、《Ｂ・Ｐ》は殺意を消すと、ふっと笑みを浮かべた。


「……ひとつ教えてくれる？　どうして《パパ》を裏切ったの？　とても悲しんでいたわよ？」


「《パパ》が？──ああ、そうかもしれないわね。せっかく作り上げた、とても高価な玩具おもちやを無くしたんですもの。そういう意味では悲しいんでしょうね。答えは簡単よ。わたしの本当に欲しいものを、本当のわたしを手に入れるためよ。知っているの、《Ｂ・Ｐ》？　《ママ》博士は生きているわよ？　死んだなんて噓うそ。少なくとも、《スペクタクルズ》は殺していない」


「アイツがそう言ったから信じるって？」


「違うわ。映像を見たのよ。施設を襲しゆう撃げきしたヘリに搭載されたガンカメラが、ジャングルへ逃げ込む《ママ》博士と、施設を壊かい滅めつさせた男の姿を──」


　そこまで言って、アリシアはハッとして《Ｂ・Ｐ》を見つめた。
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「まさか、おまえ、《ママ》博士を──」


「冗じよう談だんでしょう？」少女は裸の肩を竦すくめた。「わたしはカプセルの中で眠っていたわ。アンタと同じでね。目覚めていれば、殺していたでしょうけど」


「何ですって……？」


　アリシアが気け色しきばむと、馬ば鹿かにしたように《Ｂ・Ｐ》は口の端を歪ゆがめた。


「わからないね、どうして、そんなに過去にこだわるのか。覚えてない人間のことなんか、どうだっていいじゃない、わたしたちはここにいるんだから。……インプリンティングされた情報と調整の違い？」


　首を傾かしげる《Ｂ・Ｐ》の様子は、強がりや噓うそを言っているとは思えなかった。


「それじゃあ、おまえはどうして《パパ》博士に従っているの」


　それを聞くと、《Ｂ・Ｐ》は再び恍こう惚こつとした表情になった。


「決まってるじゃない。思う存分戦えるからよ。不安に怯おびえる兵士を、刑事を、政治家を、男を、女を、年寄りを、子供を、待ち伏せて、本人にも気付かれずに殺す、あの瞬しゆん間かんの快感！　自分の生が終わることが信じられないというあの目！……ペイントが流れちゃうくらい濡ぬれるわ。──ああ、アンタたちにはわからないか。同じ体を使うのでも、ベッドに引き込んで、こっそり心臓に針を打ち込むような殺し方をするような、淫いん売ばいには」


　無言で、アリシアは引き金を引いた。マズルフラッシュが輝き、その後で、装そう塡てんされていたのがゴム・スタン弾であったことに気が付いたが、一発も当たらなかったのでは、フルメタルジャケット弾でも同じことだ。硝しよう煙えんの向こうに、《Ｂ・Ｐ》の姿はどこにもなかった。


「フフフ……怒った？」夜の公園に、声だけが響ひびいた。「今日は、挨あい拶さつに来ただけだからこれで帰るわ。目的はあんたたちじゃないし。《ママ》博士の息子は、必ずわたしが貰もらうから。そうすれば、《パパ》がもっともっと強くしてくれる。でも、どんどん邪じや魔ましてね。その方が楽しいからさ──」


　姿だけでなく気配も遠ざかり、そして数秒後には完全に消えたが、油断はできなかった。先刻も、まったく気配を感じさせなかったのだ。それが《Ｂ・Ｐ》の特技でもある。


「…………」


　十分に周囲を探り、静かに息を吐くと、アリシアは自分を信じてデザートイーグルをホルスターに戻した。そうして、何事もなかったかのようにトランクを背負いなおし、マンションへ向かって歩き出した。





「銃声!?──むぐっ！」


　耳に慣れていれば、パンクの音とは違うとわかるそれが聞こえた瞬しゆん間かん、瞳ひとみはリビングのソファーから飛び降りて絨じゆう毯たんに伏せたが、その上に、ロシィがのしかかってきて、上げようとした顔を容よう赦しやなく床に押し付けられた。


　ボディガードとしては正しい行動だから、怒るわけにも行かない──例え、ちょっと鼻を擦こすってしまって、痛かったとしでも。瞳ひとみは頭にロシィの小さな手を感じながら、おとなしく伏せたままでいたが、二発目は聞こえてこなかった。


「……もう、大だい丈じよう夫ぶみたいだな」


　瞳が言うと、背中に馬乗りになっていたロシィは、窓への警戒を怠おこたらずゆっくりと立ち上がって、閉じたカーテンの隙すき間まから外を確認した。何秒かして、彼女は招くように開いた手の指を動かした。もう起きていい、ということだろう。


　ゆっくりと体を起こし、瞳はちょっと捻ひねった感のある首をゆっくりと回して、具合を確かめた。特に痛みはない。鞭むち打うちにはならなかったようだ。


「なあ、今の銃声か？」


　首を擦こすりながら訊きくと、ロシィはまだ窓の外を睨にらみながら、頷うなずいた。


「うす！　おそらくデザートイーグルっス。ここにいれば安全っス。この窓は防弾ガラスっスから。対戦車ライフルでも使えばヒビくらいは入るっスけど、それだけっス」


「だったら、伏せることもなかったな」


　それを訊くとロシィは振り返って、藁わらをよじったようなペイントのフレームの眼鏡めがねの奥から、じっと瞳を見つめた。


「通常弾なら、っスよ？　だけど《親方》博士が、新たな弾を開発していないとは言い切れないっス。こんなガラスなんか、粉々にしちまうかもしれないっス！」


　どすこい、と呟つぶやいてガラスを叩たたく表情からは、それが冗じよう談だんだとは思えなかった。口調は何かの冗談としか思えなかったが。


　いつもと違うしゃべり方の理由は、キッチンに目をやれば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


　テーブルの上には大きな土鍋が用意されていて、携帯ガスコンロの上でぐつぐつとだし汁が煮えている。脇わきには、肉やら野菜やらを山のように盛った笊ざるが、どん、と置かれていた。今夜の夕食──ちゃんこである。


　つまり、今かけているのは《相撲すもう取とりの眼鏡》で、藁をよじったように見える柄は、土俵の模様だということだった。ちゃんこ＝相撲取り。それを聞いた時には、


「いったい、どこに潜せん入にゆうして何をするんだよ！」


　と思わず突っ込んでしまったが、ロシィが真顔で、


「うす！　自分は、プロトタイプっスから。わけのわからないと思われる《眼鏡》もたくさんあるっス！　ごっつぁんでス！」


　ほっぺたを膨ふくらませて、むふー、と息を吐いた。


（激しく、何か誤解があるぞ……）


　瞳はそう思ったが、いちいち説明する気も失うせるほど、脱力してしまった。


　だが、昼間の眼鏡はわかる。


　暗殺対象に一二～三歳の子供がいれば、あの眼鏡で搦からめ手てで接近することができるだろう。子供と友人になれば、いずれは誕生日パーティなどに呼ばれて、難なく目標に接近し、ミッションを成し遂とげられるはずだ。


（本当に、年相応の子供にしか見えなかったもんな……）


　だが、それで正しいはずなのに、瞳ひとみは強い違い和わ感かんを覚えたことを否定できず、思い出しただけで胸の中に漣さざなみが立つのを感じた。


（……だけど、あれは瑠る璃りちゃんじゃなかった）


　そのことだった。


　ロシィは桜さくら乃の瑠璃であり、失われた彼女の時間が再現されたはずなのに、昼間、ギルバート先生の子供と遊ぶその様子は、脳に焼き付いて消えることのない彼女の思い出の姿とはまったく重ならなかった。そうしてそれがとても、自分が一人、大人になってしまったと感じたことと同時に、瞳を動揺させた。


　考えてみれば、ロシィが本当に桜乃瑠璃であるという証拠は、どこにもないのだ。


　顔も、体も、痕こん跡せきをとどめぬほどに整形されて、記き憶おくさえ圧縮されて封印されている。彼女こそが瑠璃だと、伯お父じがそう言っているだけだった。証拠は何も──


（だめだ、だめだ）


　瞳は首を振った。疑えば全すべてが疑える。ロシィは、名前に反応した。桜乃瑠璃、と呼ばれて、それでパニックが収まった。本人は覚えていないが。


　その時、玄関に誰だれかがやって来たことを知らせるインターホンが鳴った。下のホールの入り口ではない。鋼鉄の扉を一枚隔へだてた、その向こうだ。よけいなことを考えるのはやめて、四つん這ばいのまま子機のところへ行き、受話器を取った。


「はい」


「わたしよ、瞳くん」とアリシアの声がした。「開けてくれる？」


「あー、うん」


　受話器を置くと、瞳はロシィを振り返った。


「もう、立っていいか？」


　窓の外をそれでも一、二秒睨にらんでいたロシィはようやく振り返ると、うす、と頷うなずいた。


　瞳は背中を伸ばすと、もう一度首を回して、


「いい加減、その眼鏡めがね外せよ。ちゃんこはあと、材料を放り込むだけだろ？」


　と言って、玄関へと向かった。扉の覗のぞき穴から外を確認すると、長い廊下には、アリシアの他ほか、誰の姿もなかった。だが、その表情は険しい。鍵かぎを外すとノブが回って、彼女はいつものように我わが物顔で入ってきたが、瞳には一いち瞥べつをくれただけで、リビングの方へ真まっ直すぐに向かってしまった。


　鍵をかけ、慌あわててあとを追うと、アリシアが乱暴にトランクを置くところだった。ずん、と軽い揺れを足の裏に感じ、下の階が空き室でよかった、と瞳は胸を撫なで下ろした。


　対たい峙じしたロシィは、早、眼鏡めがねをパールホワイトに取り替えていて、その奥の瞳ひとみはいつもの鮫さめを思わせる表情に戻っていた。


「あれは、おまえだな？」


　開口一番にロシィはそう言ったが、瞳ひとみには何のことだかわからなかった。が、アリシアの方はわかったようで、短く、ええ、と答えて、白衣の衿えりをはだけて見せた。


「と、どうしたんだよ……？」


　思わず、声がうわずってしまった。アリシアの白い首には、くっきりと赤い線が一筋、残っていたからである。ペンで書いたとか、そういう類たぐいのものではない。出血寸前の痣あざ、という感じだった。


「《Ｂ・Ｐ》よ」喉のどを撫なでて、アリシアは答えた。「公園の『木』になりすましていたの。迂う闊かつだったわ。いつもと景色が違うことに気が付かなかったなんて」


「仕留めたのか？」


　スタンスを広めにとり、家の中でも脱がない赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートに通した腕を胸の前で組んで、ロシィはそれを訊きいたが、アリシアは首を振った。


「当たった感じはしなかった。見事に闇やみに溶けて消えたわ──来週の課外授業は、欠席した方がいいわね。危険すぎる」


「残念だが、それはできない」


　即答したロシィに、アリシアは眉み間けんに深く皺しわを寄せた。


「何な故ぜ？」


「そのことなら──」ロシィが続ける前に、瞳は声を出した。「俺おれも伯お父じさんに、休んだ方がいいんじゃないかって提案したんだけど、絶対に休むなって言われたんだよ。なんか考えがあってのことなんだろうけど……」


「室長はおそらく、瞳を囮おとりに使うつもりなのだろう」


　鮫の瞳で見て、ロシィは言った。


「？　どういうことだよ」


「言ったままだ。《Ｂ・Ｐ》をおびき寄せ、捕えるなり、確実に排除するなりするつもりなのだろう。奴やつにとって、ハーバーパークは絶好の狩場だ」


　アリシアも頷うなずいた。


「そうね。けれど、あそこは三方が海だわ。もし、瞳を拉ら致ちできたとしても、簡単には逃げられない──なるほど、檻おりとして使おうという訳ね。もしかして、あの場所に決めたのは、あの室長かしら？　だったら食えない男だわ」


「ち、ちょっとまってくれ！　じゃあ伯父さんは、俺を餌えさに《Ｂ・Ｐ》を捕まえようとしている──そういうことか？」


「だから、そう言っている」


　淡々とロシィに答えられ、瞳ひとみは焦あせった。


「待ってくれよ！　伯お父じさんは俺おれを守ろうとしてるんだろ？　そりゃおかしくないか？」


　アリシアは、聞きわけの悪い子供に向かってするように、ゆっくりと首を振った。


「おかしくなどないわ。《Ｂ・Ｐ》があなたを殺そうとしているのなら無む謀ぼうな策でしょうけど、目的はあくまで拉ら致ち。いつ襲おそってくるかわからない状況より、確実におびき寄せて決着をつける方が合理的だわ」


「で、でも、相手だって馬ば鹿かじゃないだろ？　そんなみえみえの──」


「いいえ、馬鹿よ」


　アリシアにきっぱりと言い切られて、瞳は二の句を継げなかった。


「自分の能力を遺い憾かんなく発揮できる機会を逃すはずがないわ」


「能力って……？」そういえば教えてもらってなかった、と瞳は思い出した。「《Ｂ・Ｐ》は、何を《触しよく媒ばい》に使うんだ？　まだ教えてもらえないのかよ」


　そう訊きくと、アリシアはロシィを何な故ぜか睨にらむように見た。


「教えておいた方がいいわ。おまえの訳のわからない理屈で、彼が攫さらわれちゃ困るのよ」


「……好きにしろ」


　何も読めない鮫さめの瞳ひとみでアリシアを見て、ロシィはそう言うと、それきり口をつぐんだ。


「そうさせてもらうわ。──瞳くん、《Ｂ・Ｐ》というのが何のことだかわかる？」


　瞳は首を振った。ロシィが《スペクタクルズ》、アリシアが《ドレス》と、それぞれ《触しよく媒ばい》を端的に表すコードネームを持っていることから考えるに、それに準ずるのだろうが、ちょっと思いつくことができなかった。


「《Ｂ・Ｐ》とは《ボディ・ペインティング》の略よ。つまり《Ｂ・Ｐ》は、体にペイントを施ほどこして、それを視認することで、脳の認識を切り替えるの」


　アリシアの説明に、瞳は思わず唾つばを飲み込んでしまった。それはつまり……常に裸、ということなのだろうか？　そう思った時、まるで考えを読んだように、ロシィの方から、カチリ、ともはや聞きなれた安全装置が外される音がして、横目で見ると、いつの間にか彼女は腕を解ほどいて、片方をコートの合わせ目に忍ばせていた。その後ろで、ぐつぐつと鍋が煮えている。


「でも、それってさ、どういう場面で役に立つんだ？」


　取り繕つくろうように、瞳は言った。


「は、裸……なんだろ？　例えば、フージェイの制服をペイントして、ベテランウェイトレスになりきったとしても、アリシアみたいに店に入り込むことなんかできないだろ？　遠目からならともかく、傍そばに来れば一発で、は、裸だってわかっちまうぞ」


「もちろん、そうね。だから、《Ｂ・Ｐ》が変わるのは、動植物、もしくは自然の風景──そうしたものなの。動物の隠いん蔽ペい色しよくという能力はわかる？　保護色とも言うわね」


「カメレオンみたいなやつか？」


「そう。体色を変えることで背景に溶け込む……これが《Ｂ・Ｐ》の能力のひとつ。そして、もうひとつが、動物のペインティングを施ほどこすことで、その獣けものの能力を手に入れることができる──といっても、基本的には人間の体でもできることに限るから、蛙かえるのペインティングを施せば、ゲロゲロ鳴いたり、六メートルくらいジャンプできるようになったり、器用に泳いだり、壁に張り付いたりはできるようになるけど、舌を伸ばして蟲むしを捕まえることはできないわ」


　なんだそりゃ、と瞳ひとみは頭がくらくらした。


「いや、六メートルジャンプも壁に張り付くのも、普通、人間にはできないって」


　思わず言ってしまってから、アリシアの顔が、ロシィの瞳ひとみが微かすかに曇くもるのを見て、しまった、と思った。だが、一度、口を出た言葉は戻らない。彼女たちは、能力を生かせるように肉体を強化・改造されているのをわかっていながら、つい『普通』と言ってしまった。すぐに、アリシアは微ほほ笑えんだが、それがどこか悲しげだと感じるのは、自らの罪悪感からだろうか？


「そうね……空も飛べるしね」


　自じ嘲ちようするように言ったアリシアの言葉に、瞳は目を瞬またたいた。


「おいおい、いくらなんだって──」


「といっても、滑空よ？　これはペインティングというより、わたしの方法に近いけれど、特殊なフィルムをムササビのように体の側面に張り付ければ、ビルとビルの間を渡ることもできるようになるらしいの。映像でしか見たことがないけど」


　ちらり、とロシィを見ると彼女も、事実だ、というように頷うなずいた。だが──


「ち、ちょっと待った！　《ＭＭＰ》理論っていうのは、他ほかの人間の経験と知識を転写するんだよな？　人間の脳に、動物の経験と知識を写すことなんかできるのか？　動物と人じゃ脳の作りがまったく違うんじゃないか？」


「もちろん、そう」アリシアの口調は、どこか授業をするようだった。「わたしも詳しくは知らないけれど、脳外科手術と催さい眠みん暗示によって、それぞれの動物になりきらされた人間の中から、特に優秀な被験者の脳の働きを抽ちゆう出しゆつして転写した、と聞いているわ。改造手術も受けたでしょうね。《Ｂ・Ｐ》の中にどれだけの動物の能力が写されているのかは知らないけれど、それと同じ数の人間が、素材として使われたのは確かよ」


　瞳は、たくさんの人間が様々な動物になりきってる光景を想像して、薄うすら寒くなった。ロシィやアリシアの場合とはまったく異なる気がする。


「それと最初の、どういう場面で役に立つのか、ということだけど」アリシアは続けた。「《Ｂ・Ｐ》は、わたしや《スペクタクルズ》のような万能型ではないの。都市部以外での、単独での潜せん入にゆう破は壊かい工作に特化した可能性を試す意味で調整された《ＭＭＰＳ》なの。ある意味、最も今度の任務には適した《ＭＭＰＳ》だけど……これほど自然が少ないとは、思わなかったでしょうね」


「あ！　それで、ハーバーパークか！」


「そういうことね。《Ｂ・Ｐ》がこの機会を見逃すはずはないわ。人工とはいえ、都内で最大の自然公園ですもの。そこでなら遺い憾かんなく、《Ｂ・Ｐ》は能力を発揮できる」


「だが、三方は海に囲まれた檻おりの中の自然でもある」


　呟つぶやいたロシィを、瞳ひとみは振り向いた。


「それでも来るのか？」


　その疑問に、ロシィは考えることもなく頷うなずいた。


「そうね、きっと来るわ」アリシアもそう言った。「わたしたちは、良くも悪くも、自分の能力に自信があるから。あの室長は、それをよくわかっているわね」


「だから、俺おれに囮おとりになれ、ってか」


　皮肉っぽく言った瞳を、じろりとロシィは見た。


「リスクはあるが、わたしは賛成だ。いつどこで襲おそわれるかわからないよりは、手が打ちやすい。安心しろ、わたしが必ず護まもる。それが、《ママ》博士との約束だからな」


「そいつは疑っちゃいないけどよ、課外授業なんだぞ？　他ほかの生徒はどうするんだよ」


「今さら、それを言う？」


　微ほほ笑えんだアリシアの指摘に、瞳は瞬しゆん間かん的てきに顔が紅潮するのがわかった。言い訳が喉のどにまで込み上げたが、呑のみ込んで腹の奥に収めた。


　いつ襲しゆう撃げきがあるかわからないという状況で、人込みの中にいた方が万が一拉ら致ちされた時にわかりやすい、という伯お父じの理屈に乗っかって、のうのうと登校を続けているのは事実だ。


　それは、瞳の『エゴ』だった。一度は、自分のために他の誰だれかがいなくなることを嫌って、自ら組織に投降しようとしだが、ロシィが桜さくら乃の瑠る璃りだとわかって、テロで死んだと思っていた母親が生きているとわかって、欲が出た。


　生き延びて、自分を取り戻した瑠璃と会いたかった──母と会いたかった。だから、瞳は登校することを選んだ。少しでも無事でいられる確率を上げるために。


（ひでえよな）


　自分でもそう思う。アリシアの言う通り、今さら、だ。


「大だい丈じよう夫ぶだろう」慰なぐさめるつもりか、ロシィはそう言った。「《パパ》博士の行動は、《トラスト》の総意ではないはずだ。違うか？」


　質問はアリシアに向けられたものだった。二人は見つめあい、そうしてアリシアは、慎しん重ちように頷いて見せた。


「そうよ。《パパ》博士は私財のほとんどを《ＭＭＰＳ》の開発に費やしてきたけれど、《トラスト》に参加しているほとんどの組織は、有用性にはずっと懐かい疑ぎ的てきだったし、試作段階の兵器のために自分たちの組織を危険に晒さらしてまで、兵を出そうというところはなかったわ。だからこそ、《パパ》博士は未完成のわたしたちを使うしかなかったのよ」


「つまり……どういうことだよ？」


　ロシィは瞳ひとみを振り向いた。


「つまり、少ない手て駒ごまを有効に使うためには、大規模な警備を敷かせたくはないはず、ということだ。もし、死者が出るようなことになれば、それがテロと認識されようがされまいが、周辺の人間の警戒感が高まる。それは望まないはず、ということだ」


「だけどよ、アリシアは木き沢ざわを殺すって言ったぜ？」


　まだ敵対していた時、彼女はそう電話をしてきて、瞳を脅おどしたのだ。


　するとアリシアは、目を細めて微ほほ笑えんだ。


「馬ば鹿かね。そんなの、ただの脅しに決まっているじゃない。その方法で本当にプレッシャーをかけるつもりなら、何も言わずに切り取って送りつけているわよ」


　少女の顔で、恐ろしいことをさらりと言う。


「わたしとしては、植物園のような所で《Ｂ・Ｐ》と戦やりあいたくはないけど、室長がそうしろと言うならするわ。今のボスは彼ですからね。逆らって査定に響ひびくのは願い下げだし。あとは瞳くん次第かしら？　どうする？　《Ｂ・Ｐ》のペインティングは、素しろ人うと目めにはよほど近くに寄らないと見破れないわよ？　あれは、一種のトリックアートだわ。そして、気付いた時には──」


　アリシアは、立てた親指で自分の喉のどを、赤く痣あざの残るそこを、切る真ま似ねをして動かした。


「まあ、瞳くんの場合は、殺されはしないけど。危険に身を置いてでも、一気に決着を付けるのか、それとも気長に日常の中で待つのか」


「……すぐに決めなくちゃ駄だ目めなのか？」


　思わず縋すがるような声になってしまったのは無理もないはずだ、と瞳は自分に言い聞かせた。恥ずかしいことじゃない、と。


「当日までに決めればいい」


　ロシィは、話は済んだ、とでもいうように視線を外すと、ぐつぐつと煮える鍋の置かれたキッチンへ向かって歩き出した。


「──答えはわかっているが」


　どういう意味か図りかねてアリシアを振り向くと、少女は肩を竦すくめてトランクの側面を叩たたいて、スライド式のハンガーを飛び出させ、基本服である黒のゴスロリドレスを取り出し、ふと気がついて瞳を見上げた。


「別に見ててもいいけど、覚悟はできているのかな？」


「え？」


　アリシアは白衣に手をかけながら、ちらりとキッチンの方へ視線を動かした。


　ハッとして、瞳は慌あわてて体ごとそっちへ向き直った。


　やはり、というか、ロシィはパールホワイトの眼鏡めがねの奥から瞳をじっと見ていた。その手に握られているのは菜さい箸ばしではなく、キャリコＭ９５０──ごくり、と唾つばを飲むと、狙ねらい定められた銃口が静かに下がった。


　ロシィはトレンチコートの前をはだけると、何事もなかったかのようにキャリコをホルスターに収め、今度こそ箸はしを持って、その先端をカチカチとあわせながら言った。


「──食事だ」





　水の流れる音に混じってコツコツと窓を叩たたく響ひびきに気付き、メグは首を傾かしげてシャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねってお湯を止めた。銀色の髪はまとめてタオルで包くるんであり、うなじから、白い背中に向かって水滴が滑すべり落ちていく。


　ここは、マンションの四階である。


　ドアに引っ掛けてあったタオルを取って前を隠すようにして、格子の付いた曇くもりガラスの窓へと寄った途と端たん、明らかに人のものと思われる腕が、ぬっと現れて窓を叩き、メグは危うく悲鳴を上げそうになった。


　が、その瞬しゆん間かん、あどけない少女の表情は消え、代わりに、どこか大人びた印象を与える表情が浮かび上がって、なんの躊躇ためらいもなく、窓を押し開けた。


　暗くら闇やみの中に、二つの瞳ひとみが瞬またたく。よくよく見れば、人の顔がそこにあるとわかった。だが、表立っている場所は、目の強きよう膜まく──白目の部分だけで、それ以外は全すべてフラットブラックに塗られていて、闇そのものと見えた。


「……《Ｂ・Ｐ》、何の用？」


　そう尋たずねると、黒塗りの少女──《Ｂ・Ｐ》は、歯を見せて笑った。平均より長い犬歯を含めたそれは真っ白で、ゆえにとてもよく目立った。


（チェシャ猫みたい）


　童話『不思議の国のアリス』に出てくる、ニヤニヤ笑いの不思議な猫のことを、メグは思い出した。彼女はとてもあの話が好きだ、と覚えている。


「ちょっと挨あい拶さつをしてきたわ」


　闇の中で、白い歯がニヤニヤと微ほほ笑えむ。


「……なんですって？」


「だから、挨拶よ。裏切り者の《ドレス》にね。もう一歩で、あの生なまっ白ちろい喉のどを搔かき切ってやれたんだけど、旧式の癖くせに、まだまともに動けるみたいだったわ。そうでなくちゃ、面おも白しろくないけれどね」


　舌打ちをしたいのを、メグは何とかこらえた。こんな戦せん闘とう馬ば鹿かでも、使い道はある。ゆっくりと呼吸をして感情を鎮しずめると、


「そう」


　とだけ答えた。《Ｂ・Ｐ》が何をしたいのかはわかっている。怒らせて、共同作戦を破は棄きさせたいのだ。彼女が、《パパ》博士の『命令』だから、仕方なく自分と組んでいるのだということはわかっている。本来、《ＭＭＰＳ》は単独行動が基本だ。そして、《Ｂ・Ｐ》は自分に自信を過か剰じように持っている。だが、メグは──《ウィッグ》は、自分には、《ドレス》と《スペクタクルズ》の二人を敵に回して目標を拉ら致ちするほどの戦せん闘とう技術がないことを理解していた。調整された目的が違うのだから、こればかりはどうしようもない。


　目もく論ろ見みがうまく行かなかったことを悟ると、《Ｂ・Ｐ》はニヤニヤ笑いを引っ込めた。


「で、何か情報は？」


「……来週の水曜日に、四し瑞ずい峰ほう学園の二年生は、全員で課外授業に出かけるわ。場所は、『東京ハーバーパーク』。動物園に水族館、それに、東京都内最大の植物園がある、あなたにおあつらえ向きの場所よ」


「それはいいわ」再び、闇やみの中で白い歯が微ほほ笑えんだ。「存分にペイントできるってわけね？」


「《パパ》博士の言いつけを忘れていないでしょうね？」


「もちろん──誰だれも『殺す』な。だけど、あの二人は別でしょう？　《ドレス》と《スペクタクルズ》は人じゃないわ。わたしたちと同じ兵器。ただ生体部品でできているっていうだけだから、それを『壊こわす』のは自由よね？」
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「…………」


　メグは、それを止めるつもりはなかった。好きにすればいい。それで《Ｂ・Ｐ》が『壊され』たとしても自じ業ごう自じ得とくだった。こちらは『高たか幡はた瞳ひとみ』さえ確保できれば、それでいい。ただし、言げん質ちを取られないよう、良いとも悪いとも言わないのが大事だ。後で責任をこちらに持ってこられたりしてはたまらない。


　それをわかっているのか、楽しげに《Ｂ・Ｐ》の白い目が細くなる。


「……まあ、いいわ。邪じや魔まはしないでね」


　がさ、と常緑樹の枝が鳴る。《Ｂ・Ｐ》が、風ふ呂ろ場ばの外に生えていた大きな木にぶら下がっていたのだと、メグは初めてわかった。


「あんたはあくまで、わたしのサポートなんだから」


　ふっと姿が消え、気配も完全に消えた闇やみを、メグは静かに見据えた。


（サポートね……勝手にそう思っていればいいわ。こっちこそ、あなたのことを存分に利用させてもらうから）


　ぶるっと体が震ふるえて、ずいぶんと冷えてしまっていることに、メグは初めて気付いた。窓を閉め、タオルをドアにかけると、もう一度バスタブに浸つかろうと、縁を跨またいで足を入れた。ぴりっ、とした心地よさを感じる。風呂から出た時に、体が冷えていては母親が心配してしまう。そのせいで外出ができなくなったりしては意味がない。


　唇くちびるが付くくらいまで体を沈めると同時に《ウィッグ》としての意識も沈める。


　表情が元の子供らしいものに戻って、メグは、何な故ぜ自分が再びバスタブに浸かっているのかわからないという顔を一いつ瞬しゆんして、しかしすぐに、『何となく窓を開けて外を見た』ことを思い出して、ゆっくりと目を閉じて、体を温めていった。
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「瞳ひとみクン、瘦やせた？」


　バンを発進させながら、バックミラー越しに自分を見た千ち里さとにそう訊きかれて、瞳は疲れた笑みを浮かべ、それを否定しなかった。


　水曜日の朝のことである。


　いつものように両りよう脇わきには、ロシィとアリシアが座っていたが、今日は勝まさるの姿はない。千里が姿を見せたのも久しぶりだった。今週に入ってからは、千里が少し忙しいということで、別のＳＳＳ隊員が送迎をしてくれていた。となると、勝はロシィとアリシアと一いつ緒しよに登校するという恩恵を受けられなくなるので、このところ毎朝、機き嫌げんが悪かった。


（今日は尚なお更さらだろうなあ）


　そうだと簡単に予測できる。千里が迎えに来てくれて、それで、姿が見えないのだから。


　だが、仕方がない。


　バンのドアを、わざわざ千里が運転席から降りて開けてくれたので、勝がいないとわかったのだが、車内で今日の課外授業中の警備などについての説明をするということだったから、それでおいてかれたのだろうとわかった。


「ちゃんとご飯食べてる？」


　国道に入る交差点で一時停止をして、そう尋たずねた千里を、ロシィがじろりと鮫さめの瞳ひとみで見た。


「もちろんだ。このところ瞳は食欲がないから、今朝は消化のいいものをと思い、中華粥がゆを作った。この《中国四千年特級厨ちゆう師し眼鏡めがね》でな。もちろん油ゆ条じようつきだ」


　赤せつ褐かつ色しよくのコートの前をはだけて、ちらりと抜き出して見せた眼鏡のフレームは、赤地に金の染料で中華っぽい文もん様ようが描かれていた。


　朝の光景が蘇よみがえってくる。


　疲ひ弊へいし切った体に銃声の目覚ましはきつい。恐怖と驚おどろきで目を覚まして部屋を出て行くと、廊下ではアリシアがゴスロリドレスの格好で大の字になってのびていて、顔には黒い十字架が張り付いていた。


　ため息をついてそれを剝はがし、べろんとめくりあがってパンツが丸見えになっていたスカートを元に戻して（わあ、と驚いて前まえ屈かがみになる『元気』もなかった）リビングへ向かうと、隣となりのキッチンで炎の柱が上がっていて、いっぺんに目が覚めた。


「ハイハイハイハイ！　アチョーツ!!」


　景気のいい掛け声と共に、少女の体格にはもてあますような北京ぺキン鍋なべを、ロシィが豪快に振るっていたのだ。それはいいのだが、どうやったのかはわからないが、上がっている炎はありえない量で、換気装置のフィルターが明らかに焦こげていた。


「お、おい！　なにやってんだよ！　火事になるだろ！」


「黙だまるアル！」


　駆け寄り、コンロの調節つまみに手を伸ばそうとしたその鼻先に、中華包丁が突きつけられて、瞳ひとみは足を止めざるを得なかった。肌に炎の熱気を感じる。その間も、ロシィは鍋を振る手を止めることをしなかった。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみには、紛まぎれもなく炎が燃えていた。


「中華料理は炎の料理！　炎は厨ちゆう師しの命アルよ！　消したらただじゃおかないアル！」


　その目は、本気だった。


「わ、わかったよ……」


　瞳は諦あきらめて朝のシャワーを浴びに行くしかなかった。あとは火災報知器が鳴らないことを祈るだけだったが、その心配は無用だった。初めから、スイッチが切られていたからだ。


（にしても……昔の漫画じゃあるまいし、母さんのイメージは、中国っぽいとみんな語尾が『アル』なのか？　おかしいって）


　後でその疑問を、パールホワイトの眼鏡にかけなおしたロシィにぶつけてみると、


「仮データだからな」


　と、冷静な答えが返ってきた。


「わたしたちは全すべて、量産化の前の『試作品』だ。本来の目的は様々なデータの収集にある。実際の潜せん入にゆう試験の前にはきちんとした言語データをインプリンティングされる予定だったが、その前にわたしは救出されたから、そのままになっている。まあ、今はおまえに合わせて日本語を主言語においているから、多少『訛なまり』が感じられるかもしれないが、眼鏡の特性に合わせた本来の言語で話せば、違い和わ感かんはないはずだ」


　つまりはそういうことらしかった。


　変な喋しやべりと過激な調理法はともかく、出来上がった料理は特級の名に恥じない物だった。朝から海鮮中華粥がゆと中華風捻ひねり揚げパンの油ゆ条じようは、疲れた体には重く、残念ながらあまり食べる事はできなかったが。


「でも、本当にどうしたの？　そのやつれ方、ちょっと普通じゃないわよ？」


　信号が青になり、国道にバンを乗り入れながら千ち里さとは重ねて訊きいた。


「《ドレス》が悪い」


　答えたのは、ロシィだった。瞳は、隣となりでアリシアの眉まゆが微かすかに動いたのを見た。


「《Ｂ・Ｐ》のことを、その能力を、瞳に喋ったのだ」


　バックミラーの中で千里は、あらあら、という顔をした。


「瞳が課外授業に出る気になったのは、不幸中の幸いと言うべきだが──」


「よく言うわね」瞳の肩越しに、アリシアは横目でロシィを睨にらんだ。「おまえは、こうなるとわかっていて、それで止めなかったんでしょう？　わたしだって、瞳くんがこれほど疲ひ弊へいするなんて思わなかったわ」


「それはおまえの洞察が足らなかっただけだ」


「なんですって？」


「やめろって！」両手を上げて、瞳は大声を出した。「こんなところで抜こうとすんな！」


　もちろん、銃を、である。ロシィはコートの中に、アリシアはスカートの中にそれぞれ、早、手を突っ込んでグリップを握っているのは明らかだった。


　互いを睨にらみ付けたまま、二人は手を抜いた。そこに銃はない。どっと疲れて、瞳ひとみは肩を大きく落とした。


　アリシアが《Ｂ・Ｐ》のことを話すのを止めなかったのが意図的で、それが、課外授業への出席を決めさせるための作戦だったのだとしたら、それは見事に成功した。


　話を聞いたその夜から、瞳は異常なまでに闇やみを、自然を、警戒するようになってしまったからだ。ロシィが、『空中庭園』に近付くな、と言った理由もそれでわかった。あそこは自然だらけで《Ｂ・Ｐ》が潜ひそむには絶好の場所だからだ。以前、グリーンベレーが潜んでいるかも、とロシィが警戒したことがあったが、それとはレベルが違う。あの時は気をつけながらも中に入ったが、今回は近付くことすらしないのだから。


　なんだか、憶おぼえてもいない昔の自分が蘇よみがえったようだった──恐ろしく周囲に敏感で、ただ起きているだけで精神を削り取られていったという、幼い頃ころに。


　それは、母の考案した《ＭＭＰ》理論によって、父の精神活動のパターンの一部をインプリンティングされて主人格の一部とすることで克服したはずなのだが、今度の場合は命の危機（すぐには殺されないのだが）なのだから仕方がないのかもしれない。


　樹きの傍そばを通る時に風が吹いて枝が揺れると《Ｂ・Ｐ》が腕を伸ばしたのかと警戒し、闇の中で何かが動けば《Ｂ・Ｐ》が来たのが、と立ち止まり、挙句には、天てん井じようの染しみ、ベッドの上の毛布の塊かたまりまでが、《Ｂ・Ｐ》の変装かも、と思えてしまうに至ってはほとんどノイローゼと変わらなかった。だが、ロシィもアリシアも、同じように警戒をしていたのだから、大げさな反応ではなかったのだろう。


　おかげで常に気が張った状態が続いて、ろくに眠れず、すると連動して食欲も落ち、数日ですっかりやつれてしまった、というわけだった。そして、


（これ以上、この状態が続いたら死ぬ……）


　そう感じて、課外授業への出席を、今朝、最終的に決めたのだった。これがロシィの作戦だったのだとしたらたいした策士だが、何となくこれは伯お父じの考えだったのではないか、と思える。そう考えれば、急にロシィが気持ちを変えて、アリシアが《Ｂ・Ｐ》の情報を教えるのを止めなかったのもわかるのだ。


「まあ、とにかく今日は、安心して課外授業を楽しんでくれて大だい丈じよう夫ぶよ」


　千ち里さとが言って、瞳はミラーの中の彼女を見た。その目は微ほほ笑えんでいた。彼女は左手をハンドルから離してシェードの裏に挟んであった紙を取ると差し出してくれた。受け取って開くと、それは地図──というより図面に近く、『東京ハーバーパーク』の全体図だった。両りよう脇わきから、ロシィとアリシアが覗のぞき込む。


「パークは、全天が透明度の非常に高いドーム構造になっていて、入り口は正面の陸橋を渡る一箇所しかありません。そこを除けば、周辺は全すべて海に囲まれていて、外に通じる従業員のための出入り口と非常口は全部で四〇箇所。内三〇箇所には、脱出用のゴムボートが常備されています。周辺の海底は、今朝までにダイバーによって特殊潜せん航こう艇ていなどの存在がないことを確認しました。各入り口は、瞳ひとみクンたちが到着した後で、従業員、警備員を装ったＳＳＳ隊員によって固めます」


「千ち里さとさん、それじゃあ《Ｂ・Ｐ》も侵入できないんじゃないの？」


「それは大だい丈じよう夫ぶ。確認はしてないけど、多分もう、潜入しているはずよ」


　ロシィは頷うなずいた。


「だろうな。瞳に警護がつくのは《Ｂ・Ｐ》もわかっているはずだ。ならば、数日前に潜入して、パーク内の全てを把は握あくして待ち構えるのが当然だ」


「瞳クンは、パークに入ったらロシィちゃんとアリシアちゃんと一いつ緒しよに、動物園、水族館、植物園の順番で移動してもらいます。その間に、他ほかの生徒たちは、こちらで安全な場所へ移動させますから──あとは存分にやっちゃって」


「存分に、って千里さん、煽あおるようなこと言わないでよ。大体、栗くり原はら──弟はどうするのさ？　あいつ、絶対について来るぜ？　アリシアが一緒なんだから」


「それなら大丈夫。あの子、今日は欠席だから」


　それは意外だった。昨日は『アリシア先生とデートだ！』とはしゃぎっぱなしで、クラスの女子から白い目で見られ、色々と突っ込まれていたのである。何が何でも、這はってでも出席すると思ったのだが──


「しょうがないわよねえ……それはそれはひどくお腹なか壊こわしちゃったんだから。昨日食べた生なま牡か蠣きがいけなかったのかしら？　わたしは全然平気だったんだけど、運が悪かったのね」


　千里は、ふふ、と笑った。


　瞳は、その微ほほ笑えみで全てわかった気がした。牡蠣に当たったんじゃない。おそらくは、千里が何らかの細工をして──おそらくは薬を盛って、勝を欠席に追い込んだのだ。


（わりい、栗原）


　瞳は、胸の中で彼に手を合わせた。千里も、弟を思ってのことだろう。まったく危険がないわけではないのだ。理由を話すわけにも行かない。それは伯お父じから止められている。ならば、取れる手段は限られてくる。


（明日、まだ俺おれたちが無事だったら、見舞いに行ってやるよ）


　そう考えて、瞳は自分の気持ちの変化に驚おどろいた。前だったら絶対にそんなことを考えなかったはずだ。広く、浅く、踏み込まず、踏み込ませず、が瞳の人との付き合い方だったからだ。ロシィたちのおかげ──せいだろうか？　彼女たちがやってきて、静かな時間はなくなった。プライベートに踏み込むな、という要求は通らず、散々に踏み荒らされて、そしていつの間にか何となく慣れてしまっていた。


「そんなことはないと思うけど」千ち里さとは前のトラックが減速したのを見て、慎しん重ちように車間距離を空けた。「万が一、瞳ひとみクンが《Ｂ・Ｐ》に拉ら致ちされた場合にも、手は打ってあるわ。パーク周辺の海上は、海上保安庁の協力を得て封鎖が完了しているし、ただひとつの陸橋もすぐに封鎖できるように手配してあるから」


「海上自衛隊じゃなく、海上保安庁なんですか？」


　瞳の質問に、千里はちょっと困ったように微ほほ笑えんだ。


「いろいろと事情があるのよ。ＳＳＳを面おも白しろく思っていない人も多いから。海上保安庁にも、正式な出動要請でなくて、大掛かりな麻薬と銃器の取り引きが行われる、って情報を流して、それでようやく引っ張り出したくらいだから──ああ、でも大だい丈じよう夫ぶ。ようするに網あみにさえかかれば、あとはわたしたちが対処するから、決して逃がさないわ」


「たのんます──ぐほっ！」


　ぺこりと頭を下げると、両りよう脇わきから肘ひじ鉄てつを食らって瞳はむせ返った。二人の一いち撃げきはそれほどに容よう赦しやがなく、脇腹に深々とめり込んだのだ。


「よけいなことをしなくても、瞳はわたしが護まもる」


「いいえ。わたしが護るわ」


　背中の上で、ロシィとアリシアが火花を散らして睨にらみ合うのを、体を折った瞳ははっきりと感じて、冷たい汗が浮かんだ。


　千里は、そう、と呟つぶやいて、あとは何も言わずにバンを運転した。


　打ち合わせ、と呼べるほどのものでもなかったが、とにかく、パークに着いたら三人で行動し、時間をかけて最終的に植物園に行けばいい、ということだ。もちろん、その前に襲しゆう撃げきがある可能性も考こう慮りよはされているだろう。だが《Ｂ・Ｐ》も人である以上、いくらなんでも魚や動物に、ペインティングだけで、人だとわからないように化けるのは無理だろう。そもそも、魚も動物も檻おりや水槽の向こうである。こっちに近づくことができない。植物園で襲撃がある、と考えるのが合理的だった。


（とにかく、早く学校についてくれー……）


　じりじりと高まっていく、いつ銃が抜かれてもおかしくない雰ふん囲い気きに瞳は、緊きん張ちようと睡眠不足で弱った体で、必死にそう祈った。





「……高たか幡はた、大丈夫？　なんだか顔色悪いけど……」


　可か愛わいらしい顔の眉み間けんに皺しわを作って、気き遣づかわしげに尋たずねた詠えい美みに、瞳は空笑いをしてみせた。


　校門前の道には一クラス一台、計五台のバスが停とまっていて、生徒たちが乗り込むのを待っている。手配されたのは名前も聞いたことがない会社のバスだった。


　同じクラスの成なる瀬せ恭きよう一いちが、


「このままどこかに連れて行かれて、殺し合いをしろ、とか言われたりして」


　などと言って、仲のいいクラスメートと笑いあっている。


　が、瞳ひとみはこのバスの正体を知っていた。伯お父じが手配したものだ。タイヤは中空部分に特殊な樹脂液を流し込んだ決してパンクをしない種類で、外板は徹甲弾をも弾はじく特殊鋼でできており、窓には防弾ガラスが使われているほか、外板と同素材のシャッターが下りるようになっている、ＳＳＳが試作した特殊兵員輸送車両──というのは、千ち里さとの受け売りである。


「そういえば、栗くり原はらは……？」


　望んでのことではないが、大抵一いつ緒しよにいる勝まさるがいないことに気付いて、詠えい美みは辺りを見た。アリシアのところにでも行っていると思ったのかもしれない。


「あいつ、今日は休みだってさ。腹、壊こわしたらしいぜ」


　瞳がそう言うと、詠美は目を瞬またたいた。


「そうなの？　じゃあきっと、すご～く悔しがってるね。あんなに楽しみにしてたんだもん」


「きっとな。──あ。乗車、始まったみたいだな」


　列が動き出して、Ａ組から生徒たちがバスに乗り込み始めた。その中に、違い和わ感かんのある姿を見つけて瞳は、あれ？　と目を眇すがめた。少女が一人、バスの乗降口の横に立っている。


「メグ・ギルバートだな」


　ロシィも同じものを見ていたのか、そう言った。メグはおとなしい感じの、お嬢じよう様さま学校の制服を思わせる服の上にコートを羽は織おっている。銀とも見える白い髪が、冬の陽ひ射ざしにまぶしい。父親であるジミー・ギルバートの手をしっかりと握って、わくわくする気持ちが抑え切れない、といった様子だった。


「母親が仕事の手続きで留守だから、特別に許可を貰もらって一緒に連れて行くそうよ」


　そう声が聞こえて振り返ると、いつもの巨大なトランクを軽々と担かつぎ、白衣を羽織ったアリシアと、その後ろでちょっと困ったような表情の小お野の真ま由ゆ美み先生が立っていた。話したのは、もちろんアリシアである。


「同じバスでなくて残念だな、ロシィ」


　瞳が言うと、ロシィは振り返って微かすかに首を傾かしげた。


「何な故ぜだ？」


「この間は、楽しそうに遊んでたじゃないか。もう友達になったんだろ？」


「わたしに友達などいない」


　ぷい、と顔を背そむけて、ロシィは前を向いてしまった。心配そうに視線を投げてきた詠美に、軽く肩を竦すくめて見せて、小さな後頭部を見下ろした。強がりではなく、本当にそう思っているのだろう。必要も感じていないのかもしれない。


　だがそれは、悲しい気がした。


　桜さくら乃の瑠る璃りは一七歳だ。だが、彼女の肉体に宿らされた、本人が擬ぎ似じ人格と言っているロシィ・プリムラは、そうではない。まだ、生まれて数年だ。記き憶おくの上では何歳の年令が刷り込まれているかは知らないが、スキルのインプリンティングには、おそらくは感情は伴っていない。やり遂とげた歓よろこびとか、そうしたものは不要だろう。初めから『プロ』として存在することを求められているのだから。


　経験と体験は、本来、同じ延長上にあるものだが、ロシィやアリシアの場合は違う。


　だから、できるだけそれを感じさせてやりたい、と瞳ひとみはこの前、《眼鏡めがね》の力を借りているとはいえ、楽しげにメグと遊んでいるロシィを見て思ったのだった──自分が感じた疎そ外がい感かんは、この際、外に置いておいて。


「じゃあ、あの子と友達になれよ」


　肉付きの薄うすい背中に言ったが、ロシィは振り返らなかった。そうして列が動き出すと、無言でトランクを担かつぎ、歩き出した。


（拒否はしなかったな）


　後ろに続きながら、瞳は鼻の頭を搔かいた。その脇わきに、すっとアリシアが寄って、白衣の腕を軽く押し付けるようにした。


「……つまらないことを言わないで」


　一言、瞳にしか聞こえないような声で呟つぶやいて離れ、列の最後尾について辺りを警戒した。


「先生、何だって？」


「え？　ああ……バスの中で騒さわぎを起こさないように、ってさ」


「ふうん」


　詠えい美みは、納なつ得とくしたのかはわからない声で言い、しかし、蒸し返すことはなかった。


　バスに乗り込むと、ロシィは真まっ直すぐに最後尾に向かい、トランクを席の後ろに乗せた。これは、一種の盾たて代わりだろう。後部の窓は狙そ撃げきするにはもってこいの大きさだった。事前の席割で、ロシィ、瞳、アリシアの三人は最後尾に決まっていた。もちろん、決めるのに使ったクジには細工がしてあって、絶対にそうなるように仕組んであった。


　そして、これは偶然だが、勝まさると詠美も同じ席だった。ロシィとアリシアが小さいので、五人並んでも楽々座れるとわかっていたが、勝まさるが欠席したことでさらに座席はゆったりだった。


　瞳は窓際が良かったのだが、それは許可されなかった。左手の窓際には詠美が座り、隣となりにロシィ、瞳、右隣にアリシアが座ることになっている。その横が勝だったのだが、そのこともまた、今日休むことになったのを呪のろう気持ちだろうな、と思える要因だった。


　生徒が全員乗り込み、最後に二人の先生──小お野の先生とアリシアが乗り込んで、二人が席につくと、バスは前のクラスに続いて発進した。アリシアのトランクは、やはり盾代わりにロシィのトランクの隣に並べて置かれた。小野先生の席は一番前である。学年主任の北きた岡おか先生と同じバスにならなかったことを、心から喜んでいるのがよくわかった。


　目的地の『東京ハーバーパーク』までは、僅わずか三〇分の道程なので、バスガイドはいなかった。だが、長距離観光バスを模しているこのバスには、トイレもあれば各座席に小型の液晶ＴＶもついていて、当然のようにマイクもあった。となれば、


「ねえ、カラオケやろうよ！」


　という提案が起こるのは、至し極ごく、当然のことだろう。マイクを上げたのは、結ゆい川かわ亜あ矢や。クラスの中でも一番のカラオケ好きで、ほとんど毎日、歌いに出かけている。瞳ひとみも何度も誘さそわれて一いつ緒しよに行ったが、実力の程は相当なものだった。


「ちょっと、駄だ目めですよ！」


　一応、形だけは小お野の先生も止めてみせるが、そんなことでは止やめないことは、先生もわかっているだろう。結川はどこでもそう変わらない、カラオケのスイッチを入れて曲のナンバーを打ち込むと、クラスメートの膝ひざを飛び越えて中央の通路に出て、マイクを突き上げた。


　バスを揺るがすような歓声が上がる。


　その大きさに、ロシィとアリシアは眉まゆを顰ひそめた。


　結川は三曲を歌い、マイクをクラスメートに差し出した──が、誰だれも受け取ろうとしない。どうしたって比べられてしまうから、達者な結川のあとに続くのは勇気がいるのだ。


　彼女は、だらしないわね、とでも言いたげに片眉を大おお仰ぎように上げて見せて、それから、銃口を突きつけるようにマイクをロシィのところで止めた。


「どう、歌ってみる？」


　挑戦的に、微ほほ笑えんでみせる。


　すると、意外なことにロシィは、すっくと立ち上がった。


「おい、よせって」瞳は小声で囁ささやいたが、ロシィは座り直そうとはしなかった。「おい──」


「友達を作れと言ったのは瞳だ」瞳の声を、ロシィはそう遮さえぎった。「日本では友達はカラオケをやるのだろう？　見て──いや、聞いているがいい」


　そう言うとロシィは、コートの内側から、ショッキングピンク地に星の模様が入った眼鏡めがねを取り出し、一いつ瞬しゆんにしてパールホワイトの基本眼鏡とかけ替えた。途と端たん、鮫さめのようだった瞳ひとみに、星の輝きが、きらん、と灯ともる。彼女は瞳の膝ひざを、軽々と飛び越えた。コートの裾すそが翻ひるがえり、白くて細い足が、ホルスターに収められた巨大なキャリコＭ９５０が、丸見えになって焦あせったが、彼女が『モデルガン』を常備しているのは周知の事実であったので、誰も騒さわがなかった。


「何、歌う？」


　しっとりと肌に汗を滲にじませた結川がマイクを差し出しながら言うと、ロシィは、瞳が中学生の頃ころに人気が絶頂で、ほとんど誰もが知っている、某アイドルの曲を告げてマイクを受け取った。イントロが流れ出した瞬間、独特のポーズで構え、バス全体がどよめいた。それだけで、ただの真ま似ねではない、と感じさせる動きだった。


　そうして、ロシィが歌いだすと、感動でぞわぞわと肌が粟あわ立だった。普ふ段だんのロシィの声よりも一オクターブは高い甘ったるい歌声は、そのアイドルにとてもよく似ていた。ロシィが誘い、クラスメートたちが声を合わせる。結川も呆あつ気けに取られていたのは一瞬で、すぐにそれに混じった。挑戦的な色は消えて、すっかり楽しんでいる。


　そんな中、瞳ひとみはある事件を思い出していた。このアイドルは確か、ニューヨークでレコーディング中に二日ほど行ゆく方え不明になって大騒おおさわぎになったことがあったのだ。結局それは、軽い交通事故にあって極秘で精密検査を受けていた、という話だったのだが──


「なあ……もしかして、このアイドルの歌のスキルをコピーしたのか？」


「それ以外に、何があるの？」


　アリシアの答えは簡潔だった。では、あれは《トラスト》の仕し業わざだったのだ。にしても、これは日本の芸能界に潜せん入にゆうするための眼鏡めがねなのだろうか？　国民的アイドルになれば、ファンの心理を誘ゆう導どうすることも可能だ。その目的だろうか。


「アリシア先生！　先生もどう!?」


　一曲終わって、すっかり興こう奮ふんした様子の川かわ島しま太た郎ろうが、そう後ろに向かって手を振った。ロシィが微ほほ笑えみながらじっとこちらを見ている。


　ふっと微笑んで、アリシアは立ち上がった。


「おい、まさか──」


　止める間もなく、アリシアは後ろに置いていたトランクを持ち上げて通路に置くと、天てん井じよう部分を叩たたいた。途と端たん、最後尾の座席から以外は見えないような形で、トランクが展開し、瞬しゆん時じにハンガーがせり上がってずらりと衣装が現れる。アリシアは瞳と詠えい美みが見ている目の前で白衣とスーツ、その下の純白のスリップまで脱いでショーツ一枚だけになると、ハンガーからスパンコールが無数に貼はり付けられたドレスを摑つかんだ。ロシィがなりきっているアイドルの衣装にそっくりだ！　これも一瞬で袖そでを通し、トランクの内側に装備された《鏡》を覗のぞき込む。


　表情が変わる──アイドルっぽいそれに。そして、瞳ひとみには星。アリシアは《触しよく媒ばい》によって性格は影えい響きようを受けないはずなのだが、例外もあるのだろうか？


　タイミングを合わせたようにイントロが始まる。アリシアは、トランクの側板に触れた。ゆっくりとそれが閉じていくにつれて、着替えを終えたアリシアの姿が顕あらわになる様子は、コンサートの舞台から迫せりあがってくるようにも見えた。


　一瞬の静せい寂じやく──だが、それはすぐに歓声に変わった。


　アリシアは、ロシィとよく似た表情でトランクを飛び越え、バスの前方に走っていくと、すぐに結ゆい川かわから差し出された別のマイクを受け取った。直後、長めのイントロが、ダンスが始まるパートに差し掛かり、二人は、寸分違たがわぬ、完全にシンクロした動きで踊り、そして、歌いだした。


　二人が同じアイドルのスキルをインプリンティングされているのは明らかだった。


　拍手と声援にバスが揺れる。小お野の先生までもが、すっかり喜んでいる。


（マジかよ……）


　瞳はずるずると座席をずり下がって、トランクがどかされたことでできた射しや撃げき可能な視界から体を隠しながら、苦笑した。ちらりと横を見ると、詠えい美みも楽しそうに手拍子をしている。まるで、本物のアイドルが現れたかのように。一人、冷静なのが馬ば鹿かに思えた。


（ま、いいか……）


　スキルが刷り込まれたものであっても、今、二人は楽しげだった。そして、楽しいと思えるのなら、それは二人の『今』の体験だ。歌い、踊る、少女たちを見つめながら、瞳ひとみはその歌声に合わせて、知らず、つま先でリズムを取っていた。


　こうして突とつ如じよ、開催となったミニ・コンサートは、クラスメートからのアンコールが繰り返され、パークに到着するまでの残りの二〇分間、ずっと続いたのだった……。





「そうか、わかった。引き続き監視を続けてくれ──ああ、その時はすぐに連絡を」


　一見、携帯電話にしか見えない小型の特殊な無線機を応接のテーブルに置くと、阿あ部べ室長は食べかけだった弁当を再び手にした。ビル内の食堂で作られている物で、食堂で食べるのが基本なのだが、彼はこうして弁当にしてもらうことが多かった。今日のメニューは、薩さつ摩まの黒豚を使った味み噌そカツである。


　千ち里さとは席を立つと給湯器のところへ行って、コーヒーではなく緑茶を入れると、静かにテーブルに置き、空の湯ゆ呑のみを下げた。
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「お、ありがとう」


　豪快に、大きなカツをふた切れと、おにぎりほどもあるご飯の塊かたまりを箸はしですくうようにして取って口に放り込むと、ろくにかまずに飲み込んで、その後で一気にお茶を半分飲む。


「パークからですか？」


　ちらりと時計を見て、千ち里さとは訊きいた。時間は、お昼の一二時四〇分を回っている。瞳ひとみたちも今いま頃ごろ昼食の時間だった。予定では、それが済めば植物園に向かうことになっている。


「ああ。今のところ、《Ｂ・Ｐ》は姿を見せてねえ」


「先刻、海上保安庁の高速巡視艇の出港準備が整ったとの連絡が諜ちよう報ほう課かからありました」


「準備は万ばん端たん、ってとこだな。──ガンシップは？」


「緊きん急きゆう演習、ということで届けを出してあります。模も擬ぎ戦せん、空砲の発砲の許可も取れてます」


　室長は、空から逃げることを想定して、ＳＳＳ所属のガンシップ──攻こう撃げきヘリの飛行許可を申請し、それが今朝受理されたのだった。


「空も、海も、備えはこれでいい。あとは《Ｂ・Ｐ》がいつ出てくるか、だ」


　その時、千里のデスクでパソコンが、メールの着信を告げた。空の湯ゆ呑のみを給湯器の脇わきの流しに戻してから席に戻り、マウスを動かしてスクリーンセーバーを解除し、メーラーを立ち上げた。届いたメールはアメリカで活動中の諜報員からで、暗号化処理が施ほどこされていた。パスワードを打ち込む。すぐに解凍が始まる。


　ゆっくりと『終了』に向かってバーが伸びていく様子を、千里はじっと見つめた。





　瞳たちは昼食を、パークの動物園内の売店のパンで済ませた。


　買ったのは、チキン南なん蛮ばん風ふうサンドイッチと缶コーヒーで、どちらも当然のように先に一口、ロシィが毒味を終えてから、瞳は食べることを許されて、今はもう腹の中である。


　今日は四し瑞ずい峰ほう学園の二年生で全すべてを借り切っているので、辺りに人は多くない。ベンチに並んで座って眺めても、ぽつぽつとまばらにしか入園者を見つけることはできなかった。


「ねえ、午後はどうするの？」


　小さな弁当箱を、可か愛わいらしい柄の布ふ巾きんで包みながら訊きいたのは詠えい美みだ。パークについてからの行動は自由で、特に班割とかもなかったのだが、結局は暗あん黙もくの了解のように、いつものメンバーになった──と言っても、勝まさるは今いま頃ごろベッドで枕まくらを涙で濡ぬらしているだろうが。


　バスの歌の一件で、眼鏡めがねをいつものパールホワイトに戻して普ふ段だんの無ぶ愛あい想そうなロシィに戻っても、一いつ緒しよに回らないか、という誘さそいがいくつもあったが、当然のように彼女はそれを断った。だが、ノリは良い、とあれで思ってもらえたのか、はっきりとロシィと、それにアリシアを見る目が変わったのを、瞳は感じていた。


「午後か……どうするかな」


　本当は、決まっていた。植物園に行き、《Ｂ・Ｐ》を待つのだ。だが、それを言うわけにも、詠美を一緒に連れて行くわけにもいかない。他ほかの生徒もそうだ。誘ゆう導どうは進んでいるはずだった。その手て筈はずになっている。全すべてが済んだら、合図がある。


　その時、後ろから足元に四角い影が伸びてきて、瞳ひとみは振り返った。


　ベンチの背もたれの向こうに立っていたのは、アリシアだった。スーツに白衣、という教師の格好で、肩にかけたトランクのベルトを押さえていない方の手は、白衣のポケットの中だ。


「あ、先生──」


「木き沢ざわさん、小お野の先生が呼んでいたわよ？　動物園の入場口で。至急だそうよ？」


「え？　あ、はい……」


　詠えい美みは立ち上がると、名な残ごり惜おしそうにしながらも、アリシアの視線の強さに押されてベンチを離れ、動物園の入場口の方へと小走りに向かった。そうすれば、少しでも早く戻ってこれる、とでもいうかのように。


「噓うそだろ？」


　瞳が言うと、アリシアはにこりともせずにベンチの前に回ってトランクを降ろした。


「当然でしょう？　誘ゆう導どうは、ほぼ終わったそうよ。植物園に生徒はいないわ」


「案外、時間かかったな」


「仕方ないわね。放送を使うわけにはいかなかったんだから。《Ｂ・Ｐ》に丸聞こえじゃ、意味がないでしょう？」


「そりゃそうだな」


　瞳は立ち上がると、サンドイッチの包装紙と空き缶をそれぞれ別のゴミ箱に放った。見事に入り、缶の方は派手な音を立てて、それはやけに響ひびいた。


「で？　どうするんだ？　おまえたち二人とも、俺おれにぴったりくっついてんの？」


「それは、わたしの役目だ」


　コートについたパン屑くずを叩たたき落として、ロシィはトランクの天てん井じようを軽く叩たたいた。ジャカッと音を立てて、銃架が横にスライドして現れ、大ぶりのナイフをひとつケースごと取り出し、それを瞳に差し出した。


「持っていろ。おまえを護まもりきることに、わたしは何の不安もないが、この世界に『絶対』はない。備えは無む駄だではない」


「ああ」


　瞳はナイフを受け取ると、それを制服のベルトに通して腰の後ろに固定した。ナイフの扱いには、自信がある。もっともそれは独自に習得した物ではなく、父である高たか幡はた勇ゆう二じの性格をインプリンティングした際に、《おまけ》としてついてきてしまったものだが、それを使いこなすために、瞳は父から散々しごかれた──憎にくまれているのではないか、と思えるほど厳しく。


　しかし、残念ながら、銃のスキルは転写されなかった。


　ロシィがナイフだけしか渡してくれなかったのは、素しろ人うとが撃うってもまず当たらないからだ。相手が《ＭＭＰＳ》では、威い嚇かくにもならない。


　気が付けば周囲から人の姿は完全に消えて、檻おりに閉じ込められた獣けものの鳴き声以外は、聞こえなくなっていた。だが、元々人が少なかったこともあって、異常と思えるほどではなかった。


　アリシアはトランクを展開してハンガーを引き出すと、迷彩柄のコンバットスーツ一式を取り出し、素早く着替えた。さらに、迷彩カバーをつけたバリスティック・ヘルメットを被かぶり、迷彩柄を施ほどこしたＭ４Ａｌカービン銃を取り出した。近距離戦せん闘とう時に素早く照準をあわせるためのダットサイトと、構えを安定させるためのフォアグリップをオプション装備したタイプの物だ。


　別段、憶おぼえるつもりでなくても、伯お父じと父が特殊部隊の隊員だと、つい憶えてしまう。


　他ほかにも、スタングレネードや予備の三〇連マガジンなどを次々と装着していく。太ふと腿もものタクティカル・ホルスターには、ヘッケラー＆コッホ社のＳＯＣＯＭ・Ｍｋ２３を収めた。


「わたしは木々の間に紛まぎれて、おまえをガードしながら《Ｂ・Ｐ》を探すわ。打ち合わせ通りに、まずは順路通りに一周ね」


　瞳ひとみとロシィが頷うなずくのを確認すると、アリシアはトランクを閉めてロックしてから駆け出し、たちまち見えなくなった。


「こっちも行くぞ」


　ロシィは銃架を戻すと、トランクを肩に担かついで先に立って歩き出した。腰のナイフの重さを頼たのもしく思いながら、あとに続く。動物園と植物園を繫つなぐゲートの前には、警備員が一人立っていたが、二人を見ると軽く会え釈しやくをして、扉を開けてくれた。銃は身につけていなかったが、すぐ傍そばに置かれた、蓋ふたにテープで封をされたダストシュートの中に、カービン銃などの小火器が隠されているはずだった。


　中に入ると、空気はむっと暖かかった。多少、気温が高く設定されているようだ。道はゴルフ場で使うような小型のカートが、一台通れるほどの広さしかない。もはや姿は見えなかったが、このどこかにアリシアがいるはずだった──《Ｂ・Ｐ》も。


　どこからか、あまり綺き麗れいとはいえない鳥の鳴き声が聞こえたが、植物園には鳥は放し飼いにはされておらず、雰ふん囲い気きを出すために、スピーカーから流されているテープのはずだった。


（……前言撤回）


　周囲を見回しながら、瞳はそう思った。十分に不ぶ気き味みだ。順路を示す看板が、赤い矢印で右へ行くように指示を出している。ロシィは赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの前を留めている複数のベルトのいくつかを外して、矢印の方へと歩き出した。瞳も続く。


（こいつは、なかなか……）


　自分の心臓が激しく鼓動を打つのが、はっきりと感じられる。少しでも落ち着こうと深呼吸をすると、木々の葉によって生産されたばかりの空気が、その手助けをしてくれた。


　どこを見ても、そこに《Ｂ・Ｐ》が潜ひそんでいるような気がした。


　なるべく道の真ん中を歩く。左右から手を伸ばしても、ギリギリ届かないと思えた。いきなり摑つかまれて、林の中に引きずり込まれるのは避さけなければならない。


「もっと普通にできないのか？」


　こっちの緊きん張ちようを感じ取ったのか、前を見たままでロシィはそんなことを言った。


「無理言うなよ。周りは木だらけなんだぜ？　アリシアが後ろを取られるくらい、上手く化けることができるんだろ？　俺おれなんかが気付けるはずないんだから、緊張して──うわ！」


　がさ、と右手の木の間から音がして、瞳ひとみは思わず反対側に飛んでしまっていた。背中に左手の木々が迫る！　しまった、と思ったが止まらない。枝に偽装した腕が伸びて、襟えり首くびを摑まれるところを想像した。だが。


「痛っ」


　その前に瞳は胸倉を摑まれて、舗装された道へうつぶせに引き倒され、ロシィにのしかかられていた。膝ひざで背中を押さえ込まれていて身動きができない。彼女だけならともかく、トランクの重みまで加わっているために、背骨が折れそうなはど重たかった。


　どのくらいそうされていたのか、正確なところはわからなかった。おそらくは、一～二分というところだろう。だが、ずいぶんと長く感じた。


　やがて、ロシィはゆっくりと膝をどけると、いつ抜いたのかわからなかった、キャリコＭ９５０をホルスターに戻して、


「立っていいぞ」


　と、にこりともせずに言った。


　文句は言えなかった。これが、彼女の任務なのだ。それに、あの程度の音に驚おどろいて、ナイフを抜くでもなく、飛び退しさった自分が悪い。かといって、礼を言う気にもなれなかったが。


　ロシィの方でもそんなものは求めていない様子で、何事もなかったかのように歩き出した。


「世間話でもするか？」


　不意にそんなことを言われて、瞳は目を瞬またたいた。


「何だよ、急に」


「黙だまって歩いているのも不自然だろう？　こういう時は世間話だ──最近、学校はどうだ？」


　振り返りもせずに、そんなことを言った。


「どう、って、毎日一いつ緒しよに行ってるだろ？」


「……そうか。それもそうだな──では、部活は最近どうだ？」


「だから、入ってないの知ってるだろ？」


「ん……そうだった。難しいものだな、あらたまって世間話をするのも──ならば、これはどうだ？　瞳、好きな人はいるのか？」


　ぐ、と何もかもが喉のどに詰まった。


　もし牛乳を飲んでいたりしたら、直後に大噴射してしまっていただろう。


「な、何だよ、いきなり……」


「だから世間話だ。恋の話は万国共通だろう？　そう教えられたぞ。それに、保護者としてはそうした相手のことも知っておく必要があるだろう？」


「い、言えるかよ……」


「何な故ぜだ？」


　前を向いたままの後頭部が、ちょっと可か愛わいらしく傾く。


「き、決まってるだろ？」瞳ひとみは声を潜ひそめた。「どこで《Ｂ・Ｐ》が耳をそばだてているか、わからないんだぞ？　人質に取られたらどうするんだよ？」


「ん、それもそうだな」


　こっくりと、長い黒髪の頭が頷うなずく。


　納なつ得とくしてくれたらしい、とわかり、瞳は胸を撫なで下ろした。冗じよう談だんではない。言えるはずがなかった。まだ桜さくら乃の瑠る璃りが──つまりは、ロシィのことが好きなのかもしれない、などと。


　自分が恋をできないのは、誰だれとでも距離を取って接しているからだ、と思っていたのだが、ロシィが瑠璃だとわかってからは、そうではなかったのかもしれない、と考えるようになっていた。
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　当時、瑠璃に抱いた思いは、今なら初恋だとわかる。


　だが、それには決着がつかなかった。


　どころか、彼女も自分のことを好きかもしれない、という、都合の良い希望を抱いたまま、凍結されてしまっていたのだとわかった。


　しかしそれは、ロシィの出現によって溶け出した。


　彼女は瑠る璃りとは似ても似つかず、いまだに時々は、全すべて噓うそなのではないか、という不安が頭をもたげることもあるが、温ぬくもり始めた想おもいはじわじわと温度を上げつつある。


　早く瑠璃に逢あいたい。そして謝りたかった。クラスの男子にからかわれたくらいで、見舞いに行かなかったことを。


（それには、今日を乗り切らなくちゃな）


　そう考えると、少し気分が落ち着いた。小さく拳こぶしを握って、よし、と呟つぶやいてみる。すると、また少し、力が出た気がした。怪け訝げんそうにちらりと振り返ったロシィの、鮫さめに似た菫すみれ色いろの目と視線が合い、瞳ひとみは頰ほおが少しだけ熱くなるのを感じて、愛あい想そ笑わらいを浮かべた。


「…………」


　まったく無視してロシィは前を向くと、歩を進めた。残念なような、助かったような、そんな気分になる。と──


　ロシィが不意に足を止めて、手を横に上げ、瞳にも止まるように合図をした。しん、と静まり返った世界に、規則的な間かん隔かくを空けてテープの鳥の声が流れる。何も聞こえない。が、さらに耳を澄すますと、遠くから泣き声のようなものが聞こえてきた。


（女の子？）


　手を招くように動かしてから、ロシィはゆっくりと進み始めた。瞳も離れないように付いて行く。緩ゆるやかに弧こを描く道を進み、一ひと際きわ茂っている樹きの一群を過ぎると、その先に白い小さな建物があって、その傍そばにしゃがみこんでいる、少女をひとり見つけ、二人の足は止まった。


　振り返ったのは──





「先生、どうしたんですか、これ……？」


　動物園の入り口に着いた詠えい美みは、自分だけでなく、他ほかの生徒たちも大勢集まっているのを見て、小お野の先生にそう尋たずねた。


「それが、先生にもわからないの。警備の人に、先生たち全員、ここに来るように言われて、そうしたらどんどん生徒たちが集まってきて……」


　不安げに、小野先生は周囲を見回した。


　詠美も同じようにする。


　周りは、騒そう然ぜん、というところまでは行かないが、それなりにざわついてはいた。あとひとつ何かがあれば、ブーイングの合唱が始まりそうな様子ではある。


「二─Ｃの先生ですね？」


　その時、警備員の一人が近付いてそう尋ね、小野先生は傍はた目めにもはっきりとわかるくらい驚おどろいて、背筋をピンと伸ばした。


「は、はひ！」


　慌あわてて振り向いたものだから、今日は三つ編みにしてひとつにまとめていた房が、年の頃ころは先生と同じくらいの警備員の顔を打ったが、彼はそれこそ瞬まばたき一つしなかった。


「……申し訳ありませんが、クラスをまとめてバスへと移動してもらえますか？」


「あ、あの、すいません！……え、えと、どういうことでしょう……？」


　猟りよう犬けんを前にした兎うさぎのような怯おびえかた、と詠えい美みは思った。二六歳のこの先生は、多分に子供っぽいところがある。そこが人気の秘密でもあるのだが。


　警備員は帽ぼう子しを少し上げると、どことなくロシィを思わせる、感情をあまり感じさせない目で先生を見下ろした。何となく、値踏みをしている、と思えるような視線だった。


「実は、ちょっとした事故がありまして、これから確認作業に入ります。なので、皆様方には安全のためにバスに戻っていただきたいのです」


「事故……？」


「ええ。猛もう獣じゆうが一頭逃げ出して、植物園に隠れているらしいので、園を一旦閉鎖します」


「猛獣!?」


　そう声を上げたのは、先生ではない。すぐ傍そばで聞き耳を立てていたクラスメートの来くる栖す恵え美みだった。彼女の声はよく通る。それは一気に伝でん播ぱした。苛いら立だちが、一気に恐怖に変わる。が、途と端たん、小お野の先生の表情が引き締まった。


「静かに！」


　パン、と叩たたいた手の音は生徒たちの声を圧した。静かになったところで警備員を振り返る。


「……わ、わかりました。生徒たちを速すみやかにバスへ移動させます」


　唇くちびるを震ふるわせながらもそう言いきると、先生は青い顔をしつつ、生徒たちに整列するように指示して、確認を始めた。他ほかのクラスでも同じ作業が始まったが、Ｃ組ほどまとまりは良くなかった。


　詠美も女子の列に混じったが、けれど、胸むな騒さわぎが収まらなかった。何な故ぜなら──いくら探してもいないのだ、ロシィと瞳ひとみが！


　瞳は男子に紛まぎれて見落としているという可能性もあったが、ロシィについては、それはありえなかった。彼女は赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを着ているのだ。画一的な制服の中にあっては、どうしたって目立つ。


　最後の確認のために小野先生が傍を通りかかった時、詠美はその袖そでを摑つかまえた。


「先生、ロシィちゃんがいません。多分……高たか幡はたも」


　これ以上はない、というくらい目を丸くして、先生は確認のために走った。そうして、それが事実だとわかると、警備員のところへ向かった。詠美も列を離れると、思わずあとを追いかけていた。


「あのっ」先生は、先さき程ほどの警備員を小声で呼び止めた。「生徒が二人、いないんですっ」


　しかし、警備員はさほど驚おどろいた様子も見せずに帽ぼう子しを少し上げると、ああ、と呟つぶやいた。


「わかりました。私たちで捜しましょう。あなた方は先にバスへ移動してください」


「そんな！　生徒を置いていくなんて！」


　だが、先生の声は、警備員の視線に簡単に封じ込まれてしまった。


「ここは我々の方が詳しいですから。安心して──」


　その時、別の組─Ａ組の方で叫び声が上がって、詠えい美みも先生も、警備員も振り返った。


「ギルバート先生……？」


　小お野の先生の言う通り、それは確かに、英語担当のジミー・ギルバート先生の声だった。彼の声は必死で、涙すら滲にじんでいた。


「娘が！　娘がいないんダ！　誰だれか捜してくレ!!」





（もしかして《Ｂ・Ｐ》か……？）


　瞳ひとみは、腰の後ろのナイフの柄つかを撫なでながら、蹲うずくまっている小さな背中を見つめた。だがシックな服装には、何となく見覚えがある気がする。しかし、どこで見たのかは思い出せなかった。首を深くうなだれていて、顔は見えない。髪は……ブロンド、だろうか？　《Ｂ・Ｐ》の髪は黒だが、ペインティングは全身なのだから、髪の色も変えるだろう。


　が──ロシィは意外な名前を呟いた。


「メグ」


　顔は前に向けたまま、瞳は視線をロシィに向けた。


「それって、ギルバート先生の子供の……？」


　かなり小声で言ったつもりだったのだが、静けさの中では響ひびいたのか、少女が顔を上げ、振り返った。青い目がロシィと瞳を捉えると、涙に濡ぬれた顔が、ぱっと明るくなった。泣いていたからか、ひどく幼く見える。


　それは、間違いなくメグ・ギルバートだった。立ち上がり、ふらふらした足取りでこっちへ来ようと走り出す。だが、ロシィはだらりと腕を下げたまま、迎えに行こうとはせず、その場を動かなかった。


　そして、無表情に少女の一挙一動を見つめ、


「……アリシアは、誰もいない、と言っていなかったか？」


　と呟き、瞳はゆっくりと頷うなずいた。


「ああ。だけど、生徒は、って付いてたぜ。あの子は、ギルバート先生が連れてきて、予定外だったんだろ？　それで、警備の人も見逃したのかもしれない」


「…………」


　瞳の予想を聞いても、ロシィはいつでも銃を抜ける体勢を崩くずさなかった。


　メグは、そんなことには気付いた様子もなく目の前にまで来ると、息を切らしながらロシィを見つめた。少し赤い頰ほおに、涙の痕あとがくっきりと残っている。見つめていると、大きな青い瞳ひとみに見る間に涙が盛り上がって、そうして、いきなりロシィに抱きついた！


　瞳ひとみは、反射的にロシィが発砲するのではないか、とぎょっとしたが杞き憂ゆうだった。彼女はそのまま動かず、だが、ゆっくりと両手を上げると、護まもるようにメグの薄うすい背中にそれを回して抱きしめた。きゅ、とメグの手にも力がこもる。


　そうしながら、振り返ったロシィの顔には、珍めずらしく戸と惑まどいが見えた。何な故ぜ自分がメグを抱きしめているのか良くわからない、といった様子だった。


　瞳は、肩の力を抜いて微ほほ笑えんだ。いい傾向だ。理解よりも、感情が先に立っている。兵士としてはどうなのかはわからなかったが、この方が人としては正しいはずだ。


「メグちゃん」


　瞳はしゃがんで視線を下げると、そう呼びかけた。泣き濡ぬれた少女の顔が振り返る。


「こんなとこでどうしたの？」


「……お、おトイレに行ってたら、パ、パパとはぐれちゃったの……そういう時はじっとしてるのがいい、ってご本で読んだから、そうしてたの……でも、木がたくさんで、ゴーストが出てきそうで、怖くて……」


「そっか」


　瞳はメグの銀色の髪を撫なでようとして手を伸ばした。が──


「？」


　少女は、まるで銃を突きつけられたかのような恐怖の表情を浮かべて、瞳は思わず伸ばした手を引っ込めた。ぎゅっとロシィにしがみつく。


（そうか、知らない人に髪を触られるのは嫌いやだよな……）


　だからといって、拒絶されたことに傷つかない訳ではない。所在のなくなった手を二、三度握り、瞳はそれをズボンの腿ももに擦こすりつけるようにして誤ご魔ま化かした。


（さて、どうしたもんかな）


　これは、まったく想定外の出来事だった。いくらなんでも、この子をつれたまま園内をうろうろするのはあまりにも危険だ。ロシィとアリシアは、瞳だけでなくメグをも護りつつ、《Ｂ・Ｐ》と戦わなければならなくなる。


（！……もしかして、それが狙ねらいなのか？）


　可能性はある。《Ｂ・Ｐ》がわざとこの子をここに残るように仕向けたのかもしれない。


「ロシィ、一度戻ろう。入り口のところにいた警備員に頼んで、先生の──この子のパパのところへ連れて行ってもらった方がいい」


「そうだな」


　不安そうな顔になったメグに、瞳は微笑みかけた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。パパのところへ連れて行ってあげるからね」


「パパ……？」


　頷うなずくと、ようやく安心したのか、メグはおずおずと微ほほ笑えみ、それから不意に体を震ふるわせた。


「どうしたの？」


　そう訊きくと、少女はぱっと頰ほおを赤らめ、ロシィの耳に口を寄せて何かを囁ささやいた。


　ロシィは相も変わらぬ無表情で頷うなずくと、瞳ひとみを振り返って、


「尿によう意いをもよおしたそうだ」


　と言い、途と端たんに、メグの頰がますます赤くなった。小さくても女なのだ。


「一いつ緒しよに来て欲しい、と言っている」


「行ってやれよ」


　立ち上がって瞳は言った。今は一人にしない方がいいだろう。


「おまえは来ないのか？」


　恥じらって、メグは首を振った。当然だ。


「そりゃそうだろ」微かすかに訝いぶかしむような目をしたロシィに、瞳は微笑みかけた。「大だい丈じよう夫ぶだよ。アリシアだって、どっかにいるんだから──いいから行って来いよ」


「……すぐ戻る」


　ロシィはそう言うと、メグの手を取ってトイレに向かって歩き出した。やがて到着すると、彼女は瞳が見える位置で待とうとしたようだったが、中まで付いてきてほしい、とせがまれて仕方なく壁の向こうへ行ってしまった。


　ぽつりと他ほかに誰だれもいない木々の中に残されて、瞳は思わず、またナイフの柄つかを擦こすっていた。その腰の辺りが緊きん張ちようにぞわぞわする。


（……親父の奴やつ、いつもこんな気持ちだったのか──いや、違うな。逆か……）


　瞳の父、高たか幡はた勇ゆう二じはジャングル戦のエキスパートだと聞いていた。ならば、不安になど思わないのかもしれない。自分の庭のようなものだとしたら、むしろ落ち着くのかもしれない。


（どうせなら、そっちも転写されてたら良かったのにな……）


　ナイフを少し引き出して、それを鞘さやに戻した時に響ひびく、かつん、という音に耳を傾けながら、瞳は二人が戻ってくるのを静かに待った。





「室長！」


　デスクの向こうで上がった千ち里さとの声は、ほとんど悲鳴と同じだった。


　阿あ部べ室長は、食後のお茶を楽しんでいた湯ゆ呑のみを置くと、わざとゆっくりと立ち上がり、走り寄るようなことはしなかった。慌あわてる部下に合わせては、混乱が助長されるだけだ。


「どうした？」


　彼女のデスクの後ろへ回り、デスクトップパソコンのモニターを覗のぞき込む。そこに映っていたのは英文のメールで、ざっと目を通した彼は太い眉まゆを顰ひそめた。


「室長、早く連絡を！」


「わかっている」


　阿あ部べ室長は自分の机に置いてあった携帯無線を取り上げると、周波数と暗号コードを入力して、パークに向かわせたＳＳＳの分隊長が出るのを待った。


　幾いくつものサーバーを経由して送られてきたメールには、はっきりとこう書かれていた。


　──『メグ・ギルバートは、死亡していることが確認された』





　それは、転写された父の一部が反応した物だったのだろうか？


　瞳ひとみはまったく意識することなくナイフを引き抜くと、それを振り向きざまに振るっていた。


「ぎゃっ！」


　悲鳴が上がり、噴出した鮮血が半面にかかって初めて、瞳は自分が何をしたのか気が付いた。


「わ、わわわわ……」


　途と端たんに体が震ふるえ出す。手には血ち塗まみれのナイフ。だが、取り落とすことはしなかった。


　そして、見た──太い枝から血が噴き出しているのを。だが、すぐに他ほかの枝が伸びて、パックリと開いた傷口を押さえ、それは見る間に止まった。


（枝じゃない！）


　そう見えたのは、錯さつ覚かくだった。今は滴したたるだけになった枝を生やした木が、ゆっくりと動き、瞳はやっと、そのことに気が付いた。枝だと見えたのは、人の腕で、巧妙にペイントされたカモフラージュだった。木の幹の、瘤こぶだと思えた微かすかなふくらみが、柔らかく揺れる。茂る葉の向こうに、不意に、強きよう膜まくの白が鮮やかな目が現れ、瞳は顔の血を拭ぬぐうのも忘れて、その場に尻しり餅もちをついてしまった。


　すると、木が笑った。白い歯が、空中に浮かんでいるかのように現れる。


「瞳くん！」


　声と共に銃声が響ひびいて、本物の葉と枝を散らした。ゴム・スタン弾ではない！　フルメタルジャケットだ！　バラバラと降り注ぐ木片に、瞳は顔を庇かばった。途端、襟えり首くびを摑つかまれて、《Ｂ・Ｐ》に捕まった、と思い、恐怖が喉のどまで込み上げたが、そのまま放り投げられ、道を挟んだ反対側の茂みの中へと放り込まれた。


　必死に這はい出し、目に入った血を袖そでで拭った瞳は、スタングレネードのピンを抜いて、弾を叩たたき込まれてズタズタになった茂みにそれを投げ入れる、コンバットスーツのアリシアの姿を見た。慌あわてて目を閉じ、耳を覆おおう。途端、瞼まぶたの向こうからでもわかる強い光と、手を通しても聞こえる耳みみ障ざわりな音が響いた。


　脳を揺さぶられて、気持ちが悪くなる。


　直後、獣けものの咆ほう哮こうと連続した銃声が聞こえて、目を開けた瞳は信じられない光景を見た。


　──ジャガーが、ほとんど零距離での銃じゆう撃げきをかわしている！


　否いや、ジャガーと見えたのは、体を黄色く塗り、黒い斑はん点てん模様を描き、顔にもそれらしい化粧をした裸の少女だった！


（これが、《Ｂ・Ｐ》!?）


　先さき程ほどの木の状態とは、明らかに体格が異なっている。背の高さこそ変わってはいないが、筋肉の盛り上がりがまったく違っていた。黄色と白に染め上げられた髪の間には、何のための物か、小さなカプセルがいくつも下がっていて、動くたびにジャラジャラと音を立てた。


「Ｓｈｉｔ！」


　アリシアは太ふと腿ももに巻きつけたタクティカルホルスターからＨ＆Ｋ社製ＳＯＣＯＭ・Ｍｋ２３を引き抜くと、これをろくに照準もつけずに撃うった。Ｍ４Ａｌカービンは弾が尽きたのだ！　だが《Ｂ・Ｐ》の攻こう撃げきは、マガジン交換の余裕をアリシアに与えなかったのだ。


「瞳ひとみくん！」


　叫び、アリシアはカービン銃を瞳の方へ放った。叩たたき落とそうとした《Ｂ・Ｐ》のこめかみに銃口を向け、彼女は引き金を引く。命中させるのが目的ではない。《Ｂ・Ｐ》は飛び退しさり、瞳は銃をキャッチすることができた。自分に撃たせる目的でないことはわかっていた。やるべきは、マガジンの交換だ！


（くそっ！）


　手が震ふるえる。瞳は、奥歯が割れそうになるほど嚙かみ締めて、必死にリリース・スイッチを押そうとした──ロシィはどうしたのだろう、と頭の隅すみで考えながら。





　ロシィがそれに気付いたのは、アリシアの第一斉射の時だった。メグはまだ、トイレに入っていて、ロシィは彼女に、どこにも行かないでね、と言われて、トランクを担かついだまま、扉を睨にらむようにして腕を組んで立っていた。


（Ｍ４Ａｌ）


　銃声をそう聞き分けると、ロシィは踵きびすを返して駆け出そうとした。メグと瞳を天秤てんびんにかけるまでもない。


「──《スペクタクルズ》？」


　個室の中から、ありえない名前で呼ばれ、ロシィは振り返ってしまった。


　瞬しゆん間かん、頭に凄すさまじい衝しよう撃げきを感じて吹っ飛び、ロシィはトランクごと壁に叩きつけられ、まるで古代の生いけ贄にえ台だいの上に横たわるように倒れた。


　僅わずか一秒に満たない、その短い間に彼女が見たのは、トイレの壁に空いた、明らかに銃じゆう創そうとわかる穴と、開いていく扉の向こうで微ほほ笑えむ、減音器をつけた銃を構えたメグの姿だった。


　後頭部を、血が濡ぬらしていく。流れていく。


　視界が歪ゆがみ、覗のぞき込むようにして小首を傾かしげるメグの顔は、はっきりとしなかったが、それでも、微笑んだのだけはわかった。


「バイバーイ」


　ゆっくりと腕が上がっていく。そして──





「アリシア！」


　何とかマガジンを交換した瞳ひとみは、それを彼女に向かって放った。タイミングは、これ以上ないくらい、完かん璧ペきだった。だが──


「がっ！」


　アリシアは苦く悶もんの声を上げ、それを受け取ることはできなかった。《Ｂ・Ｐ》が、牽けん制せいのための銃じゆう撃げきの下をかいくぐり、伸ばした彼女の腕に嚙かみ付いてそのまま引き倒して捻ひねったのだ。明らかに関節の外れる嫌いやな音がして、瞳の肌は粟あわ立だった。


　彼女は、ＳＯＣＯＭ・Ｍｋ２３の４５ＡＣＰ弾を《Ｂ・Ｐ》の脇わき腹ばらに叩たたき込むべく引き金を引いたが、《Ｂ・Ｐ》は喰くらい付いた腕を支点にしてバック転をするように体を翻ひるがえして、さらに腕を捻った。


　びくびくとアリシアの体が震ふるえる。


　その感触にか、四つん這ばいになった《Ｂ・Ｐ》は、獣けものの顔ににんまりと笑みを浮かべながら、後ろ足で器用にカービン銃を跳はね上げ、それを受け取った瞬しゆん間かんに引き金を引き、無数の弾丸をアリシアの薄うすい胸に叩き込んだ──マガジンが空になるまで。


「やめろ！」


　瞳は反射的に立ち上がると、ナイフを引き抜いて飛び掛っていた。血に濡ぬれた刃が、柔らかそうな喉のどを目掛けて走る。だが、魔法のように《Ｂ・Ｐ》の姿は消え、気がつけば瞳は、元の茂みに転がっていた。


　腹部に凄すさまじい痛みが走り、その場に昼に食べた物を瞳は嘔おう吐としてしまった。胃液に喉が焼け、涙が浮かぶ。


「ばーか」


　嘲あざけるような声が耳を打った。《Ｂ・Ｐ》はカービン銃を投げ捨てると、ひたひたと近付いてきて、瞳は今度こそ彼女に襟えり首くびを摑つかまれ、引き起こされた。息をするだけで、横おう隔かく膜まくの辺りが引ひき攣つれるように痛む。


「これで、わたしがいただきだね？　おとなしく──」


　そこまで言った時、空気が抜けるような奇妙な音が聞こえ、《Ｂ・Ｐ》の腕がぶるるっと震えて、指から力が抜けた。


　瞳はその場に尻しり餅もちをつき、痛む腹を押さえた。だが、そんな彼には目もくれず、《Ｂ・Ｐ》はゆっくりと彼に背を向けた。その視線の先には──


（メ、メグ……？）


　間違いなく彼女だった。だが、その手には消音器付きの銃としか見えないものが握られていて、銃口からは白い煙が一筋、立ち昇っていた。


　そして、背中を向けた《Ｂ・Ｐ》の肩口には、ぽつり、と赤黒い穴が開いて、鼓動にあわせるように血が溢あふれ出していた。が、その量は見る間に少なくなり、すぐに止まった。


「何のつもり？」


　怒りを隠しきれない声で、《Ｂ・Ｐ》は訊きいた。体の震ふるえは髪に伝わり、カプセルのような物を揺らして、チャリチャリと透明感のある音を立てた。


「何の？」メグは微ほほ笑えんだ。「手柄を独り占めにしようなんて、そんなことさせないわ。連れ帰るなら、二人でよ。功績は同じ──いえ、わたしの方が上だわ。わたしの情報がなければ、あなたは何もできなかった」


「ふざけたことを……《ウィッグ》、あんたに何ができたっていうの？　他人に完全になりすましてもぐりこむことしか能がないくせに」


　苦しい息の下で、瞳ひとみは驚おどろいてメグ・ギルバートを見た。《Ｂ・Ｐ》は彼女を《ウィッグ》と呼んだ。その名前には覚えがある。リストにあった一人だ！


（あの子は、《ＭＭＰＳ》だったのか!?　だけど、ロシィたちは知らないって……他人に完全になりすます、って、どういうことなんだ？）


　だが、今この場では、その答えはえられそうもなかった。《Ｂ・Ｐ》の挑発めいた言葉に、メグは激げつ昂こうすることもなく、微笑みを崩くずすこともなかった。


「わたしに能がないですって？　馬ば鹿かを言わないで。今のところ、功績は五〇ＶＳ五〇フイフテイ・フイフテイよ」


「ふざけるな！　これが見えないのか!?　わたしは《ドレス》を倒した！　あんたが何をしたっていうのさ!?　今日ここに、高たか幡はた瞳が来ることをわたしに伝えただけじゃないか！」


「だけ、じゃないわ」


　ふふふ、とメグは笑って銃をちらつかせて見せた。


「どうして、ここに《スペクタクルズ》が来ないと思うの？　作戦では、わたしがあの子をターゲットから引き離すのは数分。その時間差で、あなたがまずは《ドレス》を、続いて駆けつける《スペクタクルズ》を倒す。そういう手て筈はずだったでしょう？　でも《スペクタクルズ》は現れず、こうしてわたしがここにいる──その意味がわかるかしら？」


　すると、まさしく獣けもののように《Ｂ・Ｐ》は唸うなった。


「まさか……おまえが倒したというのか、あの《スペクタクルズ》を」


「そうよ？」


　平然と答えたメグの言葉に、瞳は頭を思い切り殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。そんなこと、信じれられない。《スペクタクルズ》は──ロシィは、強いはずだ！


　しかし、そんな瞳の願いを踏みにじるように、メグは続けた。


「わたしはこの銃で、あいつの頭に鉛なまり玉だまをぶち込んでやったわ。誰だれに撃うたれたのか、わからなかったかもしれないわね。トイレの扉越しに撃ってやったから。たいしたことなかったわ。わかった？　だから、わたしとあなたの功績はＥＶＥＮ……いいえ、情報を提供したわたしの方が上、ってことになるわね」


　くすくすと、本当に子供っぽくメグは笑った。


「う、噓うそだ！　ロシィが死ぬはずない！」


　瞳ひとみは叫んだ。メグの、そして《Ｂ・Ｐ》の酷こく薄はくな視線が向いても、心は折れなかった。


　そんなことがあっていいはずがない。やっと戻ってきたというのに、いずれ母が帰還すれば瑠る璃りに戻れるというのに、こんなところで死ぬはずない！　そんなことが許されていいわけがない！　瞳は、ありったけの怒りを込めてメグを睨にらみ付けたが、彼女はまったく気にした様子もなく、ただ、肩を竦すくめた。


「だったら、死体をここに引きずってきて見せて上げましょうか？」


「黙だまれ！」瞳は柔らかい地面を殴なぐりつけた。


「やれやれ、ね」メグはもはや構わず、《Ｂ・Ｐ》に向き直った。「……というわけだから、パパの《ご褒ほう美び》を貰もらうのは、わたしの方が先よ」


　メグは銃口を再び彼女に向けた。《Ｂ・Ｐ》はしかし、少しも動じた様子はなかった。


「……いやだと言ったら？」


　瞳は、彼女が獣けものの化粧を施ほどこした顔に、恐ろしげな笑みを浮かべていると感じた。メグの青い瞳ひとみは酷薄に細くなる。


「そんなの、決まってるわ」


　引き金にかかった指に、く、と力がこもり──





　女子トイレの中で、トランクの上に横たわっていたロシィは、不意にびくっと跳はねた。


　頭が、連続で殴りつけられているように痛む。それは、鼓動に合わせてのことだ、とすぐにわかったが、理由についてはすぐには思い出すことができなかった。


　耳鳴りもひどい。頭の中で誰だれかが唸うなっているかのようだ。瞼まぶたが重くて開かない。


（……そうか、メグだ）


　開いていくトイレのドアと、その向こうで銃を構えて微ほほ笑えむ銀髪の少女の姿がようやく思い出されて、ロシィは自分が撃うたれたのだと理解した。


　だが、生きている。


　ゆっくりと呼吸をしながら、身体機能のチェックをする。頭以外に、撃たれたところはないようだった。手も足も無事だ。そして、脳も。


（とどめを刺さなかったのか）


　何か、火急に対処をしなくてはならない事態が発生したに違いなかった。でなければ、もう一発頭に、今度こそ確実にぶち込まれていたはずだ。


　初弾は外れたわけではない。扉越しの射しや撃げきだったために、角度が浅かったのだ。弾は命中したものの頭ず蓋がい骨こつを滑すべったのだ。だが、頭皮の傷は出血量が多い。それで、死んだ、と思ったのかもしれない。


（そうか、メグは《ウィッグ》だったのか）


　ようやくロシィはそのことに気が付いた。顔も声もまったく違うのでわからなかった。だが、おかげで助かった。あれが《Ｂ・Ｐ》のように戦せん闘とうに特化した《ＭＭＰＳ》であったのなら、一発の弾を打ち込む手間を惜おしみはしなかっただろうから。


「──やめろ！」


　耳鳴りの向こうに間違いなく瞳ひとみの声を聞いて、ロシィは反射的に起き上がろうとして、だが果たせなかった。掠かすっただけとはいえ、その衝しよう撃げきは脳を揺さぶるには十分すぎるほどの威い力りよくがあった。指令が、体の末端にまで上手く伝わらない。それに、


（眼鏡めがねが外れている）


　そのことに、ロシィは気が付いた。おそらくは銃撃された際に、衝撃で弾はじき飛ばされてしまったのだろう。このまま目を開ければ、何が起こるかわからない。《触しよく媒ばい》を失った状態で自己認識を行えば、脳がパニックを起こす。


　ママ《博士》はそれを『暴走』と呼んでいた。結果は二通り。ひとつはその場に昏こん倒とうして、行動不能になる。もうひとつは、普ふ段だんは脳の奥底に封じ込められている、動物としての本能が、無意識が、顕在化して、特に向けられた敵意に対する攻撃行動が顕著になる、と開いた覚えがある。確率的には、前者の方が遥はるかに高い。だが──


「噓うそだ！　ロシィが死ぬはずない！」


　泣きそうな瞳の声が、ロシィの唇くちびるを震ふるわせた。


（回復を待っていては、間に合わない）


　二人の《ＭＭＰＳ》を相手に戦うまでに回復するには、まだ五分は必要だ、とロシィは自己診断をした。銃声はしない。とすれば、《ドレス》は戦闘不能に追い込まれた、と見るのが妥だ当とうだ。猶ゆう予よはない。


（他ほかに手はない）


　ロシィは深呼吸をして、ゆっくりと、重おも石しが乗せられているかのように重い瞼まぶたを開けた。


　分の悪い賭かけだ。しかし、瞳を救うにはこれしかなかった。


（わたしを呼んでくれ、瞳）


　目が光に慣れる──途と端たん、視界が歪ゆがんで、全身の筋肉が硬直した。


　恐怖が喉のどを絞り上げる！


「きいいいぃいいいぃぃぃぃぃ……！」


　きつく嚙かみ締めた唇の間から、悲鳴が漏もれる！　ああ、脳が叫んでいる！


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしは──


「黙だまれ！」


　血を吐くような瞳ひとみの声が、全すべての『ロシィ』の意識を一点に絞りあげ、そして消失した。代わりに湧わき上がって来たのは、人という獣けものの本能。


「……ひと、み……」


　薄うすい唇くちびるから呟つぶやきが漏もれ、赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの少女は、ゆらり、と体を起こした。自らが流した血に、顔を朱に染めて。





　トイレの壁の向こうから、暗い赤色の影が倒れるように現れたのを視界の端に捉えた瞳は、ハッとして、血が滲にじむほど土を殴なぐる動作を止やめた。


　ほぼ同時に《Ｂ・Ｐ》も気付いたが、背中を向けていたメグは、一いつ瞬しゆん、反応が遅れた。


　瞬まばたきひとつ──その僅わずかな時間が、命運を分けた。


　ロシィの手の中で、フルメタルジャケット弾に換装されたキャリコＭ９５０が火を噴き、右回り六条のライフリングによって加速、安定性を与えられた弾が、メグを襲おそう！


　悲鳴もなく、少女は奇妙なダンスをするように体を跳はねさせて、その場に倒れた。抗弾服を着ていない！　反射的に体を丸めて急所への命中は避さけたように見えたが、小さな体には幾いくつもの銃じゆう創そうができて、血が溢あふれ出して見る間に真まっ赤かな絨じゆう毯たんを作り、細い肢し体たいを痙けい攣れんさせるばかりで、立ち上がる気配はなかった。手にしていた銃にも命中したのか、弾はじかれて転がった側面には大きな凹くぼみができていた。


「あの馬ば鹿かが！　とどめを刺さなかったのか!?」


　信じられない動きで射撃を交わしながら、《Ｂ・Ｐ》は髪の間からカプセルを摑つかみ出すと、それを頭の上で割った。途と端たん、どこにそれだけの量が収まっていたのか、と思うほど大量のこげ茶色の塗料が溢れ出して、《Ｂ・Ｐ》の体を包んだ。茂みに飛び込みながら、別のカプセルを割って、細かい模様を手早く描き、最後にもうひとつ、カプセルを樹きの幹にたたきつける。それは銀色の塗料で、即席の鏡のように《Ｂ・Ｐ》の姿を映し出した。それは──


（熊くま!?）


　そう見えた。口角が凶きよう悪あくに持ち上がり、鋭い犬歯が覗のぞく。その上手足が、倍以上に膨ふくれ上がったように感じられた。


　ロシィはトランクを肩から滑すべり落とすと、キャリコひとつで走り出した。疾はやい！　だが、前髪はべったりと顔に張り付いていて揺れることはなかった。理由はすぐにわかった。血だ。そして瞳ひとみは、もうひとつのことにも気が付いた──ロシィは眼鏡めがねをしていない！


（暴走してるのか!?）


　少女はコートの裾すそを翻ひるがえしながら目もくれずにメグの脇わきを走り抜け、茂みに殺到しつつ発砲した。木肌を抉えぐられて木こっ端ぱが散る。だが、そこに《Ｂ・Ｐ》はいなかった。咆ほう哮こうはロシィの真横で上がり、《Ｂ・Ｐ》は人間ではありえない膂りよ力りよくで太い木を叩たたき折りながら突進してきて、ぶち当たった。


　体重の軽いロシィは簡単に吹き飛ばされて、芝しば生ふの上に転がった。キャリコは腕を離れて、遠く飛ばされてしまう。だが、すぐに立ち上がると、素手で《Ｂ・Ｐ》と対たい峙じした。


　一いつ瞬しゆん、腰のナイフを投げて渡すことを考えたが、アリシアにカービン銃を渡そうとして失敗したことが思い出されて、躊躇ためらわれた。もし《Ｂ・Ｐ》に奪われたら、グリズリーの力を手に入れた彼女に、恐ろしい爪つめも与えることになってしまう。


「さすがは第六世代。今のわたしのタックルを受けて立ち上がることができて、その上、まだ微ほほ笑えみを浮かべることができるなんて。だけど……いつまで続くっ!?」


　当たったら間違いなく首の骨を折られる、と確信できる一いち撃げきが、ロシィを次々と襲おそった。


　だが、かわす！　かわす！　かわす！


　苛いら立だちに《Ｂ・Ｐ》は熊くまそのものの咆哮を上げ、再び突進した。腕の一振りをかわした直後であり、ロシィは僅わずかに体勢を崩くずしていた。獣けものじみた横顔に、勝利を確信した笑みが浮かぶ。


「ロシィ！」


　ずずん、という鈍い音と共にぶち当たり、そのまま芝生の上に押し潰つぶすように、《Ｂ・Ｐ》は前傾姿勢になって止まった。


　瞳は自分の腹を殴なぐりつけると、無理矢理立ちあがってナイフを引き抜き、ふらふらとした足取りで歩き出した。一歩、そしてまた一歩。助けなければ──それだけしか頭になかった。何ができるのかはわからない。何もできないのかもしれない。だが、ここで蹲うずくまって、ただロシィが殺されるのを見ていることはできなかった。


　（!?）


　あと数メートル、という距離まで近付いた時、異変が起こった。


　こげ茶を基本に、熊の毛並みをペインティングした《Ｂ・Ｐ》の体が急に萎しぼんだように見えたかと思うと、そのまま横倒しになったのだ！


　その向こうから、ゆらり、と起き上がったのは、ロシィだった。何かが引っかかっているように、コートの裾を何度も引いた。その度たびに、《Ｂ・Ｐ》の首が捻ねじれる。


　瞳は、何が起こったのかわかった気がした。


　おそらく交差した瞬しゆん間かん、ロシィは体を入れ替えて、あの丈じよう夫ぶな赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートの裾すそを《Ｂ・Ｐ》の首に巻きつけ、そして締め上げたのだ。


　彼女が失神しているだけなのか、それとも窒ちつ息そくしたのか、あるいは首の骨が折れたのかは、ここからでは確認のしょうがなかった。ただひとつ確かなのは、もはや戦せん闘とう不能状態にある、ということだ。


　またも、立っているのは自分とそしてロシィの二人だけだった。


　血で固まった前髪のために、表情は見えない。先さき程ほどまで浮かんでいた微ほほ笑えみは消えて、風にそよぐ穂ほのように、ゆら、ゆらりと、体が安定を欠いている。


　言葉をかけようと声を出そうとした瞬間、再び痛みが走って、瞳ひとみは膝ひざを付きそうになった。


　しかし今度は、そんな彼には構わず、ロシィは首をめぐらせると、何かを見つけて危うげな足取りでそちらへ向かった。彼女の進む先には、キャリコＭ９５０が落ちている。


　瞳は嫌いやな予感がして、痛みをこらえてロシィよりも先にそれを取ろうとした。彼女に渡してはいけない──そんな気がして。


　だが、間に合わなかった。


　先にグリップに手を触れたのはロシィだった。彼女は、珍めずらしい物を見るかのように首を傾かしげると、不意に唇くちびるに薄うすい微笑みを浮かべて、銃口を自分のこめかみに当てた。


　どっと冷たい汗が噴出した──今装そう塡てんされているのは、フルメタルジャケットだ！


　腹が破れてもかまわない。


　瞳は、《Ｂ・Ｐ》と同じように、体ごとロシィにぶつかっていった。ナイフを捨てて素手で銃身を摑つかむ！　ロシィは押し倒されながら引き金を絞り、コイルマガジンに残っていた弾が吐き出されて、風圧でその長い髪を揺らした。


「ぐっ！」


　じゅっという音と共に、銃身を摑んだ掌てのひらが焼けた。だが瞳は、弾装が空になるまで、芝しば生ふに銃を押し付けたその手を離さなかった。やがて、かしゅ、と空から撃うちをする音が聞こえて、瞳は体の力が抜けて、ロシィの上にのしかかるような格好になったが、もう動けなかった。


「ロシィ……」


　瞳は、彼女の細い手首を摑んでいた右手を離すと、血で固まった前髪を払い、裸眼の彼女と対たい峙じした。体の下で、くすくすと少女が笑う。細い体の揺れが、はっきりと伝わってくる。こつ、とおでこをつけて、瞳はその菫すみれ色いろの目を覗のぞき込んだ。


　この状態のロシィを元に戻す方法はたったひとつ──至近距離で目を覗き込み、本当の名前を呼んで、『リセット』してやること。


　瞳は、ゆっくりと息を吸い込んだ。腹が引ひき攣つれる。


「……桜さくら乃の瑠る璃り」


　途と端たん、菫色の瞳ひとみの瞳どう孔こうが、きゅっとすぼまり、体の下でロシィが硬直した。少女の力が抜けていく。その上に瞳ひとみは、まるで抱き締めるように乗って、深く息をついた。


「悪ぃ……ちょっと動けねえや」


　言い訳のつもりではなかった。聞こえているとも思わなかった。


　が──ぽんぽん、と背中を叩たたかれて、瞳はそれがロシィの手だ、とわかった。


（ああ、戻ってきたんだな……）


　そう確信し、瞳は知らず微ほほ笑えんで少し目を閉じ、少女の温ぬくもりに『生』を実感した。





「……メグ──《ウィッグ》は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　酸素吸入マスクをつけられて、慌あわただしくＳＳＳ所属の医療車両の一台に運び込まれる少女の姿を見ながら、公園入場口のベンチに腰掛け、肩に毛布をかけられて紙コップに入ったスープを飲みながら、瞳は近くにいた隊員にそう訊きいた。


　両りよう隣どなりには、頭に大きな絆ばん創そう膏こうを貼はって、それをネットキャップで押さえた、パールホワイトの眼鏡めがねをかけたロシィと、今度もボディアーマーのおかげで命拾いをしたアリシアが、どこか憮ぶ然ぜんとした様子で立っている。


　隊員は、そんな二人の少女をちらりと見てから小さく頷うなずいた。


「急所は外れています。弾の摘出手術は必要ですが、命に別状はないでしょう。もう一人の方は、すぐにでも目を覚ましそうな感じですよ」


「ペイントは落としたか？」


　淡々と訊きいたロシィに、隊員は、ええ、と答えた。


「言われた通りにね。髪についていたカプセルも回収しましたよ──ほら、あの車です」


　彼が指したのは、ちょうど駐車場を出ていくバンだった。


「他ほかの生徒たちは？」


「課外授業は中止にして、学校へ戻ってもらいました。ジミー・ギルバートという教師が、少し錯さく乱らんしてましたので、鎮ちん静せい剤ざいを投与して軟禁しています。二人の背景も調べなおす必要があるので、しばらくは本部に滞在願うことになるでしょう」


　彼がどの車両にいるのかはわからなかったが、組織の一員ではないような気がした。食堂での様子が演技だとしたら、たいした役者だ。


「皆さんにも、このまま本部に来ていただき、室長に報告をしていただきます」


　口調は柔らかいが、お願いではなく命令である。男は敬礼をすると、部下を呼び、瞳たちを車に案内するように告げた。ちょうど、貰もらったスープも空になったところだ。


　立ち上がると、まだ腹が少し痛んだ。おそらくひどい痣あざになっていることだろう。


「瞳、大丈夫か？」


　つ、と毛布を引かれ、振り返ると、眼鏡の向こうの瞳ひとみと目が合った。


　やはりロシィは『暴走』中のことは、憶おぼえてはいなかった。『リセット』を行うと、前後数分の記き憶おくを失うのだ。


「ああ、平気だよ」


　言って、少女の頭を撫なでようと伸ばした手を、瞳ひとみは止めた。応急手当の絆ばん創そう膏こうが痛々しい。代わりに、ペち、と撫でるように頰ほおを叩たたいた。


「別に、弾を打ち込まれたわけじゃない。ただの打だ撲ぼくさ」


　ロシィは頷うなずいたが、摑つかんだ毛布を離そうとはしなかった。表情にほとんど変化はないが、彼女なりに案じてくれているのだろう。


「アリシアもありがとな」


　だが、コンバットスーツの少女は応こたえず、それどころか、じわ、と浮かんだ涙を袖そでで乱暴に拭ぬぐって、二人に背を向けた。


「……次こそは、役に立ってみせるわ」


　呟つぶやいたその小さな背中に、瞳はかける言葉を持たなかった。


「どうぞ、こっちです」


　隊員に促され、瞳は車に向かって歩き出した──前をアリシア、すぐ脇わきをロシィに、変わらずに護まもられながら。





「おい、ちょっと待て。停とめろ」


《Ｂ・Ｐ》を乗せた車の助手席で、しばらく怪け訝げんな顔をしていた一等特尉は、ついに我が慢まんし切れなくなったように、運転をしていた曹そう長ちようにそう命じた。


　彼は逆らわず、車はすぐに停止すると、ハンドルに寄りかかるようにしながら、


「……何でしょう？」


　と訊きいた。その口調は、どこかおかしかった。上官に対する敬意が感じられない。


「何かじゃない。道を間違えたんじゃないのか？」


「いえ、そんなことはありませんよ」


　口元に笑みを浮かべて、曹長は振り返った。その手には減音器付きの銃が握られていて、特尉の顔は一いつ瞬しゆんにして青ざめた。


「貴様──」


　引き金は軽かった。ぽつ、と黒い穴を額に開けられて、特尉は脳のう味み噌そと血をサイドウィンドウに椿つばきの花のように撒まき散らして、体を痙けい撃れんさせた。


　直後、バンの後部ドアが開かれる音と、複数の、減音器で減じられた銃声がして、ごとごとと複数の人間の倒れる音がした。


　曹長は、十分に時間が経たってからドアを開け、バンの外に出た。そこにはスーツ姿の男たちがいて、懐ふところに銃をしまい、彼を敬礼で出迎えた。


　開かれたままのバンの側面のドアから、厳重に拘こう束そくされた《Ｂ・Ｐ》が運び出されるのを見ながら、曹そう長ちよう──変装をした、ジェームス・フランクリンの偽名で知られる男は、胸のポケットから愛用の煙草タバコを取り出して咥くわえ、ジッポーで火を点つけて深々と煙を吸い込み、自分の仕事に満足げに微ほほ笑えんだ。
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「《ウィッグ》は、特定の個人と完全に入れ替わることを目的に調整された《ＭＭＰＳ》だ」


　ＳＳＳ本部地下の、隔かく離り病室の中の様子を見ることができる部屋のマジックミラーの前に立って、いつもの赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコート姿にネットキャップのロシィはそう説明してくれた。


　課外授業のあった日から三日が経たった、土曜の午後である。


　瞳ひとみはロシィたちと共に診察を受けるためにここを訪れたのだが、その帰りにメグ──《ウィッグ》が意識を取り戻したという報告を受けて、様子をみたいと申し出たところ、この部屋に通されたのだった。


「目標の個人の人格を含めた全すべてを転写する。だが……二重の人格を宿すとは知らなかった」


　ミラーの向こうで少女は、体中に痛々しいまでに包帯を巻かれて、いまだ酸素吸入器をつけたままだったが、片時も傍そばを離れない両親に嬉うれしそうな眼まな差ざしを送っている。それは《ウィッグ》ではなく、メグ・ギルバートの人格が表に出ているのだと思われた。


「つまり……《ウィッグ》はまだ、あの子の中にいる、ってことか？」


　息をするとチクリと痛む腹に顔を顰しかめて、瞳は訊きいた。


「それはわからない。わたしの銃じゆう撃げきは、《ウィッグ》の髪を散らしたのだろう？　彼女の《触しよく媒ばい》は成り代わる相手の本物の髪の毛だ。それをひとつひとつ移植する行為を《鍵かぎ》にして、転写した内容を固定すると《ママ》博士から聞いたことがある。メグ・ギルバートの人格が残っているのなら、戦った時に表に出ていた《ウィッグ》は暴走して行動不能になっているのかもしれない」


「ようするに、あの子の本当の名前を知らなければ、もう一度《ウイッグ》が目を覚ますことはない、ってことか……」


　瞳は、深いため息をついた。


「《ウィッグ》の方は多分、メグが表に出ている時のことも覚えていたんだろうけど、あの子は、《ウィッグ》が表に出ている時のことは、何にも憶おぼえていないみたいだな。伯お父じさん、あの親子をどうするつもりかな」


「しばらくは、ここで監禁されることになると思うわ」と、黒のゴスロリドレスのアリシアは言った。「現状、あの子はわたしと違って、ＳＳＳに協力できない。だけど、いつ何のきっかけで《ウィッグ》が再び顔を出すかもわからない。外には出せないでしょうね──《Ｂ・Ｐ》の行ゆく方えも知れないことだし」


　そうなのだった。


　別のバンで駐ちゆう屯とん地ちに向かったはずの《Ｂ・Ｐ》は、行方が知れなくなっていた。自力で逃げたのか、それとも他ほかの何者かが手引きをしたのかは瞳にはわからなかったが、少なくともあれから襲しゆう撃げきのようなことは起きてはいなかった。


　あの日は結局、瞳は学校に戻れず、後で小お野の先生に電話を入れたのだが、ひどく心配をしてくれていて、少しくすぐったかった。同じ日の夜には詠えい美みからも電話があって、彼女には伯父が用意していた話をして聞かせた。それは、安全装置が働いて園から出られなくなって困ったというもので、メグも迷子になったらしいという話には、適当に相あい槌づちを打つだけにしておいた結局まだ、勝まさるの見舞いにはいけていない。


「あの子は……誰だれなんだろうな」


　両親の手を握り返す少女を見ながら、瞳ひとみはそう呟つぶやいた。


　メグ・ギルバートが病死だったのは事実らしい。彼女の入院していたスタッフが、少しずつ彼女の人格パターンを記録していったようだ。その職員はすでに死亡している。ＳＳＳ諜ちよう報ほう部ぶの人間が身柄を拘こう束そくして自白剤を使って様々なことを聞き出した直後、何者かに射殺されたとのことだった。それによると、メグの死因は病死であったらしい。彼女の髪をどうやって移植したのかについては、瞳は聞きたくもなかった。


　つまり、あの子はメグ・ギルバートではありえない。しかし、同じ顔、同じ髪、同じ記き憶おく、同じ性格を持ち、本人もそうだと信じている。それでも、彼女はメグではない、と言えるのだろうか？　もちろん遺伝的には、まったくの別人なのだが。


　瞳はふと、カッコウを思い出した。


　あの鳥は、モズやホオジロ、オナガなどの巣に自分の卵を産み、それらの鳥に自分の子供を育てさせる、托たく卵らんという習性がある。カッコウの雛ひなは、托卵された鳥の本当の雛よりも先に孵かえり、ほかを全すべて落としてしまうが、仮親はそうだとは気付かずにカッコウの雛を育てるのだ。


　……だが、もし鳥に人と同じ感情があったとしたら、仮親は不幸なのだろうか？


　知らなければ、それは幸福なのではないだろうか？


（ロシィ風に言うなら、生きていくにはたまには色いろ眼鏡めがねをかけることも必要じゃないのか？）


　そう思う瞳だった。


　真実がいつも優やさしいとは限らない──否いや、往々にして、真実は厳しい。


　その時、シュッと空気の抜ける音がして扉が開き、廊下で警備に当たっていた若い隊員が敬礼をして中に入ってきた。


「失礼します。高たか幡はたさん、室長がお呼びです。至急、部屋にきて欲しい、と」


「あの、ロシィたちは？」


「あなた一人でいいそうです──どうぞ」


　隊員は道を開けて、瞳に廊下に出るように身振りで示した。


「瞳、瞳」


　くいくい、と袖そでを引かれて振り返ると、ロシィがパールホワイトの眼鏡の向こうから、まっすぐに見上げていた。


「わたしも行った方がよくはないか？　何があるかわからない」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。いくらなんでもここに襲しゆう撃げきをかけたりはしないだろ？　無む謀ぼうすぎるさ」


　瞳は微ほほ笑えんで、ロシィの小さな手を軽く叩たたいた。


「そうか」


　するり、と手が離れる。その温ぬくもりは、惜おしい気がした。


「じゃあ、ちょっと行ってくるよ──アリシアも、付いてこなくて大だい丈じよう夫ぶだからな」


「……ええ、わかったわ」


　顔はマジックミラーに向けたまま、彼女はちらりと横目で瞳ひとみを見たが、ほとんど動かなかった。ゴスロリドレスの下には、ぐるぐると包帯が巻かれている。胸骨にヒビが入っているのだ。そのせいかもしれない。


　瞳は軽く手を振ると、部屋を出て廊下の突き当たりのエレベーターへと向かった。





　読んでいた報告書を机の上に放ると、阿あ部べ室長は目頭を何度も揉もんだ。


　いくら読み返しても同じことだ──完全にしてやられた。


　書類には何枚かの写真がクリップで添付されている。いずれも、《Ｂ・Ｐ》を護送していたバンを写した物だ。


　車は、隠すまでもなく、堂々と国道の脇わきに止めてあって、襲しゆう撃げきそのものがその場所で行われたことが、はっきりとわかる痕こん跡せきがいくつも残されていた。


　使われた銃は、助手席の一尉の頭を吹き飛ばしたのが、４５ＣＡＰ弾。後部荷台の護衛を撃うったのが九ミリ弾で、いずれも薬やつ莢きようが残されていた。


　しかも悪いことに、第一発見者は民間人だった。


　こちらで見つけることができたなら、いかようにも処理することができたが、警察が動けば記者もついてくる。隠すことはできず、その日の夕刊には『自衛官襲撃される！』という見出しが一面に躍おどり、死亡者三名という事態に、連日マスコミは犯人捜しを繰り広げていた。


　これでは動けない。


　上の方からも『ＳＳＳは、ほとぼりが冷めるまで活動を控えるように』という命令が、内々に下された。できることといえば、こうして机にしがみついて、書類を睨にらむだけだ。


（やってくれるぜ）


　室長は火傷やけどするほど熱いコーヒーを、一気に半分も喉のどに流し込んだ。食道がチリチリと焼ける感触が心地よく、気分を引き締めてくれる。


　バンが民間人に発見されてしまったのは、偶然ではないだろう。おそらくは、そうさせるために、襲撃を国道脇わきで行い、そのままにして逃げたのだ。連中なら車のひとつや、人間の三人くらい、痕跡を残さずに消すことなど、造作もないはずだ。


　それなのにあえて残したということは、マスコミを利用することでＳＳＳの動きを封じ込める意図があったに違いなかった。そしてそれは、見事に功を奏したということになる。


　カップを置くと、室長は添付された写真をめくった。下にもう一枚、別の写真が挟まっている。超望遠で撮った物で、輸送機に運び込まれる人の大きさのカプセルと、例のスパイ、ジェームス・フランクリンの姿が写っていた。


　カプセルの中身は、おおよそ見当がつく。おそらくは《Ｂ・Ｐ》だ。ついに米軍もこれで《ＭＭＰＳ》の本物を手に入れたことになる。


　正直、ペンタゴンがどこまで《ＭＭＰ》理論を解明し、技術を手中にしているのかは、室長にはわからなかった。機密の壁はあまりにも厚く、組織はあまりに巨大だ。


（だがこっちには、理論の提唱者がいる）


　室長はパソコンの隣となりで書類に埋もれている写真立てを見た。妹夫婦と自分の三人で撮った写真がそこにあって、今は高たか幡はたと姓せいを変えた妹が微ほほ笑えんでいる。


「室長」


　千ち里さとの久しぶりに弾はずんだ声に、阿あ部べ特佐は顔を上げた。


「回線、もう一度繫つながりました」


「おう」


　彼はそう返事をすると、受話器を取り上げて耳に当てた。途と端たん、懐なつかしい声が飛び込んできて、思わず顔がほころんでしまうのを、どうしようもなかった。そんなボスの様子に、千里も嬉うれしそうに目を細める。


「ああ、そうだ。大だい丈じよう夫ぶだ。あの子は、おまえとの約束を守って、よくやってるよ。あ、ちょ、ちょっと待て、やっと来た」


　いい終わらぬ内にドアが叩たたかれて、千里が、どうぞ、と告げた。


　ノブが回り、中に入ってきたのは予想通り、瞳ひとみだった。


　受話器の送話口をわざと押さえず、室長はそれを、瞳に向かって上げて見せた。出ろ、という意味だったのだが、わかったようだ。


「俺おれ？」


　自分を指差した甥おいっ子に、室長は頷うなずいて見せた。


　瞳は怪け訝げんな顔でデスクの傍そばに来ると、受話器を受け取り、おっかなびっくり耳を当てた。


「……もしもし？」


　そう呟つぶやいて、数秒。


　瞳の目は、驚おどろきにまん丸に見開かれて、受話器を握り締めた手は、あまりに力を入れすぎて白く変じた。肩が、頰ほおが、唇くちびるが震ふるえている。


　信じられない──ありえないことを聞いた、という顔で、瞳は伯お父じを振り向いた。


　黙だまって、阿部室長はただ頷いた。


　それで伝わった。瞳の目には見る間に涙が盛り上がり、それを伯父に、そして千里に見られないように顔を背そむけると、鼻を啜すすり、そうして呼びかけた。


「──母さん」





「……《自分》って、何なのかしら」


　マジックミラーの裏側から、親子だと信じ切って家族をやっているギルバート一家を見ながら、ポツリと呟つぶやいたアリシアの横顔を、ロシィは、鮫さめのようだ、とよく評される瞳ひとみだけを動かして見た。


「あそこにいるのは誰だれなの？　メグ・ギルバートは死んでる。だけど、別の肉体に、本人の思考パターンと記き憶おくを持っているあの子は、メグじゃないの？」


　アリシアは、こつ、とマジックミラーにおでこをつけた。


「わたしたちには、強い渇かつ望ぼうがあるわ。自分を取り戻したい、本当の自分に戻りたい、っていう。それが肉体の欲求なのか、それとも、命令をきかせるために植え付けられた、人工的な衝しよう動どうなのかはわからない。だけど、それってどういうことなのかしら」


「何が言いたいのだ？」


　尋たずねると、アリシアは青い瞳で振り向いた。


「わからないわ……だけど、その日が来るのをあれほど狂おしく願っていたはずなのに、今はどうしてなのか、それだけじゃないの。その日のことを考えると……そう、不安になるわ」


　ロシィは眉まゆを顰ひそめた。言っていることがわからなかった。何な故ぜ、不安になることがあるのだろうか。そこには歓よろこびしかないはずだ。


　わかってはもらえない、と悟ったのか、彼女は再びメグたちに目を転じた。ロシィも、機械的な動きで首を巡らせて、娘を案じる夫婦の様子を、何の感かん慨がいも抱かずに眺めた。


「あそこに、《ウィッグ》はいないわ……」


　ミラーの向こうを見つめながら、アリシアはぽつりと、そう呟いた──







《続》







　あとがき




　今回のタイトルは、とても気に入っています。


　いえ、前作の『ヴァルキュリアの機甲』も大変に気に入っているんですが、あちらが、一巻目を書きあがってから決めた（と記き憶おくしています）のに対して、こちらのタイトルは、書き始める前に既すでに決まっていました。


　私的には、珍めずらしいケースです──  タイトルには、いつも苦労させられるので。


　ぱっと見て目を引いて、しかも中身を、作品世界を端的に表すもの、というのが、ぱっと浮かぶことつて、そうそうないんですよね。


　でも、これは違いました。


　もうこれしかない、という形で浮かび上がってきて、担当さんにも、ぜひこれで、とお願いしました。ちょっと、英語にしようかな、と思ったりもしましたが、最終的には一番最初の形に落ち着いて、それで良かったと思ってます。





　ところで、またひとつ、眼鏡めがねを買おうかと考えています。


　一巻のあとがきで書いた『勝負眼鏡』ですが、デザインは気に入っているんですが、長い時間かけていると、耳当ての部分が食い込んで痛いことに気が付いたのです。


　買う時は、かけていてもせいぜい五分くらいなので、三十分、一時間かけ続けた時の耳の感じなんかはわかりません。


　これが……痛いのです。


　なので、痛くなくてなおかつデザインも良いものを探そうと思ってます。


　今度はフレームの太いのにしようかな。





　それでは、また次の巻でお会いしましょう！





　二〇〇四年　二月上旬




ゆうき　りん





ゆうきりん


埼玉在住。執筆の励みは、玩具と回転寿司。一冊上がると出かけて行って自分にご褒美。近著に『ヴァルキュリアの機甲』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ[image: ]ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。


[image: ]





いぬぶろ


東京都世田谷区在住。まんがが大好きで、一日のほとんどをまんがを読んで過ごしている。そろそろ置き場所に困ってきたので引越しを考え中。自宅を漫画喫茶にするのが夢。




電撃文庫


めがねノこころ2





ゆうきりん
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